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　　第一章　南の守護竜





「わたくしと、そ、その……っ、こ、『こづくり』、してくださらないっ？」

　耳を疑った。

　棒立ちという言葉がこれ以上ないくらいにふさわしい有り様を見せる。横でククルが不思議そうに俺を引っ張るが、固まったまま動けなかった。

　数秒、酸欠の魚みたいに口をパクパクさせてようやく声が出る。

「い、いきなりなに言ってるんだお前!?」

「そ、そうですわよね。いま言うことじゃなかったですわね」

「いや、タイミングの問題じゃないし」

　大事な入学式に遅刻する瀬戸際だろうとそうじゃなかろうと、こづくりだなんて……なにを考えてるんだ？　いや、レティシアの言うこづくりが一般的な意味ではなく、特別な儀式を指しているのだとはわかっているんだけど。

「わたくしじゃ不服でして？」

　自信が大半だけどほんのわずかに不安を抱えたような目で問うレティシア。彼女にとっても一大決心だったのだろう。頬ほおはほんのりと赤く染まり、目は子犬みたいに潤んでいる。

　その目は……ずるい。いつもよりレティシアが色っぽく見えてしまって、その期待に応こたえたくなってしまう。

　勢いに流されてうなずきかけるが俺は、ぎりぎりのところで正気に返る。

「そ、そういうわけじゃないけど……考える時間をくれ！　急すぎてなにがなんだか！」

「今すぐしようってわけじゃないんですのよ？　するかしないかくらいここで決められるでしょう？」

　こつ、と靴が石畳を軽く鳴らし、一歩分レティシアとの距離が詰まる。俺が迷っている間にもう一度、こつっ。音は徐々に近づいていき、やがて──

「ダメ……ですの？」

　レティシアとの距離がゼロになる。

　近い。レティシアの顔がすぐそこだ。潤んだ瞳ひとみと、長いまつ毛。そしてなにより……こづくり、という単語からどうしてもレティシアの唇に注目してしまう。

　やばい。こうして改めて見るまでもなくレティシアは美人というか可愛かわいいというか、その二つが奇跡的なバランスで両立していた。据すえ膳ぜん食わぬはなんとやらで、ここで引いたら一生後悔しそうな気さえする。

　本来ならば俺みたいな田舎者が手を出すことができない存在。

　だからこそ俺は、首を横に振った。

「決められない。お前がどういうつもりでこんな突飛な話を持ち出したのか聞くまでは」

　レティシアにこんな切実な顔をされれば、なおさらだ。簡単に答えを出しちゃいけない気がする。

　レティシアはそわそわと落ち着かず自分の巻き毛に指を絡ませ、話を逸そらそうとする。

「そ、そんなのどうだっていいじゃないですの」

「よくない。形だけの儀式になんて意味はない。そういう存在だ、聖骸アルビオンは」

「……」

　反論ができないのかレティシアは押し黙る。説得できたというわけではなさそうだけど今はじっくりと話し合っている時間はない。

「とりあえず中に入ろう。入学式、始まっちまう」

「……そうですわね」

　顔を伏せ、足早に歩きだすレティシア。

　いつも凜りん然ぜんと伸びている背中は、心なしか丸くなっているような気がした。



　　　○



　入学式の会場である講堂にはすでに多くの人がひしめいていた。

　新入生が学科ごとに九〇人。学科は俺たちが属する操そう鎧がい科の他ほかに機鎧ラウンド・ギアの整備士を養成する整鎧科、機鎧ラウンド・ギアや装備の開発などの研究者を育てる研鎧科があるので都合、二七〇人の新入生が並んでいることになる。

　これに加えて教職員や来賓に保護者、バルコニーには自由参加の先輩方がずらりとならんでいる。一か所にこれだけの人数がひしめいていると田舎暮らしが長かった俺としては、ちょっと気後れしてしまう。

「うはぁ……」

　俺が思わずため息を漏らすと、ククルも不安そうに俺の腕を抱いてきた。マイぺースっぽく見えるけど、わりと臆おく病びようらしい。初めて機鎧ラウンド・ギアの格納庫ハンガーに行った時もこうだった。

　心配しなくていいぞ、と言う代わりに髪を梳すくようにククルの頭を撫なでてやっているとレティシアは、列の前方を指差す。

「わたくし、新入生総代としてあいさつがありますので。また後で」

「あぁ。うん、がんばってな」

　そそくさと最前列の席に移動するレティシアを見送る。レティシアは、待たせていた教職員達にぺこぺこと頭を下げていた。

　それにしても総代か。推薦枠で入学したとは聞いていたけど俺が思っている以上のエリートなのかも、あいつ。

　席はクラスごとに分かれているだけで後は前から詰めるようになっている。遅れてきた俺たちは当然、壇上から遠く離れた席に座ることになった。

　腰を落ち着けると俺は、改めてレティシアの言葉を思い返す。なんだって急に、謡巫女バルドになるだなんて言いだしたのか。

　レティシアが聖骸アルビオンに乗りたがっていること自体はさほど疑問じゃない。以前にも提案されたことだし、操鎧士ラウンダーを目指しているのだったら機鎧ラウンド・ギアの原型である聖骸アルビオンに乗ってみたいというのは自然なことだ。

　だけどレティシアは、聖骸アルビオンに乗るのに必要なプロセスを知っている。つまり……聖骸アルビオンを生むためには、俺と『こづくり』をしなければならないと。

　こづくりとはククルの言葉を借りているだけで実際にはキスするだけなのだが、それにしたってハードルが高い。レティシアと、こづくりか……。

　その光景を想像する。瞬時に顔が熱くなって、俺とレティシアのこづくりシーンは靄もやの向こうへと追いやられた。

　いかん。いかんですよ、これは。気まずくなってしまって思わず、横に座るククルにちらりと視線をやった。

　思い浮かぶ言葉は『透明』。なににも染まらず、だからこそ感情の読めない横顔は俺の視線に気づくとこちらを見上げる。

「なに？」

　琥こ珀はく色の瞳ひとみには、どんな誤魔化しも通じない気がした。観念して俺は、率直に問うことにする。

「い、いや。もし、仮にだぞ？　仮に……俺がレティシアと、その、こづくりしたら、お前はどう思うのかなって」

「？　どう、って……んー……？」

　首を徐々に傾け考えこんでしまう。それだけでも充分、答えになった。普通ならそこで考えこむことすらしないだろうに。

　記憶がないからか元からそうだったのかククルは、どうもこういうことに頓とん着ちやくがないらしい。だからこそ俺は、あることが気になってしまうわけで。

「俺は……嫌だよ。ククルが俺以外のやつとするのは」

　言ってから自分の器の小ささに、こっ恥ずかしくなった。

　いかにも恋愛初心者丸出し。だけどククルはそんな俺すら受け入れるように、珍しく顔をほころばせてうなずく。

「わかった。マキト以外とはしない」

「そ、そっか」

「ん。約束。……ふふっ」

　きゃっきゃとはしゃぐククル。ここまで上機嫌な顔は初めて見るくらいで、俺は単純にそれだけのことが嬉うれしかった。

　と思いきやククルは、不意に真顔になって続ける。

「でも、来るかもしれない。わたしじゃない力。わたしじゃできないこと。そういうものが求められる時が」

「……お前じゃできないこと、か」

　ククルの言わんとしていることが、おぼろげながら理解できた。

　聖骸アルビオン──機鎧ラウンド・ギアの原型になったという神は、可能性を求めるために造られたものらしい。人間が一人ひとり個性を持つように、乗り手によって姿を変える神だ。

　この国の女王はそんな聖骸アルビオンを『道みち標しるべ』と喩たとえた。人々が繋つながり、新たな力を生み出すための道標だと。

　それを踏まえてククルは、淡々と続ける。

「たとえばそういう時、マキトの隣にいるのがレティシアかもしれない。別の誰だれかかもしれない。だからマキト。その時は、迷わず他ほかの人と『こづくり』して。それで帰ってきて、わたしにもして」

「ははっ……」

　なんだかとんでもないリクエストをされた気がして、苦笑するしかない。まあ、いざ本当にその時が来るまでは、やはり俺はククルをパートナーとしたいと思う。

　そんな折、「全員起立」という声が講堂に響く。その号令に従うと「開式の言葉」と続けられ国章と校章、二つの旗が掲げられた壇上に壮年の男が上がり粛々と告げる。

「これより、第一八回ペリクリーズ王国教導院、入学式を始めます」

　いよいよ始まった。しかし……こうして入学式に出られるなんて、夢みたいだな。

　今まで何度も思ったこと。機鎧ラウンド・ギアに乗れないほど魔力の放出量が少なく、もはや操鎧士ラウンダーになることを諦あきらめていた俺がこうして教導院の生徒になれたことがいまだに信じられない。

　制服をもらって、聖骸アルビオンの乗り手として訓練を受け、隣国との死闘を経た今でも、だ。それくらいあの宣告は、俺の胸に刻みこまれている。

『あなたは機鎧ラウンド・ギアを動かせません。技量ではなく、体質の問題としてです』

　それを覆してくれたのが今、俺の隣にいる存在だ。

　ククルは俺の気持ちも知らないように、式典の特異な空気にそわそわしている。こうしていると女児以外のなにものでもないのだけど、これが戦うときにはちゃんと一人の戦士になるのだから驚きだ。

　改めて自分の原点に向き直っているうちに国歌斉唱とか来賓の祝辞とか、お決まりのことが消化されていく。次はいよいよ、懸念していたレティシアのあいさつだ。

　なぜか自分があいさつしなければならないかのように緊張する。しかし壇上に登るレティシアは厳粛ながらも人好きのする笑顔で参加者を見渡した。

「本日は、わたくしたち新入生のためにこのような盛大な式を挙げていただきありがとうございます。過日の嵐あらしの禍獣カラミテイの襲撃や国境沿いの一件を乗り越えて今日という日を迎えられたことを、光栄に思いますわ」

　順調に滑り出し、そのままあいさつを続けていく。内容自体は無難というか、いかにも練習してきた感じだったがこれだけの人数を目の前にしてきっちり切り替えてしゃべることができるあたり、さすがだ。

　流麗な話しぶりに思わず見とれる。……すごいな。とても、さっきまで一緒にいた女の子と同一人物とは思えない。

　俺が聞き惚ほれている一方レティシアは、教導院の生活への意気込みなどを語り、締めに入っていく。最後に一礼し、拍手を浴びて壇上を下りていくレティシア。続いて、「女王陛下、祝辞」という司会のアナウンスに促されて「はい」と少女が壇上に登る。

　少し癖のかかった金髪。ククルの透明な感じとは違う、華やかさと清せい楚そさが同居した雰囲気をまとった彼女は、一同を見渡すと可か憐れんな笑みを咲かせた。

「みなさん、ご入学おめでとうございます。とは言っても、私もみなさんと同期になるんで自分で自分に祝辞を送るのはなんだかなー、なんて思っていたりもします」

　どこからともなく、くすくすと笑いが生じる。それには壇上の彼女に対する親愛が聞いて取れた。

　第一四代女王、オリヴィア・ペリクリーズ。本来ならまだ『姫』と呼ばれているはずの、流行はやり病やまいで亡くなった両親に代わって国を治めている苦労人。まだ年若いせいか国民たちには『敬われる』というよりは『慕われ、愛される』という扱いを受けている。

　今日はメガネなしか。陛下、メガネが似合うからちょっと残念だな。

　なんて思っていると陛下は、俺たちに一つの疑問を投げかけた。

「さて、みなさんは機鎧ラウンド・ギアになぜ『ラウンド』という名前が冠されているか、考えたことはあるでしょうか？」

　唐突過ぎる問い。言われてみれば、そんなこと考えたこともなかった。

　機鎧ラウンド・ギアは機鎧ラウンド・ギア。そう呼ばれているから、なんの疑問も抱かずその呼び名を受け入れていた。牛を牛と、羊を羊と呼ぶように。

　理由があるならば、それはいったい何なのか。

　俺たちの疑問に陛下は続ける。

「その理由が王家や貴族たちの間に伝わっているというわけではありません。ご先祖様が後世に伝える必要はないと思ったためか由来は謎なぞのままです。だけど私はこう考えます」

　一息。俺たちの注意をひきつけるように息を吸いこみ陛下は、告げる。

「すべては、繋つながっていくと」















　どくん、と心臓が高鳴った。

　壇上で弁舌をふるう陛下に意識が集中する。

「自分が得た経験。学友。日々の生活。私たちが目指すものの上で、ひょっとしたらそれらは無駄に思えてしまうかもしれない。だけど私はそうではないと言いたい。一見、無意味に思えてしまうことも、どこかしらで繋つながっている。私はそれが和であり、環であると、そう思っています。だからこその『円ラウンド』の名だと。あらゆる絆きずなを守り、巡らせていく歯車。ご先祖様たちは機鎧ラウンド・ギアという名前に願いと、祈りを託したのだと」

　奇くしくもそれは、俺がたどり着いた結論と一緒だった。

　和であり、環。

　その言葉は以前、俺が夢の中で聞いた言葉を思い出させた。

　人と人の繋がり。それが縁にして円だと。

　聖骸アルビオン。人の手によって造られた神にして、可能性を求める存在。

　人と人とが結ばれて生まれるその神の意志を、模造品である機鎧ラウンド・ギアもまた受け継いでいるのだろう。

「みなさんは、そんなものに携わる人間です。一人ひとりが歯車。操そう鎧がい科も、整鎧科も、研鎧科も、あらゆるものが噛かみあってこれから新しい力を生んでいく。そういう繋がりで、誰だれが欠けても力に乱れが生じる。教導院の生徒としてすごすにあたって、この言葉がみなさんの道標になることを、願ってやみません」

　陛下はそう言葉を結び、一礼して壇上を下りていく。

　一拍遅れて万雷の拍手が送られていた。



　　　○



　ぞろぞろと来場者が講堂を後にする中、俺たちはレティシアを待っていた。

　レティシアという存在について考えていると、自然とあのことを思い出さざるを得ないわけで俺は、小さくため息をついた。

（レティシアとこづくり、か）

　意識するな、という方が無理な話だ。努めて他ほかのことを考えようとしていたけれど、やっぱり頭からその言葉が離れない。

　ククルは気にしていなさそうだったけどやっぱり浮気みたいで抵抗感がある。……ん、待てよ？　逆に言うと、それさえなければレティシアとこづくりするのは構わない、ってことか？

　倫理とか体面のことだけ考えていて、自分ではレティシアのことをどう思っているのかというのは度外視していた。最初こそ典型的なお貴族様でいけすかなかったけど段々おっちょこちょいだったりウブだったりする面が見えて、それでも根っこのところはやはり貴族らしい芯しんの強さを持っていて──

　考えているうちに向こうからレティシアがやってきてしまった。

「あ、レティシア。さっきのことなんだけど──」

　声をかけるとレティシアは、頬ほおを染めて早口でまくしたてた。

「ここで話すようなことじゃないでしょう」

「そ、そうだな。悪い。じゃあ……寮に戻ってからか？」

　俺の提案にレティシアは、髪の毛をくるくるいじりながらばつが悪そうに視線を逸そらす。

「そうしたいところですけど……ちょっとこれから用事があるんですのよね」

「なら、そっちを優先してくれ」

「すみませんわね」

　なんて話していると背後からひょこっ、と顔が出てきた。

「あら。皆さんお揃そろいでなんの相談ですか？」

　ぎょっとして振り返る。そこには、先ほど壇上で見た顔があった。

「陛下っ。どうも、戻りが遅くなってすみません」

　俺が恐縮して頭を下げようとすると陛下は、壇上に立っていた時のたおやかなものではなく、もっと親しみのある笑顔で止める。

「いえいえ。ゆっくりご静養できたのならなによりです。巫み女こ様も、お体に変わりはありませんか？」

「ん。ばっちり」

　無表情のまま薄い胸を反らすククルに陛下は、顔をほころばせる。

「それはよかったです」

　裏表のない陛下の態度に和む。一方でレティシアは、妙に居心地が悪そうに後ろに下がった。

「そ、それではわたくし、失礼しますわ」

「あ、待ってくださいレティシア。どうせ行き先、似たようなものでしょうから声をかけたんですよ。マキトや巫女様にも無関係なことではないので、急ぎの用がないならばご同行いただきたいのですが、ご都合は大丈夫でしょうか？」

「それはいいですけど……どこへ？」

「軍本部にちょっと用がありまして。レティシアはこの後、退院するカノンのお手伝いでしたよね？」

「え、ええ。そのつもりですわ」

「誰だれか知り合いでも入院してたのか？」

　俺が尋ねるとレティシアは、しょんぼりと肩を落とす。

「兄が操鎧士ラウンダーをやっているのですが、作戦中にケガをしてしまいまして……」

　兄。初耳のようでいてそうでない。あまり話題には上らなかったが──

「そういえばお前、初めて会ったとき『お兄様ー！』とか言ってたっけ」

「その話はしないでくださいまし！」

　よっぽど嫌な過去として記憶されているのか、目に涙をためて訴えるレティシア。たしかに俺もあのファーストコンタクトはなかったことにしてしまいたい。

　二人で苦い顔をしていると陛下は、その大きな瞳ひとみを興味深そうに丸くした。

「初対面の時、なにかあったのですか？」

「き、気にするほどのことじゃないですよ。なぁ、レティシア？」

「そ、そうですわねっ！　さ、立ち話もなんですしとりあえず移動しませんこと？」

　力づくで話を切り替える。ナイス、レティシア。

　俺たちは講堂を出ると、そのまま生徒や保護者でにぎわう敷地を後にする。教導院の門の前には王族用の馬車が停とまっていて、陛下は御者に「お疲れ様です」と頭を下げると中に乗りこんだ。

　馬車は四人乗りで、向かい合うように座席が設けられている。俺とククル、陛下とレティシアという組み合わせで座ると馬車が進み出した。

　蹄ひづめや車輪の音、街の雑踏に紛れる形で──あくまでもさりげなく陛下は告げる。

「マキトのデビュー戦。あのとき〈守護竜牙団ドラゴン・トウース〉にも被害が出ていたのですがカノン──レティシアの兄も、しばらく入院を余儀なくされる怪け我がを負っていまして」

　デビュー戦。そうか、あの嵐あらしの禍獣カラミテイとの戦いで、近くに転がっていた機鎧ラウンド・ギアがあったけど、あれに乗っていたうちの一人か。

　だとすると、責任を感じてしまうな。

「ごめん、レティシア。俺がもうちょっと早く駆けつけていられれば兄貴を助けられたかもしれないのに」

「ごめん」

　ククルも俺にならって、借りてきたネコのようにしおらしく頭を下げる。レティシアは唇を尖とがらせると、なにやら早口になって言い返してきた。

「あ、謝られるほどのことじゃなくってよ？　今さらそんなことを気にするなんて……もう、本当にお人好よしなんですから」

　くるくる、くるくる。落ち着かない様子で髪を指に巻いてはほどき、巻いてはほどく。そんなに兄貴が心配なのだろうか？

　やっぱり申し訳ない。そんな俺を心配してか陛下がフォローを入れてくれた。

「まあ、入院と言っても大したケガではないですよ。こうしてすぐ復帰できる程度なので、ご安心ください」

「そうですか」

　俺も過ぎたことを引きずっていてもしょうがないし、不幸中の幸いということにしておいて胸をなでおろした。陛下はそんな俺に、にこにこと続ける。

「ちなみに生徒会長ですよ。今日、在校生代表あいさつを副会長が代理でやっていたのもそのためです」

「あぁ、なるほど」

　なんで会長じゃないんだろうと疑問に思っていたのだけど、そういう事情があったのか。

　一つ引っかかっていたことが解消された。……のはいいのだが、さらに疑問が増えているわけで。

「ところで、〈守護竜牙団ドラゴン・トウース〉って言いました？」

　あっさり聞き流してしまったけど得た情報を照らし合わせてみるとちょっとおかしい。レティシアの兄は学生であるはずなのに……この国でもトップクラスの操鎧士ラウンダーにしか与えられない称号、〈守護竜牙団ドラゴン・トウース〉の一員だって？

　俺の驚きよう愕がくした顔を面白がるように陛下は、わずかに肩を揺らした。

「はい。現役の学生にして私の近この衛え兵の一人。親の七光ではなく、周囲を納得させるほどの実力の持ち主ですよ、彼は」

　自分の近衛兵を誇るような口調。レティシアも「ふふん」と自慢げに胸を反らした。

「わたくしが言うのもなんですが、アブソリュート家の歴史の中でも間違いなくトップクラスの逸材でしょうね。お兄様のなにがすごいって操鎧の腕前はもちろんのこと人格的にも優れ、具体的なエピソードを挙げますと──」

　どうしよう。段々レティシアが早口になってきた。大仰に身振り手振りを交えながらしゃべってくれているけど、ククルはもう飽きたのか車窓から身を乗り出して街並みを楽しんでいた。

「──と、最高なんですのよ！」

　最高なのはレティシアの笑顔だ。いい仕事をした、という達成感に満ちている。

　だからこそ、一つ引っかかることがある。

「そういえばレティシア、見舞いとか行ってたっけ？　なんかいつも監督役のお勤めしてて、そんな素振りなかった気がするんだけど」

　俺の指摘にレティシアは「うっ」と苦虫をかみつぶしたような顔をする。……なにか、まずいことを言ってしまっただろうか？

　レティシアは盛大にため息をつくと、拗すねた子どもみたいな表情を浮かべた。

「一度、お見舞いに行ったら『陛下から聖骸アルビオンの乗り手の監督役っていう光栄な仕事をもらえたんだからこんなところで油を売っているんじゃない』って怒られてしまいまして。妹をなんだと思ってますのってんですわよ、まったく」

「ふふっ。カノンらしい生き真面目まじめさですね」

　陛下はおかしそうに目を細める。なんて話しているうちに目的地に近づいてきた。軍の施設が集まるエリアはどこか空気が独特だ。その一角──病院の前でレティシアは馬車を下りた。

「それでは、失礼しますわ」

「はい。久しぶりにカノンとも話したいですし、よろしく伝えておいてください」

「わかりましたわ」

　静々と一礼してレティシアが歩き出すと陛下は、どこか愁いを帯びた顔で俯うつむいた。

「兄妹きようだい、か」

　いつもの丁寧な言葉じゃないだけにその空虚な声は、俺の耳にこびりつく。よっぽど俺がまじまじと陛下を見てしまったのだろう。視線に気づくと陛下は慌てたように首を横に振る。

「あ、いえ。なんでもありません」

「いや、こちらこそ、すみません」

　追及を避けるオーラがあった。陛下に気を遣わせるなんて、とんだ失態だ。

　馬車が再び進み、その音だけが響く。しばらく硬い空気が漂っていたが、程なくして馬車は停とまった。

　軍本部は匣はこを思わせる格納庫ハンガーの横にあった。何度か目にしていた建物は格納庫ほどではないにしろ武骨で飾り気がなく、瀟しよう洒しやで緑の多い教導院と比べると物々しい。見る者に畏い怖ふを覚えさせる三階建ての館やかただ。

　入口を警備していた兵士をはじめ、進むたびにあちこちから敬礼される。俺というよりは陛下に向けられたものなのだろうが、落ち着かないったらありゃしない。ククルも周りの空気におびえて俺の腕にしがみついた。

　気を紛らわすために俺は問う。

「ところで、ここになんの用事なんですか？」

「あの時捕虜とした東の詠士ドルイドと謡巫女バルド。二人から話を聞こうと思っていたのですが、なかなか時間が取れなくて。せっかくだからマキトたちもご一緒にどうかと」

　頭に浮かぶのは、敵だったというのにどこか憎み切れない二人の顔。

「あいつらとか、東の聖骸アルビオンってどうなってるんですか？」

「今のところ、詠士ドルイドや謡巫女バルドの処分については保留ということでとりあえず軍本部の営倉に入ってもらっています。聖骸アルビオンは南のそれと同様に、朽ちた化石のような状態に戻っていますが……損傷が激しいですね。元通り神の象かたちを生めるかどうか、と言ったところです」

「東からなにか交渉は？」

「まだなにも。向こうから要求を出される前に先手を取りたいのですが」

　陛下の顔つきは同級生の女の子ではなく一国の女王としてのものになっていた。数百年、禍獣カラミテイへの対処ばかりで人間同士の争いをしてこなかった、言わば暗黙の了解を破ったことに今後を憂えているのだろう。

　いや──憂えているというのはちょっと言葉足らずか。それだけで済む器じゃない。陛下はもっと具体的な未来を考えているはずだ。

　陛下は階段を上り、最上階まで。営倉っていうからもっと地下のじめじめした部屋を思い浮かべていたのだが──

「けっこう良い部屋だったりするんですかね？」

「罰とはいえ、日の光も差さないような場所だと心の根っこまで腐ってしまいますから。最上階なのは、脱走防止のためですね」

「なるほど」

　そのへん、考慮してるんだな。甘いような気もするけど、陛下らしいといえばらしい。

　陛下はフロアの奥まで歩を進める。廊下の突き当たりに兵士が立っていて陛下は、彼に声をかけた。

「例の二人、面会したいのですがよろしいですか？」

「はっ！　ただちに連れてきます！」

「いえ、私が部屋まで行きます。彼らがどんな環境で過ごしているのか興味があるので」

「では、こちらへ」

　案内され、先へ進む。廊下には左右に四室ずつ部屋が並んでいて、兵士は右奥の部屋で足を止めた。

「どうぞ、この部屋です」

　ガチャリ、と音を響かせて鍵かぎが開く。

「失礼します」

　と一声かけて部屋に入る陛下に俺とククルも続く。ベッドが二台並んでいるだけの無機質な部屋には、見覚えのある顔があった。

　片や白髪に鋭い目つきの男。片や犬の耳と尻尾しつぽを持つコボルトと呼ばれる種族の少女。白黒コンビは二人ともベッドで暇そうに寝転がっている。

　うつ伏せになって所在なさげに尻尾を揺らしていたコボルトの少女──エセルことエセルドレーダは陛下の肩越しに俺とククルの顔を確認するや否や、飛び起きた。

「あ、アンタたち！」

「よ、よお。思ったより元気そうだな」

「元気じゃないわよ！　いつまでこんなところに閉じ込めておくつもり!?　運動不足で体なまってしょうがないんだけど！　あとご飯が貧相！　豆とイモばっかり！　肉がないってどういうこと!?　肉食べたい！　羊がいい！」

　一気呵か成せいに不満をまくし立てるエセルの勢いに尻しり込ごみ、横のククルが俺の腕をぎゅっと抱きしめてくる。

「犬こわい……」

「はぁああ!?　いぬじゃないんだけど!?　ばかにしてんの!?」

「や、悪い。こいつも悪気があるわけじゃないんだ」

　率直な感想を口にしたまでで──という余計なひと言を呑のみこんで俺は、ククルをかばうように間に立つ。

　一方、白髪の男──アーリーはおもむろにベッドから体を起こしたかと思うとエセルの背後に立ち、無造作にその拳こぶしをエセルの頭に振り下ろした。

「きゃいんっ！」

　本当に犬みたいな声を出してその場にうずくまるエセル。アーリーは相変わらずの仏頂面で吐き捨てた。

「おい、駄犬。頭の悪さがバレるから口閉じてろ」

　その乱暴なやり方に俺もつい、黙ってはいられなかった。

「な、なあ。前も思ったけど、もうちょっと躾しつけの仕方ってもんがあるだろ」

「バカ犬だからよォ。これくらいしねェと躾になんねェ」

「だ……だから、いぬじゃないっていってんでしょ。しつけってなによ、しつけって」

　ぐぬぬ、と涙目で頭を押さえながらうなるエセル。でも食いしばった口元からは八重歯が見えていて、やっぱり犬っぽい。

　そんなエセルにアーリーは「やれやれ」とばかりに告げる。

「テメェのせいで、お偉いさんが困ってんだろうが」

　アーリーは、軽く顎あごを上げて陛下を示す。

「学生服だけどそのマント。王族だろ、アンタ。つか、女王陛下サマその人か。流行はやり病やまいでばたばたぶっ倒れて、直系で残ってるのはアンタだけだって聞いてるからな」

　無礼にもほどがある口のきき方を意に介さず陛下は、恭しく頭を下げた。

「お初にお目にかかります、東の聖骸アルビオンの乗り手たち。今代のペリクリーズ王国の女王を務めます、オリヴィアと申します。あいさつが遅れて申し訳ありませんでしたが、以後お見知りおきを」

　アーリーはそれを受けて口元を曲げた。

「はっ。国王ともあろう人間がわざわざご挨あい拶さつたぁ、ご苦労なこって」

　左右で色が違う目を厭いや味みったらしく眇すがめてアーリーは、陛下を値踏みするような視線をよこす。

「それで、オレたちをどうするつもりだ？　てっきり尋問でも待ってんのかと思いきや、ひたすらヒマな日々が続いてんだけどこれが南流の拷問か？　退屈は人を殺すって言うしなァ」

「ちょ、ちょっとアーリー。女王様だったらもっと丁寧な態度の方がいいんじゃない？」

　あたふたしているエセルの提案をアーリーは、一笑に付す。

「ンな駄犬の頭で思いつく程度の小細工が通じる相手かよ。てっきり担ぎ上げられただけのお飾りかと思いきや、なるほど。こりゃ南もわざわざ小娘に重責おっかぶせてまで王政なんて古臭くせェもんにしがみつくわけだ。そうするだけの価値がある人間だよ、アンタは」

　斜に構えた態度は相変わらずだが、内容だけ聞けばアーリーが陛下に一目置いているのに疑いなかった。陛下は戸惑いを見せながらも、謙けん遜そんを口にする。

「そんな器ではありませんよ、私は」

「そう言ってくれんな。これでも人を見る目には自信があるつもりだ。クソッタレな実験の産物じゃなく、オレ自身の経験で得てきた数少ねェモンとしてな」

　自じ嘲ちようと自負が入り混じった独特の語り口。陛下もアーリーという人間を少なからずつかんだのか、彼女らしい人好きのする笑みを見せた。

「ならばそのお言葉、素直に受け取らせていただきます」

　驕おごるわけではなく、ただ相手の言葉を尊重して受け入れる。そんな陛下の反応を気に入ったのかアーリーは、不機嫌そうな顔をふてぶてしい笑みに変えた。

「こっちの紹介がまだだったな。オレは東の詠士ドルイドでアーリー、こっちの駄犬が謡巫女バルドのエセルドレーダ。まあ、腹ぁ割って話そうや」

「では単刀直入に。まずあなたたちの処遇についてですが──」

　一瞬のためらい。それを振り切って陛下は、シンプルに告げる。

「我が教導院に編入する、というのはどうでしょうか？」

「──!?」

　予想外の提案に俺は、声を失ってしまった。え……こう言ってはなんだが、どういうつもりなんだ、陛下？

「あン？」

　アーリーも不可解そうに眉まゆ根ねを寄せる。陛下は、慌てて付け足した。

「あ、いえ、お気に召さなければ別の案を考えているのですけど」

「……いや。どっちみちオレらとしては亡命できれば、って思ってたからな。そっちから言い出してくれるってのなら、願ってもねェことだ」

　罠わなを警戒するように──優れた猟師が慎重に獲物を追い詰めるようにアーリーは表情の鋭さを増して問う。

「だがよ。それだけじゃねェだろ？　なにか条件なりなんなりあるはずだ。違うか？」

「話が早くて助かります」

　いつも柔和な陛下の顔が、珍しく鋭さを帯びる。思わずこちらまで表情を引き締めるほど真剣な言の葉を陛下は、アーリーに投げる。

「お聞かせ願えますか？　ウィンザーが──いえ、あのクズノハ様がどこまで、どのようにして聖骸アルビオンの謎なぞを解き明かしたのか」

「クズノハ……？」

　俺はその名前を繰り返す。聞いたこと──いや、見たことがある名前といったほうがいいか。この世界に住む人間なら誰だれもが教科書で目にする名前だ。

　かつて、一度滅んだ世界。〈審判の獣パニツシユメント〉に文明は滅ぼされ、人々は一からの復興を余儀なくされる。その最さ中なか、魔力の発見によって復興のスピードは驚異的なものになった。魔力を応用した道具が生み出され、それまで天意として受け入れるしかなかった災害にすら機鎧ラウンド・ギアで立ち向かえるまでに。その魔力を見つけ、研究を進めたのが〈四方の賢人〉の一人、東方のクズノハなのだが──

「まだ、生きているのか？」

　機鎧ラウンド・ギアが開発されたのは今から二〇〇年前。普通ならとっくに墓の中だ。俺の問いにアーリーは、鼻を鳴らす。

「あのババアは異族デミヒユーマンの中でも特例だからな。精霊種の血が混じってるからか、三〇〇年生きてるとか吹いてやがる」

「三〇〇年でもサバ読んでそうなのが、あのババアの怖いところよね」

　エセルも玉ねぎを食ったように渋い顔をして言うが、聞き慣れない単語があった。

「悪い。異族デミヒユーマンに関してあまり詳しくないんだけど、精霊種ってのは？」

「あァ、そうか。南じゃ異族デミヒユーマンそのものがまず珍しいか」

「ちゃんと調べたわけじゃないけど魔力の元となる魔素エーテルの結晶体ってのが一般的な説ね。その存在自体が概念的というか属性的というか……土地そのものが人格を持った存在。それが精霊種よ」

「そういう性質上、精霊種ってのは死ぬとか生きるとかそういう価値観が存在しねーんだ。子孫を残すっつー考え方がなく、故に交配の必要性がない。だけど……なんにしろ例外ってのは存在するもんでな。それがあのババアだ」

「へえ。うちの村が、麦の守り神を祭ってるようなもんかな」

　豊ほう穣じようという概念そのものを神格化して感謝を捧ささげる風習が故郷にはある。一方で聖骸アルビオンを神と呼ぶことはあっても、それを崇あがめ奉るような文化は意外とどこにもない。あくまで俺の知る範囲では、だが。

　この国でも宗教については各地方の風習に任せるままにしており、陛下もうなずいた。

「マキトの考えで間違いないと思います。東はその精霊種を土地の守り神として信仰する文化もありますから。そういった面についても、追々お聞かせ願いたいですね」

　学者らしい好奇心に満ちた瞳ひとみ。聖骸アルビオンへの研究から歴史についての造ぞう詣けいが深い陛下だが、他国の文化についても関心があるようで。

　それにしても精霊種、か。

　聞き捨てならない情報だった。クズノハが三〇〇年生きているというのなら、似たような存在がいてもおかしくはない。そう──たとえばククルがそうなんじゃないだろうか？

　陛下から聞いた伝承によれば、ククルは王国ができて以来、俺に起こされるまで六〇〇年もの間、聖骸アルビオンの座席で眠り続けていたらしい。聖骸アルビオンという神がククルの時間を止めていたのかと思っていたが、精霊種という言葉がククルの出自の手掛かりになるかもしれない。

　一歩、前進。失われたククルの記憶について、こんなところでヒントが得られるとは。

「マキト。どうしましたか？」

　俺が柄にもなく考えこんでいたせいか陛下が、いぶかしげに尋ねてきた。今この場で話すことではないと思い俺は、慌てて取り繕う。

「あ、い、いや。なんでもありません。それより、本題に戻りましょう」

「とりあえずは、あのババアの研究について、だな」

　仕切り直すアーリーに陛下は、今一度うなずく。

「はい。おそらく、この諸島一の賢者。あの方がどうやって聖骸アルビオンを復活させたのか。私があなたたちを受け入れたのは、それを知るためです」

　他国の情報を得られるのは聖骸アルビオンを守ってきた末まつ裔えいとして、千載一遇の好機だった。陛下の願いに対するアーリーの答えは、小さなため息から始まった。

「地道な行き当たりばったり。それに尽きるな」

　東での生活を思い出したからだろうか。

　語る横顔は思いつめたように鋭く、声は硬い。

「魔力ってまだ完かん璧ぺきに原理も解明されてねェもんを専門にしてるせいかあいつは、魔力の供給源──つまり詠士ドルイドや謡巫女バルドの存在から聖骸アルビオンの謎なぞにアプローチをしていた。聖骸アルビオンを動かせる人間を探すんじゃなくて、作り出そうって妄執──それがあのババアが取り仕切っていた〈代詠計画オルタナテイブ〉だ」

　アーリーの言うことはすぐには呑のみこめない。陛下も確認を取るようにアーリーの言葉を繰り返した。

「詠士ドルイドや謡巫女バルドを、『作る』……？　詳しく、お願いできますか？」

「基本は薬物投与による魔力の調整。ほかにも体に直接〈ファルの心髄〉を埋め込まれたりとか、まあいろいろだな」

　あっさりとアーリーは口にするが俺は戦せん慄りつしていた。そんなんじゃまるで──

「まるで……お前らが実験のための材料みたいじゃないか」

「みたい、じゃねェ。実際そうだったんだ。死人が出なかったのが奇跡に思えるくらいだったし、体や精神に変化があった奴やつは山ほどいた。俺の頭も御覧の通りだしなァ」

　若くして真っ白になった髪。それはアーリーが強いられた負担の象徴だった。

「だが結果が実らなかったわけじゃなく、なんの因果かオレとこの駄犬で生み出せちまったってわけだ。役目を終えたはずの、カミサマをよ」

　その声には故郷に対する侮ぶ蔑べつと、モルモットとしてしか生きられなかった自分への嘲ちよう笑しようが色濃く感じられた。

　俺は自分の胸に渦巻く感情がなんなのかわからない。クズノハへの義憤なのか、アーリーたちへの同情なのか。

　ただ、自然と──そうするのが当たり前のように拳こぶしを硬く握っていた。

　アーリーたちはとっくに自分たちの境遇について割り切っているからこんな平然とした態度でいられるのかもしれない。だけど俺は、割り切れなかった。

（こんなことって、ないだろ）

　アーリーたちが平然としているのが悔しかった。平然とこんなことを語らせてしまうほどにアーリーたちの感覚を麻ま痺ひさせた国のあり方が許せなかった。

　そこで気づいた。俺の制服の袖そでを、ぎゅっとつかむ指があることに。

「ククル？」

　うつむいたククルは、歯を食いしばっていた。普段、あまり感情を表に出さないククルだが、この時ばかりはきっぱりと言い切る。















「……なんか、やだ」

　陛下も東の所業を嘆いているのか、思いつめた表情。その想おもいの一方で聖骸アルビオンの真実を追い求めてきた責任感があるからか、ゆっくり口を開いた。

「一つ、確認させてもらっていいですか？」

「ンだよ？」

　睨にらみつけるようなアーリーの視線に臆おくすることなく陛下は、念押しするように尋ねる。

「東に、巫み女こという存在はいなかったのですか？」

　陛下の問いにアーリーは、きょとんと目を丸くした。

「巫女？　なんのことだ？」

「南では、古くから聖骸アルビオンの中で眠る巫女がいて代々それを守っていました。だけどあなたたちの口ぶりはまるで東にはそんな存在がいなかったかのように感じます。てっきり、あなたが東の巫女だと思っていたのですが」

　と、陛下はエセルに目を向けるがその反応は芳しくなかった。

「巫女だかなんだか知らないけど、アタシはアタシよ。物心ついた時から『エセルドレーダ』以外の何者でもないわ。自力で今の地位を手に入れたの」

　自負に満ちた瞳ひとみを向けるエセル。それを受けて陛下は、腕組みをして考え始める。

「なるほど。やはり詠士ドルイドや謡巫女バルドというのは特定の存在を指すのではなく、聖骸アルビオンを生む人間すべてを指す。そう考えて間違いないようですね」

　その言葉にふと、思い当たることがあった。

「そういえばククルが、ククルじゃない人間が乗る時が来るかもしれない、って」

「巫女様じゃない人が？」

　驚きをあらわにする陛下にククルは、考えこむようにうつむき、

「誰だれにだって聖骸アルビオンを生む可能性はあるんだと思う」

　可能性──その単語がしっくりくるかのようにククルは一度、うなずく。

「どんな象にもなる。そこに繋つながる想いがある限りは。それが聖骸アルビオン……だった、ような」

「あいかわらず、記憶は戻らないままか」

　俺が曖あい昧まいな語り口に苦笑するとククルは、しゅんと肩を落とした。

「ごめん」

「いや、いいよ。気にするな」

　ゆっくり思い出していければいい。そう思うのだがアーリーは毒づく。

「けっ。あんな思いしてせっかく乗れたっつーのに、誰でも乗れるなら世話ねェぜ」

「でもさ、アーリー。ババアも言ってたでしょ？　サブの乗り手を用意する必要が──」

　エセルが言いかけた、その時だ。

　焦燥感を煽あおるような、けたたましい鐘の音が連続した。

「──!?」

　俺を始め誰だれもが息を呑のむ中、陛下だけは即座に動く。

「陛下!?」

　部屋の奥にある窓を開け放ち、身を乗り出す陛下。外になにを見たのかその顔は、見る見るうちに青ざめていった。

「そんな……まさか」

「陛下、一体なにが？　また、禍獣カラミテイが城下町の中まで入ってきたとでも？」

　それにしては何の異変も見受けられない。以前、嵐あらしの禍獣カラミテイが近くに来ただけでも、城下町を洗うような暴風雨が襲ったというのに。

　俺の問いに陛下は、震える唇で答える。

「敵襲です」

　それは、禍獣カラミテイの襲撃以上に耳を疑う言葉だった。

「……え？　て、敵襲って、つまり……禍獣カラミテイじゃなくて、他国が攻め込んできてるってことですかっ？」

　陛下の代わりに答えたのは、目を閉じて耳をすませるエセルだった。

「間違いないわ。数は一機。でもこの足音って……もしかして、〈ギャリートロット〉!?」

　声を裏返すエセルに陛下の顔がいっそう苦々しくなる。事態はそうとう悪いらしい。陛下は短く声を放った。

「マキト、巫み女こ様！　すぐに〈聖骸アルビオン〉を出してください！」

　普段のぽわわんとした雰囲気からは考えられない鋭い口調。俺はすぐさまうなずき、隣のパートナーに告げる。

「もちろん！　ククル！」

「ん、行こう」

　駆け出す俺たちの背中に声がかけられた。

「南の。助言だ」

　急ぎたくなる心を抑え、振り返る。声の主──アーリーはそう前置き、俺の不安をあおるような早口で念押しをする。

「黒くて形が変っつーか……とにかく、見たことのねェ機鎧ラウンド・ギアだったら素直に従え。もし向こうが一方的に襲いかかってくるようだったら死に物狂いで抵抗しろ。オレの時みたいに情けはかけるな。必ずトドメをさせ。いいな？」

　その忠告に自然と礼が出た。

「サンキュ」

　とたんにアーリーの仏頂面が、いつもに輪をかけて苦々しくなる。

「勘違いすんな。殺されてもおかしくなかった状況なのに今、生きてる。その借りを返しただけだ。最初に会った時言っただろうが。性分じゃねえってよ」

「ああ。これでチャラ、ってことだな」

　それが正解かどうか確かめる時間はなく、走り出す。格納庫ハンガーは軍本部のすぐ隣。突然の襲撃にここも大わらわだったが、走りながら声を張り上げて出撃を周囲に伝える。

「すいません！　マキト・メイフィールドとククル！　〈クロウクルワッハ・ユリゼン〉、出撃します！」

　整備士たちが発進の邪魔にならないように散っていくのを見届け聖骸アルビオンまでたどり着いた俺は、苦虫をかみつぶしたような顔でククルと向かい合う。

「ククル、悪い。慌ただしいけど……するぞ、こづくり」

　苦々しく言う俺に対してククルは、あくまでも淡々と返してくる。

「気にするなら、終わったときにもう一回して」

「あー、うん。……そうだな」

　いや、でもしていいのだろうか？　今は必要に迫られてしているのであって、そうでないのにやり始めたら歯止めがきかなくなりそうな気がする。

　今はそんなことを考えている場合じゃない。わかってはいても、いざククルと向き合うと心臓がドキドキした。

　それを自覚してしまったが最後、鼓動はさらに強くなる。膨れ上がる音は、たやすく俺の頭を占めた。

　どくん、と一拍打つたび視界が狭まっていく。どこに向かってフォーカスが絞られていくかというと……ククルの唇だ。

「マキト」

　小さな唇がその三文字を紡ぐために動く。ククルは「ん」と唇を突き出すだけで、自分からしようとはしない。

　こうなったら観念するしかない。ククルに抱く愛いとおしさ。それを伝えるように俺は──

　その唇に、自分の唇を重ねた。

「──っ」

　その官能的な感触は初めてのことじゃないのに、気が遠くなってくる。だがこれが、『こづくり』と呼ばれる古の神を再びこの世に生み落とすための儀式だ。

　そこにどんな意味があるのかはわからない。ただ、お互いの気持ちを繋つなげる神を生むための儀式としては、これ以上のものはないような気がした。

　むさぼるように舌をからめ合い、唾だ液えきを交換する。蜂はち蜜みつみたいに甘いそれを味わうことに夢中になって、ククルの細い体を抱きしめすぎないようにするのには苦労した。

　息が続かなくなって、ククルから身を離す。唇の間にかかる透明の橋を指で切ってククルは、告げた。

「行こう」

「ああ」

　それにうなずき、俺たちは聖骸アルビオンのコクピットへ向かう。

　俺たちの、なすべきことをなすために。

　化石を思わせる三日月型のコクピットに体を滑らせ、座席の両りよう脇わきにある機甲ガントレツトに腕を通す。鎧よろいの篭こ手てそのものの外見をしたそれを介して、聖骸アルビオンという神の姿を具現化しようと頭にその姿を描く。

（来い──〈クロウクルワッハ・ユリゼン〉！）

　朽ちた揺りかごに光のラインが走り、燐りん光こうが膨れ上がった。

　次いで、不可視の壁が俺たちの座席を守るように顕現する気配。立て続けに俺の感覚が、生んだ子どもと一致する感覚を得る。

　一瞬、暗くら闇やみになった視点が真正面から左右に向かって開けていく。それは俺が聖骸アルビオン──〈クロウクルワッハ・ユリゼン〉と感覚を共有したことを意味していた。

　巨大な鎧を着る感覚。俺は、手のひらを握ったり開いたりして動作に問題がないことを確認する。

　人のものから巨人のそれへと互換された視界に映るのは、白銀の四肢。甲かつ冑ちゆうでありながらどこか生物的な──そう、この国の国章になっている竜をイメージさせる逞たくましい機体が顕現していた。

　肩や腰から突き出る意匠は敵を威圧するように厳つく、だがそれだけではなく神こう々ごうしい。自分で生み出したものながら、息を呑のむような美しさだ。

　これが俺とククルの子ども。円環の聖骸アルビオン──〈クロウクルワッハ・ユリゼン〉。

　よし、いつも通り生み出せた。そのことに安あん堵どをおぼえて聖骸アルビオンを発進させると、足元にいる整せい鎧がい士が手でメガホンを作って呼びかけてきた。

「手の空いてるやつらですでに迎撃に行かせているけど、どうにも劣勢のようだ！　早く加勢に行ってくれ！」

「わかりました！　行くぞ──ククル！」

「ん！」

　身を低くしてハンガーを飛び出し、開けた場所に出てからさらに加速する。やがて遠くに交戦している機影を見つけた。周りに転がる数えきれないほどの機鎧ラウンド・ギアを見て、馬車の中での会話がよみがえる。

　レティシアや陛下に聞かされたばかりの話。

　俺が駆けつけるのさえ早かったら、被害が減ったかもしれないという仮定。

　唇を噛かむ。二度と──あんな思いをして、たまるか！

「ククルっ！」

「うん。もっと……速く！」

　重なる想おもいが聖骸アルビオンの出力を上げる。放たれた弾丸さながらの勢いで俺は、味方の機鎧ラウンド・ギアを手にかけようとしていた敵機の攻撃に割りこむ。

　高々と響く金属音。無理な体勢で受けたせいでちょっとバランスを崩したが……何とか持ち堪こたえてくれたか。

　なにせこちらとあちらでは体格が違う。こちらが八メートルはあるところ向こうはせいぜい六メートル程度。……このまま、押し切る！

　力任せに腕を振るう。敵もこちらを警戒してか、自ら後方に大きく跳んだ。いや、跳んだのはいいけど……なんだ、あの脚？

（機鎧ラウンド・ギア……なのか？）

　敵に何か動きがあればすぐに攻撃に移る準備だけはしながら、その異形の機体を観察する。宵よい闇やみを削り出したように艶のない黒。鳥のそれを思わせる異形の脚に、鋭角と呼ぶにも鋭角すぎる華きや奢しやなフォルム。両腕が足首すれすれまであり、その両手には棍棒メイスのようなものが握られていた。

「あ、聖骸アルビオン……!?　来てくれたのか？」

　敵に見入っていると、助けた機鎧ラウンド・ギアから声がかけられる。俺は意識を引き戻され、短く告げた。

「すいません！　負傷者の回収、お願いしていいですか？　こいつは、俺たちが引き受けるんで！」

「あ、ああ！　わかった！　すまないが、頼む！」

　改めて周りを見ると、とにかく出撃できる機鎧ラウンド・ギアを送りこんだという感じで編制もなにもあったもんじゃない。これだけの数を、たった一機で──

　その張本人である操鎧士ラウンダーは、喉のどの奥で高い笑い声を漏らす。

「ここっ。ようやく本命が現れたかや」

　その独特の響きはどこか、聞く者の心を不安にさせるような響きを持っていた。

　不可視の壁に包まれたコクピットに乗っているのは、エセルと似たような獣耳をつけた少女だ。だがあの縦長に尖とがった耳は……もしかしてイヌじゃなくてキツネか？

　麦の穂を思わせるくすんだ金髪の上で耳が上機嫌そうにぴこぴこ揺れる。バスローブをもっと薄手にし、艶あでやかに染めたような見たこともない着物に包まれた体は小さい。エセルと同じくらいの年とし頃ごろだろうか？

「何者だ、お前？」

　会話で時間を稼げるのなら、負傷者の避難が済むまでそうしたい。俺の意図につき合ってくれているのか元々おしゃべりが好きな性格なのか少女は、俺の問いに対して不敵という言葉がふさわしい顔で答える。

「クズノハ。東で機鎧ラウンド・ギアや聖骸アルビオンの研究をしておる、しがない学者よ」

　──なんだって？

　驚かないわけがない。つい先ほど名前が挙がった歴史上の人物が、まさか目の前に現れるなんて予想できる方がおかしい。

「クズノハって……あの!?　機鎧ラウンド・ギアの生みの親の一人である、東方のクズノハ本人!?」

「うむうむうむ。そういう反応をしてもらわねば困る。東だともう珍しくもなんともなく、マスコットみたいに扱われてしまうからの」

　満足げにニヤニヤするその姿は想像とかなり違う。アーリーたちは「ババア」と呼んでいたし冷酷無慈悲な魔女めいた老婆なのかと思っていたら……見た目だけなら可か憐れんといってもいい女の子じゃないか。

　不測の事態といえど、動転してはいられない。すぐに立て直せ、と自分に言い聞かせる。

「そ、そんな有名人がなんの用だよ？」

「なぁに、知れたこと。ウチのバカ息子どもが厄介になっていると聞いてのう。保護者として迎えに来たまでのことよ」

　あっけらかんと告げられた言葉に、自分の耳を疑った。

「……保護者？」

「ん？　ああ、養子じゃ。ウチが産んだわけではないぞ、一応言うておくが」















　などと補足を入れてくるクズノハだが、そんなことを訊きいてるんじゃない。俺が言いたいのは──

「あいつらを実験材料扱いしといて今さら保護者面すんのかよ、アンタは！」

　アーリーたちが知った風な口をきいてほしくないことも、自分にその資格がないこともわかっている。それでも……この怒りを呑のみこんでしまうことなんてできない！

　クズノハは俺の怒号に目を丸くすると、そのまま好奇心に満ちた視線をこちらに向けた。

「──ここっ。威勢のいい小僧よのう。敬われ、愛めでられることはあっても一喝されたのは久しぶりじゃ」

「話をウヤムヤにするな。アンタは、自分の子どもを実験に使っておいて平気な面していられんのかって訊いてんだよ！」

　一発殴らなければ気が済まない。──それでも、心のどこかで人殺しに対する忌避感が俺の動きを阻害した。

　アーリーはトドメをさせと言っていたけど、そこまでする必要はない。機鎧ラウンド・ギアの機能を奪えば充分だろう。あんな華きや奢しやな機鎧ラウンド・ギアだ。腕でも脚でも、攻撃が当たるだけで使い物にならなくなる。殺すまでもなく制圧できるはず──

　だが、その目もく論ろ見みは外れた。

「なっ……!?」

　思わず驚きよう愕がくの声を漏らす。敵の機鎧ラウンド・ギアは、〈クロウクルワッハ・ユリゼン〉に匹敵するスピードでこちらの攻撃を避けた。

「やれやれ。血気盛んな小僧じゃ」

　気づけばクズノハは背後。俺は本能的に飛び退のいて距離を取るがクズノハは、その方向すら読んでいたかのように前進して距離を離さない。

「ヌシは、あれか？　聖骸アルビオンなら勝てるとか、そう思い上がってしもうたかや？」

　とたんに全身を寒気が撫なでる。圧倒的な不吉の気配。まるでアーリーたちを相手にした時と同じ……いや、それ以上の死の気配！

「ククル！」

　もう一回だ。さっきは、どこかで慢心があったのかもしれない。聖骸アルビオンに乗っているこちらの方が絶対的に有利だと。

　だからそれを捨てる。相手は自分と同格──いや、確実に格上であると思って持てる限りの策を尽くす。

　俺の言わんとしていることを読み取りククルは、その力を発した。

「《その流れは全。その流れは無。輪に導かれ巡る力、ここに──》」

　聖骸アルビオンが持つ性能。その人物の持つ法則を、この世界の法を逸して適用する力。

　それが〈原初の法〉。ククルの場合は『円環』という属性に従い、今のところ二つの術式を持っており、

「示せ！　“〝サーキュラースイング”〟！」

　眼めには見えない力の流れが、敵機の足元を襲った。円状に力の流れを展開する。それがこの術式だ。

　敵の機体が傾く。その隙すきに乗じて畳みかける。

　──が、

「元気がいい。だが、それだけよのう」

　力の流れに乗るように敵の機鎧ラウンド・ギアは体をひねる。

　空中で天地を逆にする形。同時にその腕が伸びた。

　手を伸ばすという慣用句的な使い方じゃない。その長さが、実際に増したのだ。

　蛇腹めいた構造でしなる腕を振るう。地面に手をついてさらに軌道を変えるその姿は、常識的な動きから逸脱しすぎていて悪夢を見ているようだった。

　奇怪な挙動に言葉を失う俺にクズノハは、淡々と告げてくる。

「あまりにも雑すぎる。手癖だけの操鎧じゃ。そんな親では聖骸アルビオンも泣いておるぞ？」

「……っ!?」

　真正面から突っこんできた敵機が、不意に視界から消える。くそ……なんだよ、この性能は!?

「マキト、右！」

　不意にククルが鋭く指示する。これは「敵が右にいる」ってことじゃなく──

（右に避けろ、ってことだよな!?）

　ビンゴ。敵のしなる腕をぎりぎりのところでかわせた。ククルが“〝サーキュラースイング”〟で軌道を変えてくれなかったら危ないところだった。

「ウチの愚息どものことがあるからあまり強くは言えぬがのう……こんなものかや？　南の聖骸アルビオンは！」

　こちらを侮ったのか、クズノハの攻撃が雑になる。それが隙となった。

（このタイミングなら！）

　振るわれる腕をはじき、さらにその肘ひじに当たる部分に打撃を加える。それだけで敵の腕にはひびが入り、そのまま半ばから砕けて宙を舞った。

　脆もろすぎる。運動性能と引き換えに装甲を犠牲にしている……ってことか？

　想定外の出来事に一瞬、頭が空白になる。

　それは戦闘において、致命的な隙だった。

　敵がもう一方の腕の棍棒メイスをふるう。その勢いは円の結界では殺しきれず、

「くっ……！」

　コクピット前面に展開される不可視の壁のおかげで勢いは減衰されるが、ほぼ直撃。激しい揺れがコクピットを襲う。さらにクズノハは打撃を加えようと腕を振りかぶった。

　両腕を頭上で交差させてその一撃に備える。

　同時に、視界の端から迫るそれを、聖骸アルビオンの眼めはかろうじて捉とらえた。

　──尻尾しつぽ？

　根元は相手の腰のあたり。そこから第三の腕のように敵の尾が、俺たちのいるコクピットを狙ねらって斜め下から円の結界を突き破った。

（マズい！）

　回避──いや、防御すら間に合わない！　そうわかってしまう自分の判断力が憎かった。

　詰みだ。もはやどうすることもできない状況。敵の異常性に気を取られ、考えることをやめてしまった時点で俺たちの負けは決まっていた。

　伸びる尾が複座の前方に座るククルを穿うがとうと迫る。くそっ……せめて、せめて狙いをククルから俺に逸そらせないか!?

　最後の足あ掻がきをしようとするその瞬間──

　ガキィンッ！

　不意に、なにかが俺たちの聖骸アルビオンと敵の機鎧ラウンド・ギアの間に割って入った。

　金属同士がぶつかり合う硬い音。弾はじき飛ばされるように、敵の機体が距離をとる。

　俺たちを守るように立ちふさがるのは太く、武骨なフォルムを持つ機鎧ラウンド・ギア。ペリクリーズが正式採用している機体の一つ、〈ドライグ〉だった。

「ほう。このタイミングで横よこ槍やりを入れるか。ヌシ、何者じゃ？」

　興味深そうに問うクズノハに〈ドライグ〉の乗り手は、端的に答える。

「〈守護竜牙団ドラゴン・トウース〉所属、カノン・アブソリュート」

〈守護竜牙団ドラゴン・トウース〉──それは王都を守るために組織された女王の近この衛え兵。操鎧士ラウンダーの中でも一握りしか選ばれない、エリート中のエリートに与えられる称号。

　その名を名乗った操鎧士ラウンダーは、敵を見据えて槍と盾を構える。

「──友ゆう誼ぎにより、加勢させてもらう」

　カノン・アブソリュート？　聞き覚えのある名前となにより、あのポンコツお嬢様のおかげではっきりと俺の頭に刻みこまれたその家名が示すことは──

「もしかして……レティシアの、お兄様？」

「話は後だ」

　俺の疑問を振り切って〈ドライグ〉の乗り手は低く告げる。

「来るぞ」

　敵の黒い機鎧ラウンド・ギアが地を蹴けり、前進する。同時にクズノハは興奮を隠さないように吼ほえた。

「アブソリュート元帥の息子にして、天才の名をほしいままにする南の若き守護竜か！　その腕前、見せてもらおうかのう！」

　俺たちをかく乱するように黒い機鎧ラウンド・ギアが縦横無尽に動き回る。それさえも厄介だというのに、腕と尾はどちらも鞭むちのようにしなり、軌道を予測することが難しい。避けるだけで精一杯で、反撃なんてできっこない。

　助すけっ人ともタワーシールドで敵の攻撃をさばくのがやっとというところ。亀かめのように丸まってやり過ごす俺たちにクズノハは、片腕と尾で攻撃をたたみかける。

「どうした？　粋いきがって出てきておきながらその程度ということはあるまい!?」

　あからさまな挑発。〈ドライグ〉はそれに乗せられたかのように身を低くして前進した。

　無謀すぎる。慌てて俺もフォローに回ろうとするがその必要はなかった。

〈ドライグ〉のランスが敵機の脇わき腹ばらを削ったのだ。

「!?」

　クズノハがコクピットの中で目をむいて後退する。〈ドライグ〉はそのまま追随。死角から迫る尾を難なくさばき、さらに相手の足を穿うがつ。

　余裕に染まりきっていたクズノハが、見る見るうちに真顔になっていった。俺もまた、白昼夢でも見ているかのような気分だ。機鎧ラウンド・ギアに関して人並みの知識を持つ者ならば、この光景に違和感を覚えないわけがない。

（なんだ……？）

〈ドライグ〉──それは禍獣カラミテイとの戦いにおいて、前衛を担当する機鎧ラウンド・ギア。禍獣カラミテイの巨大な質量を受け止め、味方を守る。そういう役柄を果たすため最大出力や装甲の厚みを重視しているせいでどうしても加速がイマイチという欠点を持つ。

　そんな機体が今や、高速で敵を圧倒していた。

　止まらない。加速性能に欠点があるのなら常に最高速度を維持すればいいと言うがごとく、ステップからの高速の突きを繰り出す。

　誰だれもが一度は考えることだ。だが、同じようにみんな諦あきらめる。普通の人間は、そんな速度の世界を認識できないからだ。だが──

　味方を守る必要が──足を止めて敵の質量を受け止める必要がないならば？

　高速の世界を認識できるキャパシティがあるのなら？

　敵の動きを先読みし、止まることなく攻撃を繰り出す技量があるのなら？

　数々の希望的な仮定。しかし、仮定であるからこそ誰もがなしえなかった机上の空論。

　だが──それを実現できる人間がいるとしたら？

　その答えが今、目の前にある。

　戦闘中だということを忘れて見とれてしまいそうになる。それくらい美しい光景だった。

　まるで戦闘というよりは、一つの芸術のよう。その動きがどれだけ凄すごいことなのか理解するようにククルは、俺に呼びかけてきた。

「マキト……」

「ああ──強いなんてもんじゃない、この人！」

〈守護竜牙団ドラゴン・トウース〉。一度共闘する機会があったけどあのときは周りを見ている余裕なんてなかった。改めてそれを見ることができたわけだけど……これほどのものか！

　クズノハもさすがに冷静ではいられなかったのだろう。キツネ耳をぺたんと伏せ、弱気を見せていた。

「まいったのう。ウワサ以上の腕前ではないか。ちと、想定外じゃ」

　だが次の瞬間、俺たちは思い知ることになる。

「手加減できぬかもしれぬ」

　この老ろう獪かいなキツネ相手には、自分たちなど文字通り子どもにすぎないのだ──と。

　陽炎かげろうのように、黒い機鎧ラウンド・ギアが揺らめく。どこだ、と思うよりも早く打撃の音が響き渡った。

　尾による一撃が〈ドライグ〉の腕を強打し、ランスを弾はじき飛ばす。カノン先輩は追撃を避けるため距離を取るがクズノハはそれを許す。

　まるで、「いつでも殺せる」と言うかのように。

「ここっ。なんとかコクピットを外せたが、次も上う手まくいくとは限らぬのう。なにせ寄る年波には勝てぬ。あまり老骨に無理をさせてくれるなよ、小僧ども」

「──ッ!?」

　今まで以上の重圧が俺の心臓を締め上げる。そのプレッシャーのせいで敵の背後の風景が歪ゆがんで見えるほどだ。

　こうなるともはや相手は、『強い操鎧士ラウンダー』とかそういう次元じゃない。まるで禍獣カラミテイと同等──いや、まったく異質な、未知の化け物を相手にするようなものだった。

　カノン先輩の力を以てしても、ここまでなのか？

　観念しかけたその時──

「そこまでです」

　凜りんとした声が、戦場に響き渡った。

　一斉に振り返るとそこには一機の機鎧ラウンド・ギア。声の主は操鎧士ラウンダーではなく、機鎧ラウンド・ギアの肩に立った少女──陛下だった。

　驚きはそれだけじゃない。反対側の肩にはアーリーとエセルが乗っているし、さらにその機鎧ラウンド・ギアの操鎧士ラウンダーは──

「レティ！　どうしてここに!?」

　カノン先輩が戦闘中には見せなかったような剣幕でレティシアに尋ねる。レティシアはやれやれというような呆あきれた顔で返した。

「急にお兄様が病室を飛び出して出撃するものですから、心配して追いかけてきたんですのよ。非番で空いていた方の機鎧ラウンド・ギアを借りて。陛下たちとは、道中で会いまして」

「レティ。その気持ちはありがたいが、ここは戦場だ。下がっていろ」

「……子ども扱いしないでくださいまし」

　むっと眉まゆをひそめてレティシアが言い返す一方、クズノハはまじまじと陛下を見つめていたかと思うと急に親しん戚せきのおばちゃんみたいな態度になった。

「ん……ヌシ、オリヴィアかや？　おーおー、あの時の小娘が豊満に育ったものよのう。『にーさま、にーさまー』と泣いておったチビとは見違えたぞ」

「む、昔のことは掘り返さないでください！　それに、十二年もすれば見違えるのは当たり前です！」

　真っ赤になって言い返す陛下に対してクズノハは、ふと寂しげな微笑ほほえみになった。

「十二年。ふむ、前に会ったときから──ヌシの兄の葬儀からもうそんなに経たつか」

　兄、だって？

　陛下へと振り向くと、その事実に耐えるかのように浅く唇をかんでいた。亡くなったのが十二年前っていうと俺も記憶があやふやだが、陛下に兄がいたとは初耳だ。

　陛下だけでなく、レティシアやカノン先輩もしめやかにうつむいている。そんな中、だ。

「おい、ババア。南にケンカ吹っかけるなら俺たちを理由にすんな。つーか、いい機会だしオレら縁切らせてもらうわ」

　空気などお構いなし、と言わんばかりにクズノハに向かって中指を立てるアーリー。エセルもその隣で勝気な瞳ひとみを向けている。

　そんな二人の態度にクズノハは、金属のこすれる音とともに機鎧ラウンド・ギアの肩をすくめた。

「そうか。ま、いい経験じゃ。気がすんだら帰ってくるがよい」

　飄ひよう々ひようとしたクズノハにアーリーは、警戒するように眉をひそめる。

「せっかく作った詠士ドルイドと謡巫女バルドをそう簡単に手放していいのかよ？」

「言うたであろう？　飽きたら帰ってくるがよい。部屋はそのままにしておく」

　ちらりと八重歯をのぞかせ、穏やかに笑うクズノハ。その様子にアーリーも面食らったようだった。

「……ちっ。調子狂うぜ、クソババアが」

　舌打ちをするアーリーと同様に俺も戸惑う。クズノハの余裕──あれはまるで、駄々をこねる子どもに手を焼く母親が見せるもののようだ。

　あくまでそれはクズノハの一面にすぎないのかもしれない。けれど……クズノハを『研究に狂った学者』としてだけ見るのは早すぎるんじゃないだろうか。

「さて、オリヴィアよ。手ぶらで帰るわけにもいかぬ。東の聖骸アルビオンだけでも返してもらえぬかや？」

　俺がクズノハへの評価を改める一方で陛下は、まだ厳しい面持ちのままだった。

「その聖骸アルビオンでクズノハ様は、アーリーたちにしたような所業を繰り返すつもりですか？」

　その事実は覆らない。クズノハ自身そのことを認めているのか、往生際悪く否定することはなかった。

「そうよのう。ウチのライフワークじゃ。やめることなどできぬ」

「ならば、渡すことはできません」

　毅き然ぜんと返す陛下にクズノハは、凄せい絶ぜつな笑みを見せる。

「──ほう？　ウチと事を構える気かや、小娘」

　ぞくり、と肌が粟あわ立だつ。この段階で俺は、ようやく気づいた。

　クズノハの笑顔は決して親愛だけを意味するのではない。獣が牙きばをむいて敵を威嚇するのと同じ意味を持つのだ、と。

　年季の違いが生む凄すご味みはいとも簡単に俺を呑のみこむ。しかし、陛下まで同じようにはいかなかった。

「そうですね。最悪の手段もやむを得ないでしょう」

　六〇〇年続いた泰平。陛下にその価値がわかっていないはずがない。王族として父祖たちがどれだけ他国との争いを避けることに腐心してきたか見てきたのだから。その上で陛下は、東と敵対するという選択肢を示した。

　しょせん他国のことだ。クズノハがどんな研究をしようと内政不干渉の原則に従い、見て見ぬふりをしたところで誰だれにも責める権利はないだろう。

　それでもなお……クズノハの暴挙を止めようという覚悟か、陛下は。

　陛下の射るような視線をクズノハは、真っ向から受け止める。しばらくそのままの状態が続いたかと思うとクズノハは、ころっと友好的になった。

「……ここっ。そう怖い顔をするでない。ちと、からかってみただけじゃ。しかしのう、オリヴィアよ？　ウチ自らがはるばる南まで出しゃばってきたわけじゃ。ヌシに言われるまま引き下がるのは体裁が悪いとは思わぬか？」

　陛下は眉まゆをひそめて、警戒の色を濃くしたまま尋ねた。

「なにを、お求めですか？」

「そう身構えるでない。ウチらしからぬ、実に牧歌的な名案よ。優等生的過ぎて使いたくないくらいの、な」

「お聞かせ願えますか？　その名案とやらを」

「うむ、こほん。心して聞くがよい」

　などと咳せき払ばらいをして改まり、クズノハはそれを告げた。

「交換留学生、という制度はどうかや？」

　全員から息を呑む気配があった。

　──そう来たか。こちらが予想外の提案に反応できないとみるとクズノハは、すかさず畳みかけてくる。

「常々思っていたのよ。もっと積極的に他国と交流すべきではないか、と。その先例にウチらがなれれば、と思うておる。将来を背負う人材を交換して懸け橋とするのは、なかなかの名案じゃないかのう？」

「それだけではないでしょう？　なにか別の思惑があなたにはあるはずです」

　隙すきを見せず応じる陛下にクズノハは、子どもがおねだりをするような上目遣いになる。

「南がよこす人材の指名権くらいはウチにくれんか、と思うての。それくらいのメリットがこちらにあってもよかろう？」

　あざとい。わかりやす過ぎるくらいのあざとさだ。陛下もからかわれていると思ったのだろうか、答えにはため息が混じる。

「……試しに言ってみてください。誰だれがほしいんですか？」

　クズノハは、いよいよ老ろう獪かいで狡こう猾かつなキツネの笑みを浮かべる。クズノハの首が動き、みんなが視線を追う。

　その先にいたのは──

「レティシア・アブソリュート。ウチが欲しいのは、ヌシじゃ」

　普通ならその圧力におびえるところだろう。だがレティシアは、微動だにしなかった。

「お断りしますわ」

　揺るがない。その曇りのないコバルトブルーの瞳ひとみは、歴史を変えた偉人を真っ向から見つめ返す。

「アブソリュート家の子女であること──南の操鎧士ラウンダーであることはわたくしの誇りでしてよ？　どうしてそれを自らの手で捨てられましょうか」

　それが彼女の矜きよう持じ。穢けがれなき盾の紋章を受け継ぐ者の、鉄壁の意志。

　しかしクズノハは、意味深に頬ほおをつり上げた。

「心にもないことをよく言う。ほかでもないヌシ自身がそれを一番よくわかっておるであろうに」

「──っ」

　見透かすようなクズノハの言葉を受けてレティシアに動揺が走った。カマをかけているだけだろうと思ったけど、俺の心にしこりが残る。

　なんでそこで動揺する必要があるんだ──と。

　レティシアは気丈さを取り繕うように鋭く言い放つ。

「お……お黙りなさい。いくら賢人といえども、言葉が過ぎましてよ」

「そうかや。ま、フられてしもうては仕方ない。ここは潔く退くとしようかのう」

　再びクズノハの機体が大きく跳躍し、距離を取る。

「「逃がすか！」」

　俺とカノン先輩が同時に仕掛ける。しかしその拳こぶしが／ランスが届く寸前、爆発的な出力で黒い機鎧ラウンド・ギアが駆けた。

　遥はるか彼方かなた。もう届かないとわかってしまう距離まで離れるとクズノハはさらに続ける。

「だがレティシアよ。ヌシの想おもいは報われぬ。それがわからぬほど愚かではあるまい？　ま、気が変わったらいつでも東に来るがよい。ウチは歓迎する」

　言い残し、見る見るうちに遠くなるクズノハの機体。だが、聖骸アルビオンのスペックなら──

「──!?」

　追い縋すがろうとしたところで急に体に違和感が訪れる。これは──

「ごめん、マキト」

　ククルが申し訳なさそうに声をかけてくる。聖骸アルビオンは魔力の消費が大きいらしく、長い時間動かすことはできない。これ以上はククルの命にかかわり、俺は追撃をあきらめざるを得ない。

　俺がそう判断すると同時に陛下も、神妙な顔つきでため息をついた。

「マキト。深追いするのは危険です。ここは、見逃すしかないでしょう」

「了解しました」

　不ふ甲が斐いない。歯がゆい。いろいろな感情が俺の胸を染め上げる。だけどその中でもっと腑ふに落ちないことがある。

　見間違いだろうか──クズノハが最後にレティシアに向けたその笑みが、施しを与えるような慈愛に満ちていたように見えたのは。








　　第二章　学舎の日常





　なんとも言えない沈黙。それを破ったのはこの沈黙の原因であるレティシアだった。

「ふん。あれが本当に四方の賢人の一人ですの？　性格の悪い子どもじゃありませんの。帰りますわよ、お兄様。退院の手続き、まだ途中だったでしょう？」

「待った、レティ。いい機会だし、あいさつだけでもさせてくれ」

〈ドライグ〉が膝立ちの姿勢になり、機体に魔力が走っていることを示すラインが色を失う。開放的な作りのコクピットから小さな影が、昇降用のロープを伝って地面に降りた。

　俺たちもそれに倣い、聖骸アルビオンを降りる。いつものことだけど、降りたばかりは聖骸アルビオンに同期していた感覚と人のそれとの差異に悩まされ、そこを調整するのに二、三歩足元がおぼつかなくなる。それが普通なのだが相手は、そんなことなど知らないとばかりにこちらに歩み寄ってきた。

「初めまして、聖骸アルビオンの乗り手たち」

　耳をくすぐるようなアルトボイスで呼ばれて顔を上げるが、その姿に面食らう。遠目にコクピットに座る姿が見えていたけど戦闘中だし、まじまじと観察する余裕なんてなかったわけで。

　改めて俺たちの前に現れた彼、カノン・アブソリュートはあれほど圧倒的な技術で敵を撃退したとは思えないほどの、線の細い美少年だった。

　背は俺より拳こぶし一つ分ほど低く、女子と見間違えかねないほどに華きや奢しや。レティシアから『兄がいる』と聞いていなければ、性別がわからなかったことは確実だろう。男子用の制服を着ていても、だ。

　妙な癖がついた妹とは対照的な、さらりと流れる金髪にコバルトブルーの瞳ひとみ。儚はかなさと高貴さが絶妙にブレンドされたオーラは俺が気後れするほどだ。

「ありがとう。まずは、そう言わせてほしい」

　微笑ほほえまれて俺は、どきりとする。

　いや、待て。なんで男相手にこんなどぎまぎしてるんだよ。いくら相手が女みたいな顔してるからといっても、男だ男。

　たじろぐ俺にかまわず、カノン先輩は頭を下げる。

「君たちに助けられた」

　いきなりの行動に俺は、なんの反応もできず棒立ちになってしまった。

　……はい？　助けられたのはむしろ、こっちなわけだが。

「どういうこと、ですか？」

　頭を上げたカノン先輩は気恥ずかしそうに苦笑する。















「先の嵐あらしの禍獣カラミテイの襲撃の時、キミが助けに来てくれた。ずっとお礼を言いたいと思っていたんだ」

　そういえば陛下からカノン先輩が入院することになった経緯を聞いていた。でも──

「いや、でも、あの禍獣カラミテイ、俺でも倒せたくらいなのに」

　カノン先輩の腕前を見てからでは、あの禍獣カラミテイに倒されるということが考えつかない。いくら聖骸アルビオンのスペックが通常の機鎧ラウンド・ギアを上回っていて、さらに〈原初の法〉を使えるなんてアドバンテージがあったとしても俺なんかがカノン先輩より優れているなんてことは思えない。それくらい、さっきの戦闘には格の違いがあった。

　だというのにカノン先輩は、

「謙けん遜そんすることはないよ。キミの技量が、それほどまでっていうだけだ」

「で、でも──」

　自分が未熟で、たまたま聖骸アルビオンに乗れただけってことを思い出させられてしまった俺には、言いたいことが山ほどある。

　それを封じるようにカノン先輩は、告げた。

「あえて言い訳をするなら……仲間をかばって、ね。ボクが割りこまないとまずいタイミングだったから他ほかに選択肢がなかった」

　仲間の命の危機に自分の身を挺ていした。そういうことができる人間なんだ、と俺はこの人への評価をもう一段階上げる。

「一刻も早くお礼を言いに行きたかったんだけど、しばらく入院生活を余儀なくされていてね。こんなにも遅れてしまった」

　カノン先輩は、改めて頭を下げる。

「助けられた。ボクの命だけじゃなく、王都も、陛下も救ってくれたキミたちには感謝の言葉もない」

「い、いや、こちらこそ、助けられました！　なあ、ククル？」

「うん、すごかった」

　ククルはなにやら興奮したように小さな拳こぶしを握り、きらきら目を光らせてカノン先輩を見る。この反応はわかりやすい。憧あこがれとか、尊敬とかいうやつだ。

　子どもみたいに輝く瞳ひとみ。あまりにもまっすぐな視線を受け止めきれなかったのか先輩は、ちょっと目を泳がせると、

「そ、そうかい？　そう言われると──照れるな」

　見み蕩とれてしまうような、はにかみの笑みを浮かべた。

　あれほどの技量を持っていながら驕おごることはなく、こんな表情になれる。それだけで俺は、この人に助けてもらってよかったと思ってしまった。

　先輩は「そうするのが当然だ」という自然な動作で手を差し出してくる。

「これからも、世話になることが多いだろう。よろしく頼む」

「はい。こちらこそ」

　こんなどこの馬の骨ともわからない俺を対等の存在として扱ってくれる。それが嬉うれしくてつい、手に力がこもってしまった。ククルもよくわかっていないなりに「とりあえず真ま似ねをしておこう」みたいな感じで手を出した。

　先輩はその手を、まるで繊細なガラス細工でも扱うかのように柔らかく包みこむ。

「巫み女こ様も、よろしくお願いします」

「ん。よろしく」

　巫女様、と呼ぶということは先輩もククルの存在については知っているのだろうか？　レティシアと陛下は幼なじみだというし、ならばその兄である先輩も同様だろう。聖骸アルビオンの研究をしている陛下からククルのことを聞いていても不思議じゃないか。

「積もる話は後でしようか。お茶でもしながらゆっくり、ね」

「そうですね」

　とうなずきかけて俺は、隣のククルをちらりと見る。

　透き通り、そのまま消えてしまうんじゃないかと思うほど白い頬ほお。

　それはそのまま、ククルの存在の危うさを意味していた。

「すいません。俺たち、ちょっと休憩してから戻ります」

　まだククルの回復が追いついていないようだ。歩いて帰るだけとはいえ大事をとるにこしたことはないだろう。

「なんだったら、オレたちが運ぶか？　そっちの聖骸アルビオンでも生めンのならの話だがよ」

　レティシアの乗った機鎧ラウンド・ギアの肩から提案してくるアーリー。反対側の肩にいる陛下も興味深そうに前のめりになる。

「たしかに東の詠士ドルイドたちで南の聖骸アルビオンを生めるかどうかは気になりますっ」

「しかし陛下。素性もよく知れない異国の人間に聖骸アルビオンを預けるのは危険すぎるでしょう。巫女様が休憩すれば済むことならば、そうするべきかと」

　カノン先輩はすかさず進言するが陛下は目を輝かせたままだ。

「いざという時はカノンが止めればいいでしょう？　レティシアもいますし」

「買い被かぶりすぎですよ」

「わたくしも、責任持てませんわね」

　当てにしている人間にことごとく断られると陛下も、素直に引き下がった。

「二人がそう言うのならしょうがないですね。レティシア、先にカノンと戻っていてください。私はちょっと、マキトたちとお話がありますので。アーリー、エセルドレーダ。あなたたちもよろしいですか？」

　陛下の問いにアーリーは、「はいはい」と肩をすくめて見せる。

「特にやることがあるわけでもなし。つき合わせてもらうか」

　レティシアの機鎧ラウンド・ギアが膝ひざを屈かがめ、陛下たちを地面に下ろす。二機の重い足音が消えるのも待たずアーリーは、さっそく切り出してきた。

「で、なんの用だよ？」

　女王に対する態度じゃないのはそのまま。しかし陛下はそんなことはどうでもいいように思いつめた表情で問う。

「率直に訊ききます。クズノハ様の提案は、どこまで本気だと思いますか？」

　アーリーは鼻を鳴らし、厭えん世せい的な笑みを濃くする。

「あのババアに冗談も本気もあるかよ。冗談が服着て歩いてるようなやつだぜ？　俺たちの尺に合わせて計ろうって時点で間違ってんだ」

「そうですね。常に移り気で、形にとらわれない。それがあの方です」

　陛下も思い当たるところがあるのか、すんなりと納得する。しかしその顔から深刻さがぬぐわれることはなかった。

「……まだなにか、訊きたいことがあるんじゃない？」

　黙っていられなかったのかエセルがそう尋ねる。それに対して陛下は、昂たかぶる感情のままに問う。

「東の機鎧ラウンド・ギアは、すべてあのようなものなのですか？　クズノハ様は、あんなものにレティシアを乗せる気なのですかっ!?」

　その剣幕に俺は驚き、たまらず陛下に声をかける。

「陛下っ、落ち着いてください！」

「落ち着いてなんて──」

　陛下は声を荒らげかけ、しかしその寸前で自分を律した。恥じ入るように肩を小さく縮め、蚊かの鳴くような小声で続ける。

「……すいません、取り乱してしまいました」

「どういうことですか？　あのクズノハの乗っていた機鎧ラウンド・ギアに、なにか？」

　陛下を興奮させないよう、こちらも感情的にならないように努めて問う。返ってきたのは答えではなくヒントだ。

「マキト、操鎧学の基礎です。操鎧士ラウンダーは機鎧ラウンド・ギアに自分の体を同化する。それを踏まえて考えてみてください」

　言われる通りにする。陛下の言うことは確かに基礎だ。機鎧ラウンド・ギアも聖骸アルビオンも、鎧よろいを着るように操る……とすると、だ。あきらかな違和感があった。

　鎧であるということは、すなわち人の体としてしか動けない。可動範囲は、どうしたって人体のそれに限られる。たとえば人が肘ひじを内側にしか曲げられないように、機鎧ラウンド・ギアの関節も曲がる方向というのが決められている。

　だというのならば──

　俺が言葉に出さずとも答えに至ったことを悟ってか陛下は告げる。

「機鎧ラウンド・ギアは自分の体の延長としてしか扱えない。機鎧ラウンド・ギアが人の形をしているのはそのせいです。尻尾しつぽは異族デミヒユーマンだからという理由で納得するとしても、伸びる腕などどうやったら扱えると？」

　さすがにそこまで言われてピンとこないほど俺も鈍くはなかった。

「それって──」

「ええ。あの機鎧ラウンド・ギアに乗るからには、人であることをやめざるをえない。どんな訓練をしているかわかりませんが、かなり負担がかかっているのは間違いないです」

　自分の腕が伸び縮みする。

　自分に尻尾があって、それを意のままに動かせる。

　そんな事実を自分に適用させるとは、どれほどの重荷か──

　人であることをやめざるをえない、という陛下の評価はあながち間違っちゃいないのだろう。ようやく俺は、陛下の激げき昂こうの原因に納得した。

「認められるわけがありません。そんな、非人道的な機鎧ラウンド・ギア！」

　性能よりも優先するものがある。俺たちの主はそういうことがわかっていて、さらにそうでないものに激しい怒りを抱ける人物だった。

　アーリーは陛下を今一度推し量るように視線を注ぐ。例の人の心を読むという目を使ったかどうかは定かではないが、最後の決断を下したように語りだした。

「それがあのババアのもう一つの計画……いや、最終目標か。今思えば聖骸アルビオンの復活なんて、奴やつにとっちゃ過程にすぎなかった」

「どういうことです？」

「聖骸アルビオンを復活させたのは、もっと聖骸アルビオンのデータを取るため。あいつは最終的に、機鎧ラウンド・ギアに聖骸アルビオンを超えさせたがっていた」

「機鎧ラウンド・ギアを聖骸アルビオンに近づけるのではなく……超えさせる？」

　言葉の微妙なニュアンスを問いただすように陛下はアーリーの言葉を反はん芻すうする。

「別に不思議でもなんでもねェだろ？　より強い機鎧ラウンド・ギアを生み出そうってのはよ」

「たしかに禍獣カラミテイを相手どるのに機鎧ラウンド・ギアの性能が上がるに越したことはないですけど……本当にそれだけが目的なのですか、あの方は？」

「さて、な。ついぞあいつの口からそれを聞いたことはなかった。ま、私見で言わせてもらうと好奇心ってやつじゃねぇの？」

　肩をすくめて答えるアーリーにエセルも「そうね」とうなずき、

「アイツにあるのはただ、挑戦を成し遂げるっていう欲求だけよ。人の手で神を超えることができる。きっと、それが証明できればアイツは満足なのよ。作ったものの運用なんか考えちゃいないに違いないわ」

　二人の答えに俺は声を失っていた。長い年月がクズノハという賢者の感覚を風化させていったのかどうかは知らないが、俺に言わせれば狂気以外のなにものでもない。

　賢者だからこその末路、なのだろうか？　神を追い求め、知識におぼれて大切なものを見失ったというのは。そうだとしたら……なんて皮肉だ。

　俺が衝撃を受ける一方、陛下は別の結論を出したようだった。

「……いえ。やはりあなたがたは、なにも教えてもらっていなかったんだと判断せざるを得ません」

「あン？」

　眉まゆをひそめるアーリーに陛下は、物おじすることなく告げる。

「昔、クズノハ様に問われたのです。力の意味とはなにか、と。その彼女が目的と手段を取り違えるとは、私には思えないのです」

「買い被かぶりかもしれねェぜ？」

「それだったら私に人を見る目がなかっただけのことです。だけど私は、私なりにずっとあの問いへの答えを考えながら生きてきたつもりです。……アーリー、エセルドレーダ。あなたたちはその問いにどう返しますか？」

　真しん摯しな陛下の視線にアーリーたちは押し黙ったまま。それが回答だった。

　クズノハのもとにいながら、それを考えることにすら至らなかった。自分の未熟さを恥じることしかできないように二人は、唇を引き結ぶ。

「教導院に誘いましたが、それはあなたたちが答えを出してからにしましょう。願わくは、その答えがあなたたちの未来を繋つなぐことを」

　陛下は『聞きたいことは済んだ』とばかりにアーリーたちから視線を外すが、俺としてはまだ気になることがある。

「なあ、アーリー。クズノハはやっぱり……実験の対象として、レティシアを選んだってことか？」

「否定はできねェな。ババアがあのくるくる頭にこだわる理由は謎なぞだけどよ」

　アーリーはいつも通り厭えん世せい的に口元をゆがめ、軽く言ってくれるが、俺は言い知れない不安を感じていた。

「陛下。レティシアのやつ、気が変わって東に行ったりとか……しませんよね？」

　陛下は同意も否定もせず、ただ客観的であろうとするかのような無表情で尋ね返す。

「どうしてそう思うのですか？」

「いや、ただなんとなく。根拠もないんですけど……あいつだったら、この申し出を受けるんじゃないかって」

　そう。あの真面目まじめな優等生なら──

「貧乏くじ引きたがるっていうか、他人の世話焼きたがるっていうか。自分が苦労することで他ほかが丸くおさまるのなら引き受けそうな雰囲気がして」

　俺の答えに陛下は、しみじみと目を細めた。

「よく、レティシアの事を見てくれているのですね」

「そんなつもりは、ないですけど。むしろ俺の方がレティシアの世話になってばっかりっていうか」

「それでもマキトの評価は的確ですよ。そう……レティシアはきっと、誰だれかに必要とされることを誇りにしているのです」

　陛下はわずかにため息を漏らして続けた。

「マキトはなぜ、レティシアが家の名前で呼ばれることを好まないかわかりますか？」

「いえ。っていうか、あいつって家の名前で呼ばれるの嫌いなんですか？」

　むしろ家の名前を誇りにしているくらいの印象がある。だが……よくよく考えてみると、だ。レティシアは、出会ってわりとすぐに『アブソリュート嬢』と呼ぶことを訂正させた。

　堅苦しいのが嫌、というわけではないだろう。陛下がこうして改めて問うからには。その答えを陛下はすぐに明かした。

「レティシアはいずれ、アブソリュートではなくなるからですよ」

　──ああ、そうか。

　考えてみれば単純なことだ。家督は当然、長男であるカノン先輩が継ぐことになるのだろう。レティシアはそのことを意識していたふしがあり、一度だけ俺に兄へのコンプレックスをさらしたことがある。

『お兄様と比べて出来が悪いって陰口叩たたかれることはあっても』

　まだ出会ったばかりで、お互いになにも知らなかった頃ころ。レティシアとしては一番悟られたくない自分の隙すきだったのか、あれ以来は一度もそんなそぶりを見せたことはない。

　それは、あのおっちょこちょいのお嬢様が死力を尽くしてまで隠そうとしていることを示していた。

「誇り高い家に生まれながら、いつかはそれを捨てなければならない。それはあの子にとって苦痛でしょう。だからこそ内罰的なまでにレティシアは自分の役目を欲する。家とは関係ない、自分の位置を」

　そう語る陛下の顔は、臣下ではなく幼なじみを案じるものだった。

「私情と罵ののしられるかもしれません。王の判断として、間違っているかもしれません。それでも私は、レティシアに胸を張れる居場所を作ってあげたい。レティシアをマキトたちの監督役にしたのもそういう意図があったからです」

「居場所、ですか」

　陛下の想おもいは切々と伝わってくるし、こちらにも思い当たることはある。けど……これを提案してしまっていいのだろうか？

　陛下は俺がなにか迷っていることを、即座に察した。

「なにか、心当たりでも？」

「いや、その──」

　聡そう明めいな陛下相手に隠し通せるわけもない。俺は観念して例のことについて触れた。

「レティシアを謡巫女バルドに、っていうのはどうですかね？」

「えっ？」

「いや、ちょうどそんな話がありまして。言いだしっぺはあいつなんですけど」

「な、なるほど。レティシアも、その……なかなかやりますね」

「やる？」

　そういうリアクションは予想外だった。まるでレティシアに出し抜かれたことが悔しくて拗すねるように唇を尖とがらせていた陛下は、早口にまくし立てる。

「き、気にしないでくださいっ。えーっと……たしかに、その案は興味深いです」

「ですよね？」

「やってみる価値はありそうですが……」

　不意に陛下は、顔をうつむかせる。なにごとかと思えば、徐々に耳が赤くなってきた。

「マキトは、するのですか？　レティシアとも、こっ、こづくりを」

　俺の顔もつられて熱くなってくる。こうも素直に訊きき返されるとは思っておらず、たじたじと返事をした。

「俺も、その、まだ納得したってわけじゃないですけど……レティシアには、世話になってますから。あいつが望むんだったら力になってやりたいな、って」

　脳裏にレティシアと出会ってから今までのあれこれがよぎる。貴族として高慢な面も見られるけど真面目まじめで、少しおっちょこちょいで……なによりいつも一生懸命なレティシアに俺は、傍にいてほしいと思った。

　陛下ほどではないけど、俺だってレティシアの居場所を作ってやりたい。そんな熱意を汲くみ取ってくれたのか陛下は、深くうなずいた。

「わかりました。レティシアに相談してみましょう」

　身分は違えど心は同じ。

　そんなことが、この上なく頼もしかった。
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　陛下は城に、アーリーたちは営倉に。それぞれの場所に戻り、俺とククルも寮に帰るとエントランスでなにやら怪しい影が待ち構えていた。

　特徴的な三角耳が、落ち着きのなさを示すようにピコピコと上下に動いている。まるで前髪で表情が隠れている分を補おうとしているようだ。

「ラニ？　なにしてんの？」

「──っ！」

　ドワーフという異族デミヒユーマンの血が混じった友人は、小柄な体を柱の影に引っこめる。かと思えばまた、おずおずと顔を出して尋ねてきた。

「あ、あのね。見たことのない機鎧ラウンド・ギアとマキトたちが戦ってるって聞いて、それで、どうだったかなーって」

　ラニ・ロックスミス。俺の同期で、整せい鎧がい科。機鎧ラウンド・ギアが好きで、その原型である聖骸アルビオンを非公開なのにもかかわらず忍びこんで見ようとしたほどの人物である。

　東の新型と聞いて居ても立ってもいられず、こうして待ち伏せていたってわけか。その熱意に俺は、疲労も忘れて応こたえてやりたくなった。

「ここで立ち話もなんだし、とりあえず食堂にでも行くか？」

「あ、うんっ」

　柱から身を出して、とてとてと俺の横に並ぶ。どことなく故郷の妹を思い出して俺は、自然と和んだ。

　木製のテーブルとイスが並ぶ食堂では寮生たちが思い思いに駄だ弁べっていた。俺たちも空いているテーブルに陣取り、改めて切り出す。

「で、東の機鎧ラウンド・ギアについて？　申し訳ないことに詳しい設計とかわからないから、俺の見たままの印象でいいか？」

「うん、うんっ」

　俺は、前置いた通り自分の所感をラニに伝える。

「やたら機動性が高かったな。加速力も旋回力も南の機鎧ラウンド・ギアとは段違い。その分、装甲はもろいにもほどがある」

「機体が軽ければ軽いほど低い出力で動けるようになるから。今の〈ダグザ・ドライブ〉の出力で〈ミスルト〉以上の機動性を出そうとするなら、自然と紙みたいな装甲になっちゃうよね。ずいぶんピーキーなことするなぁ、東は。よく思い切ったよね」

　呆あきれ半分、感心半分みたいなため息をラニがつくとククルも口を挟んでくる。

「あと、腕が伸びた」

「え？　腕が……伸び？」

　ククルの突拍子もない一言に俺は、すかさずフォローを入れる。

「ああ。蛇腹構造、って言えばいいかな？　伸びるわ曲がるわで戦いづらいってもんじゃなかった。ついでに腕だけじゃなくて似たような尻尾しつぽもついてたな」

「伸びる腕に、尻尾っ？」

　やっぱりラニも、陛下が憤っていたそこに食いつくのか。

　と思いきや、ちょっと俺の予想していた反応と違うようだった。

「ふぇええ……。すごいなぁ。実際に見てみたいなぁ、それ」

　うっとりとため息をつくラニ。完全に、未知の機鎧ラウンド・ギアに惚ほれているような顔だ。

「けど、技術力がすごいんじゃなくて操鎧士ラウンダーに無理強いしてるような感じだったぞ。陛下も腹立ててたし」

「ん……そうだよね。普通はそんなもの作っても、動かせないから。作ろうっていう発想すら湧わかないよ」

　ラニもその辺の倫理観はわきまえているのか、東の操鎧士ラウンダーの扱いを思って顔を曇らせる。

　一転、拳こぶしを握って主張もするのだ。

「でも、でもでもっ、その発想は憧あこがれちゃうなぁ。こう、普通ならできない機鎧ラウンド・ギアを設計しちゃおうっていう心意気が、ロマンみたいな！」

「まあ、操鎧士ラウンダーに負担がかからないならそういう遊び心みたいなのは共感できるな」

　未知の技術というのは俺だって好きなのだ。ラニの言うとおり、まさにロマンである。

　だって、伸縮するうえ自在に曲がる腕に尻尾しつぽなんて。明らかに実用性より見た目のハッタリを重視したようなバカバカしさというのが人生には必要だ。

「でもね、遊び心じゃなくてそのうちできるようになると思う。本当に、操鎧士ラウンダーに負担をかけないそういう機鎧ラウンド・ギアが」

「なにか、確証があるのか？」

「聖骸アルビオンだよ」

　ラニは端的に告げ、さらに続ける。

「なにもないところからその象が造られるのなら、どんな形にもなるっていう可能性を秘めているっていうことだよね？　それは人の形じゃないのかもしれないし、それを突き詰めていけば……聖骸アルビオンの研究が進めば機鎧ラウンド・ギアが人型にとらわれる必要はなくなるのかも。それに、〈原初の法〉なんてものに比べれば、伸びる腕だろうが尻尾だろうがまだ想像できるものでしょ？」

「たしかに、〈原初の法〉は世界の法則すら捻じ曲げるようなもんだから、それに比べればな。だけど機鎧ラウンド・ギアで人間じゃできない動きを再現するなんてできるのか？」

「ヒントは聖骸アルビオンの座席が二つあるっていうところにもあるって、わたしは考えてる」

　１＋１。それを示すようにラニは片方ずつの指を一本、それぞれ立てる。

「ずっと考えてたの。自分の体より大きい体、広い視界。これを違和感なく認識できるシステムが〈ダグザ・ドライブ〉にはあるのね？」

「ああ。〈ダグザ・ドライブ〉は人間でいうところの脳であり心臓。その、脳たる面をつかさどる機能──いわゆるＯＳオペレーシヨン・システムってやつだな？」

「そう。これをもっと改良して、人でできる範囲を今以上に超えられるなら。聖骸アルビオンみたいに二人分の思考を同調させたり、もしくはドライブ自体に人格みたいなものを持たせたりすることができるのなら、疑似的な聖骸アルビオンが造れるんじゃないか、って」

　人の手で神の領域に至る。その発想に俺までワクワクしてきた。

「さすが。そんなこと思いつくなんて、ラニの機鎧ラウンド・ギア好きは筋金入りだな」

「え……そ、それほどじゃ、ないよ？　ここから先……〈ダグザ・ドライブ〉の実際の改良ってなると、わたしじゃもう専門外だし」

「いや、大したもんだよ」

「そ、そう……かな？」

　ラニは恥ずかしそうにうつむくが、ぴこぴこ上下に動く耳が感情の高ぶりを示していた。

「でも、今は東がどういう技術でそんな機鎧ラウンド・ギアを動かしているのかだよね。本当に陛下の推測通り操鎧士ラウンダーに負担を強いているのか、わたしが考えたみたいな技術が向こうではとっくに開発されているのか。後者だとしたら新しい時代はもうすぐそこまで来てるのかもしれないんじゃないかな」

　新しい時代。そんな言葉に胸が高鳴らないわけがなかった。

「新時代の機鎧ラウンド・ギア、か。動かせるもんなら、乗ってみたくもあるんだよなぁ」

　残念ながら俺は体質的に従来の機鎧ラウンド・ギアですら動かせないんだが。逆にそれこそ、俺みたいな体質の人間のための機鎧ラウンド・ギアって作れないだろうか。低燃費型というか。

　なんて考えているとラニは、いきなり物騒なことを言い出す。

「わたしは分解してみたいなぁ」

「……あの、ラニさん？」

　そう。これはもう、ラニ『さん』モードだ。聖骸アルビオンを前にしたときの変へん貌ぼうを思い出しているとラニは一人でぶつぶつとまとまってもいない思考を垂れ流し始める。

「人の形にこだわらない設計ができるのなら今までよりもっといろんなパーツができるだろうしそれ分解して組み立てていろいろ組み合わせ試してってなると互換性って大事だよね量産性も無視できないし……」

　うぇひひ、となんか気持ち悪い笑い声まで漏らすし。目が前髪で隠れて見えないから、いっそう不気味だ。

　その様子にククルも、俺の服の裾すそをつかむ。

「マキト……ラニが怖い」

「お、おーい、ラニさん？　戻ってこーい」

　俺の呼びかけにラニは、我に返る。

「ご、ごめんね。疲れてるところ、引きとめちゃって」

「いや、いいよ」

　ラニがいかに機鎧ラウンド・ギアを好きかってことは伝わってきた。なにかに夢中な人間を見るっていうのは、気持ちのいいものだ。

　……と思うことで俺は、ラニ『さん』モードを見なかったことにした。



　　　○



「持ち物は……これでよし、と。制服もオッケーだな」

　ラニと別れ、自室でのんびりしてから数時間後。夕食、入浴と一通りのことを済ませると明日の準備を整え始める。初日から忘れ物とかしていられない。抜かりないようにチェックは入念に、だ。

「ククル、お前も大丈夫か？」

　俺が準備をしてやってもいいのだけど、それだとククルのためにならないので敢あえて任せてみた。ククルはやはり無表情のままだが、親指を立てた拳こぶしを返してみせる。

「ぐっ」

「自信満々だな。じゃあ、お互いにチェックし合ってみるか？」

　と、ククルと鞄かばんを交換しようとしたその時だ。コンコン、とドアがノックされた。

「マキト？　入ってもよろしくって？」

　ドア越しに聞こえてきた声は、レティシアのものだ。しまった……クズノハの襲撃があったせいで失念していたけどこづくりの件、まだ片付いてなかったんだよな。

　陛下にレティシアを謡巫女バルドにすることを提案してみたものの、まだ俺の方で覚悟ができていない。このままレティシアを部屋に入れてしまっていいのか？

　迷っていられる時間はなかった。その間にもレティシアは不信感を募らせてしまうかもしれないし、ここはアドリブで乗り切るしかない。

「あ、ああ。どうぞ」

　ドアが開く。レティシアはフリルのついたワンピースタイプのパジャマ姿だった。寝るときは全裸じゃないと落ち着かない、というすさまじい習性を持つレティシアだけど、さすがに寝巻を一枚たりとも持たないわけではないようだ。

　風ふ呂ろ上がりなのか、白い肌はほんのりと火照っている。それがそこはかとなくいやらしい感じがした。

「な、なんの用だ？」

　レティシアもさすがに初手から切りこんでこないだろう。牽けん制せいを交えつつなんとかペースを握ろうとするはずだ。その前に主導権をこちらに引き込みたい。

　──という俺の考えは浅はかだった。

「あの、わたくしとこづくりすることですけど……」

　初手から全力だった。剣術に例えるなら真正面から、大上段の一撃だ。

　思わず言葉に詰まる。空っぽになった頭にレティシアの言葉がなだれ込んできた。

「どういうつもりかって訊ききましたわよね？　その答えですが、やっぱりわたくしもアブソリュート家の子女としてお兄様が働いているのに指を咥くわえて見てはいられないといいましょうか、かといってお兄様ほどの腕前があるかというと肯定できるほど面の皮が厚くもなく、それなら謡巫女バルドとして貢献する形が一番なのではないかと思った次第でして」

　レティシアの弁はしどろもどろで要領を得ない。レティシア自身でもまだ整理がついていないらしく、とっさに俺は切り返した。

「レティシア。それって、必ずしも俺じゃなきゃいけないのか？」

「どういうことですの？」

　きょとん、とコバルトブルーの瞳ひとみが丸くなる。俺は閃ひらめきの一端を繋つないで声にしていく。

「謡巫女バルドがククルに限られていないように、詠士ドルイドだって俺に限らないだろ？　だったらカノン先輩あたりとじゃ──」

　言いかけたところで、とんでもない剣幕でレティシアが言い返した。

「な、な、な、なにを言ってるんですの!?　お、お兄様となんて……正気でして!?」

「や、カノン先輩強いし、兄妹きようだいってことでレティシアとも相性いいだろうし、詠士ドルイドとして最適なんじゃないかなって」

「兄妹だからダメなんでしょうに！」

「別に、リアルにこづくりするわけじゃないし気にする必要は──」

「気にしますわよ！　本当にもう……デリカシーってものが皆無なんですから！」

　夜更けに男の部屋を訪ねるやつに言われたくない。一瞬、素に戻りかけるが「らちが明かない」と思われたのかレティシアは強攻策に出た。

「とっ、とにかく！　つべこべ言わず男らしくなさいなっ！」

「おわっ!?」

　レティシアが俺に詰め寄る。襟元をつかまれたかと思うとレティシアはそのまま、俺を引き倒すようにベッドに背を投げ出した。

　ボフンッ！

　二人してなだれ込む。『わざとじゃないけど結果的に押し倒す形になってしまった』というシチュエーションはククルと出会った時のことを思い出させた。そしてあの時と同様に俺は、言葉を失う。

　近い。レティシアの瞳が、唇がすぐそばだ。それこそ、なにかのきっかけで触れてしまいそうなほどに。

　そしてなにより、ククルの時にはなかった『存在感』が俺の胸の下にある。これは俺の勘だがレティシア──この下になにもつけていないのではなかろうか。

「おっ、お前っ、なんのつもりだよっ？」

「なにって……だから、その──」

　レティシアは目をそむけながら、普段からは考えられないか細い声で告げた。

「……好きに、していいんですのよ？」

「す、す、好きにって、どういうこと？」

　無駄だとわかっていてもとぼけたふりをしてしまう。レティシアは真っ赤になった顔を隠すように自分の顔を手のひらで覆った。

「こっ……これ以上、言わせないでくださいまし……」

「──っ」

　ヤバい。レティシアがかわいい。レティシアみたいな美人にこんなこと言われて平静でいられるわけがない。

　収穫か。収穫祭なのか。実ったことへの感謝を神にささげていいのか。

　農民の血が騒ぐ。頭の中ではもう篝かがり火びをたいて踊り狂っているようなイメージなのだが──その寸前で気づいた。ベッドの横で、じっとこちらを見つめる二つの瞳ひとみがあることに。

「……ククル？」

「んー？」

　小首をかしげるククル。あいかわらずその表情からはなにを考えているのかまったく読めず、結局俺は尋ねることになる。















「……なにしてるの？」

「順番待ち」

　はやくはやく、と急せかすように目を輝かせてククルは自分を指差す。

「レティシアがしたら、次はわたし」

　そういうことになっているらしい。連戦に耐えられるような体力も精神力もないんですけど。

「……レティシア。今だとその、ククルの教育に悪いから」

「わたくしも、見られながらっていう趣味はありませんわ」

　どちらからともなく離れ、しんどそうにため息をつく。なんというか……ククルのおかげで一気に冷静になった。水をぶっかけられた気分だ。

　背を向けあい、沈黙が漂う。気まずかったが、状況に流されていない今だからこそ俺はレティシアに告げる。

「レティシア。なんでお前が聖骸アルビオンに乗りたがってるのかはわからないけど、国のためなんて思うなよ。それがお前の動機だったら、別の詠士ドルイドを探せ」

　突き放すようで心苦しかったけど、下手な慰めなどしてもしょうがない。いざその時になってがっかりさせるよりは一〇〇倍マシだ。

「お前はその場にいなかったけど、アーリーたち……東の詠士ドルイドたちが道具として造られたって聞いたとき俺は、『許せない』って思った。それだけは、覚えておいてくれ」

　聖骸アルビオンについてはわからないことだらけだが、この点については疑う余地がなかった。レティシアもそれに異論はないらしく、声を柔らかくする。

「安心してくださいな。そこまで安い女じゃありませんわ」

　ようやくレティシアらしさが戻ってきた──と安心した矢先だ。

「誰だれでもじゃなく……マキトだから、してもいいって思えたんですのよ」

「え？」

　とっさに振り返る。同時にレティシアは、弾はじかれたようにベッドから立ち上がった。

「な、なんでもありませんわ！　おやすみなさいまし！」

　バタン！　と大きな音を立ててドアが閉まる。呆ぼう然ぜんとドアを見つめたまま俺は、レティシアが言い残したことについて考えていた。あれって……つまり、俺の都合のいいように考えていいってことなのか？

　慢心と増長がかつてないほど高まりそうになる。俺だってそりゃ、まんざらじゃない。レティシアみたいな美人に想おもいを寄せられるのは。

　調子に乗っていられたのは一瞬。ククルが真剣な顔で何か考え込んでいるのに気づいて俺は声をかける。

「どうした？」

「順番待ってたのにレティシアが、こづくりしないで帰ったから。この場合って、してもいいの？」

「んー……どうだろうな？」

　ククルの価値観が特殊すぎて、いいともダメとも言えずお茶を濁す。

　だが──

「ダメって言われても、するけど」

「はい？　って、ちょ──」

　ひょい、とネコが膝ひざに乗るような身軽さでククルが俺にまたがってくる。かと思ったら次の瞬間には両手で「がしっ」と頭をロックするおなじみの感触。

「っ！」

　その後は、いつも通り好き放題にされた。
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　歴史を覆すような事件があろうが新しい朝は来る。そう……たとえ翌朝まで感触が残るくらいちゅっちゅちゅっちゅされてもだ。

　日が昇るとともに俺は目をさまし、教導院の生活がスタートした。ククルと一緒に寮の自室で身支度を整えるまではいつもと一緒だが、いざ登校となると緊張してくる。田舎の狭いコミュニティでずっと育ってきたから、新しい環境になじめるか不安だ。

　レティシアも同じクラスということで、一緒に登校する。二人掛けの長机が並んだ教室。しかし黒板などには席順が示されていなかった。

「あれ。席とかって決まってないのか？」

「みたいですわね」

「なんだ。そうならもっと早く出てくれば良かったな」

　後ろの方の席はすでに埋まっている。仕方なく俺は、ククルと一緒に窓際の前から二番目の席に座った。ちなみにレティシアはその前の席だ。

　ちょっと遅れて担任の教員がやってくる。そこでホームルームというか、今後のスケジュールについての説明をされた。

　各教科の担当教員から出された課題が配付されたり、クラスの委員を決めたり。予定によると今日はそれで終わり。本格的な授業は明日からだ。

　ホームルームが終わり解放される。教室の空気が弛し緩かんすると同時にレティシアが、声をかけてきた。

「お二人とも、昼食はどうするつもりですの？」

「学食、行こうかなって。外に食べに行くのもいいけど、せっかくだからどんなものか見たいと思って」

　俺がそう答えるとレティシアは、少し緊張するように俺の顔をうかがう。

「わたくしもご一緒してよろしいかしら？」

「あぁ、こいこい」

　メシは大勢の方がいい。昔から大勢でメシ食うことが当然っていう環境で育ったから、そうじゃないと落ち着かないくらいだ。

　というわけで、学食へ移動。入口に一通りのメニューのサンプルが飾られたケースと、『本日の日替わり　鮭さけのクリームシチュー』という張り紙があった。

　日替わりランチには、パンとサラダにドリンクもついてくるのか。他ほかにも目を引くメニューがあるけど、値段的にこれがお得そうだ。これに決定。

　トレイを持ってカウンターに移動し、それぞれおばちゃんに注文する。ククルはサーモンとクリームチーズのベーグル、レティシアはクリームソースのパスタだ。

　四人がけのテーブルがちょうど空いていたので、そこに座る。学食はけっこう混こんでいて、席が確保できたのは運が良かった。

「いただきます」

　俺に続いてククルとレティシアも「いただきます」と唱和する。ふと、気になったことがあるのだが──

「ベーグル、好きなのか？」

　前にもパン屋の前で足を止めていたことがある。ククルは両手に持ったベーグルをまじまじと見つめて、うっとりと告げる。

「見てると落ち着く……」

「見てないで食えよ」

　円環という自身の法が関係しているのだろうか？　いや……考えすぎか、さすがに。

　俺も自分のシチューを口にする。うん、旨うまい。感激するほどというわけではないけど、家庭的というか舌に馴な染じんだ味だ。こういうのでいいんだよ、こういうので。

　舌鼓を打っているとレティシアは、フォークにパスタを巻きつけつつ尋ねてくる。

「選択科目、どうするつもりでして？」

「それ、悩みどころなんだよな」

　担任の話によると教導院のカリキュラムは午前中が必修科目で固められ、午後は二コマ自由選択の枠でこれは、他の学科の授業も受けられるようになっている。

　一つのことだけに囚とらわれず、別のジャンルに触れることで新しいものを生む。それが先代の王──つまり陛下の父の方針だったらしい。

　自由選択であるから自分の専攻分野を突き詰めるということもできるのだが、

「まあ、マキトだったら操そう鎧がい系の科目を履修するべきですわよね。他の学科の勉強するなんて、操鎧士ラウンダーになれるかどうかわからないから保険として別の勉強しておこうっていうようなものですし」

　と、レティシア。その理屈もわかるのだが俺に言わせればちょっと浅はかで──

「いや。操鎧士ラウンダーになれない場合のつぶしをきかせるようにするんじゃなくて、あくまで別の学問に触れることで操鎧士ラウンダーとしての技量に磨きをかける。それがこの制度の要旨だろ」

「そういう考え方もありますのね」

　ふむん、と考えこむように握った拳こぶしを顎あごに添えるレティシア。目から鱗うろこ、といった感じなのは貴族として機鎧ラウンド・ギアに乗る以外のことを考えていなかったレティシアらしい。

「あくまで俺の考え方だけどな」

「なら、別の学科の授業でも受けますの？」

「まあな。ククルの記憶の手掛かりを得るって意味じゃ機鎧ラウンド・ギアの仕組みを追求する研鎧科の学問は必ひつ須すだし、整鎧科の勉強だって現場見てると面白そうだし」

　幅広く学べれば、と思う。同時に、パートナーの意見が気になった。

「ククルは、どうしたい？」

　できれば一緒にいたいし、それならククルの考えを尊重したい。もっちもっちとベーグルを食はんでいたククルは、飲みこんでからいつもの平板な調子で答える。

「なんでもいい」

「たまには自分の考えで決めてみないか？」

　自立心というものを学んでほしい。そんな親心にククルは、きっぱりと返す。

「だから、わたしの考え」

「どういうこと？」

「マキトと一緒だったら、なんでもいい」

「そ、そっか」

　てらいのない言い分に顔が熱くなる。俺が一緒にいたいと思うのと同じようにククルもそう思ってくれていることが無性にうれしかった。

　だらしのない顔をしていたのだろう。レティシアは頬ほお杖づえをつくと、白い目を向ける。

「ごちそう様、って言えばいいのかしら？」

「あ、いや、その、悪い」

「いいですわよ、別に」

　レティシアはそう返すけど、呆あきれたような顔はそのままだった。



　　　○



　さらに、翌日。

　本格的な授業が始まるのは今日からだ。操そう鎧がい科とは言っても年がら年中、機鎧ラウンド・ギアに乗っているわけではなく、時間割を見ればほとんどが機鎧ラウンド・ギアの理屈や歴史に関する科目だ。

　つまり座学が占める割合が多く俺は、睡魔との格闘を余儀なくされていた。

　ここまでの時間割は『禍獣カラミテイ学基礎』に始まり、『経済学』、『操鎧学』。正直、経済学とか関係ないだろと思うのだけどこれも先代国王の方針であり、陛下が入学式のときに語ったことに通じるのだろう。無意味に思えることでも繋つながっている、と。

　それはわかるのだけど……

「ずいぶんと疲れてますわねぇ。座っているだけなのに」

　机に突っ伏したまま口から霊魂みたいなものをはみ出させている俺を茶化すようにレティシアが声をかけてくる。気力を振り絞って顔を上げると「ふふん」って感じの顔がこっちを見下ろしていた。

「体動かしてた方がまだマシだよ……」

　自分でもびっくりするくらいか細い声が喉奥から絞り出された。レティシアも俺の憔しよう悴すいっぷりに少し動揺するくらいで、顔をひきつらせる。

「そ……そんなになるまでよく耐えましたわね」

「や、俺が真面目まじめに授業受けてないとククルに教えられないから」

　そう言うと隣の席でククルが「呼んだ？」とばかりに小首を傾かしげた。……この子はもー、他人事みたいな顔しちゃって。

　記憶がないせいなのか、『おべんきょう』というものがよくわかっていないらしいのだ。ノートも取らずに、ぼーっと座ってるその様子を見せられたら「あ、ヤバいな」と思わずにはいられなかった。

　そんなわけで柄にもなく勉学に励んでみた結果がこの通りである。正直、学科──特に機鎧ラウンド・ギアと関係ない一般教養系の科目は苦手なのだ。操鎧士ラウンダーを目指していたといっても、ほぼ演習に傾倒していて学科は合格ラインすれすれでいいと考えていたから。

　そのツケがこういう形で回ってくるとは。不ふ甲が斐いなくもさっそくダウンする俺を評してレティシアは、一言。

「保護者が板についてきてますわねぇ」

「それはちょっと違う。保護者じゃなくて俺たちは、パートナーだ。な、ククル？」

「ん。がんばる」

　表情は平板だが、気合を感じる。よーし、その意気だーと頭を撫なでてやっていると横でレティシアから、呆あきれたようなため息が漏れた。

「のろけてくださいますこと」

「のろけてるわけじゃないけど……そう見えるなら気をつける」

「ま、次も座学でなくて良かったですわね」

「たしかに」

　俺にとってはそれだけが救い。この調子で午前中が座学オンリーだったら昼飯を食う気力もなく真っ白に燃え尽きていたことだろう。

　というわけで次の科目は『操そう鎧がい演習基礎』──つまりは、演舞ロンドを使っての練習試合みたいなものだ。シミュレーターとはいえ戦えることにようやく俺の気力も回復してくる。

「わかってるならさっさと教室移動しますわよ。わたくしと同じ班である以上、遅刻なんてさせませんわ」

「へ？　同じ班？」

　初耳なんですけど──と、目をしばたたかせる俺にレティシアはため息をついた。

「さっきの授業……操鎧学の終わりに決めたんですのよ。実戦ではスリーマンセルが基本になるから、演習でも班を作るって。だというのにマキトは動く気配がないしククルもマキトと離れる様子もないし、わたくしの一存で同じ班にさせていただきましたの」

「わ、悪い。白状すると経済学の終盤の時点でもう半分、意識飛んでた」

「でしょうね。ま、勝手に決めたのは悪いと思ってますけど恨むならぼーっとしていた自分を恨んでくださいまし」

　そのレティシアの言いぐさは、不思議だ。

「恨むって、なんで？　俺、レティシアと同じ班なら嬉うれしいけど」

　素直に言うとレティシアは、癖なのか巻き毛をくるくるいじって目を逸そらす。

「そ、それは……こづくりの件といい、マキトに付きまとって迷惑じゃないかなって」

「そんなことないって。こづくりの件は……とりあえず置いといて、お前が一緒なのは心強い。っていうか、サンキュな。ヘタしたらあぶれるところ、気ぃつかってもらって」

「──っ」

　レティシアがそっぽを向くどころか完全に背を向けてしまう。……あれ？　なんか、機嫌を損ねるようなこと言ったか？

「ほ、ほらっ。他ほかのクラスメイトたちはすでに向かってますわ。わたくしたちも早く移動しないと」

「はいよ、っと」

　しんどいながらも立ちあがり、ククルともどもレティシアに引っ張られるように演舞場を目指す。演舞場は、古代にあったという闘技場を思わせる円形の建物。一番低いところには戦場となる砂地があり、そこにミニチュアがならんでいた。

　そこから一段上がって操縦者たちが入る筺きよう体たいが三〇台。さらに上がって観客席、という感じだ。生徒数に比べてちょっと仰々しすぎないか、という席数だけどこれは学期末にある〈披露戦〉というイベントのためらしい。

　それぞれがどれだけ力を身につけたか。それを示すための大会。ちょっとしたお祭りみたいで一般の見学も可。その中には軍の関係者もいて、そこで進路が決まるとか。

　将来、か。聖骸アルビオンの乗り手として安泰であるといいな──なんて思っていると、思いがけない人物に出会うこととなった。

「あれ？」

　入口からまっ正面。演舞ロンドの筺きよう体たいの傍らに直立不動で待っていたのは、先日会ったカノン先輩だった。

「どうしましたの、お兄様？」

　と、目を丸くして尋ねるレティシア。カノン先輩は妹の問いに「やれやれ」とばかりに肩を落として、

「担当の教官が身内に不幸があったということでね。代わりに軍から誰だれか代理を寄こしてくれ、ということだったのだけど陛下のご指名でボクになったんだ」

　それはいいんだけど──

「っていうか先輩、自分の授業どうなってるんですか？」

「一応、公欠扱いになってる。仕事で休むのは今までも何度かあったけど生徒会長がこんなのでいいのかなぁ？」

　いいのかなぁ、とおっしゃられましても。俺たちにはなにも言えませんって。

　そこで教導院の鐘が鳴った。警鐘とは違い、のんびりと遠く長く響く音にカノン先輩は顔を引き締める。

「……おっと。とにかく、まあ、授業だ。みんなやりづらいだろうけど我慢してほしい」

　出席簿に目を通しながら点呼をするカノン先輩。それが一通り終わると、

「じゃあ、とりあえず自由練習。二〇分後から模擬戦だ」

　と指示を出して様子を見ようとする。それはいいんだけど──

「ククル。演舞ロンドってやったことある？」

　尋ねられたククルは俺の瞳ひとみを見つめ、「うーん？」という感じにゆっくりと首を傾かしげていく。

「だよな。これ開発された時、寝てたし」

　聖骸アルビオンに乗ることと機鎧ラウンド・ギアに乗ることはちょっと違う。操縦系統を担当する俺がそう思うくらいなのだから、ククルにとっては未知のものだろう。

「とりあえず、いつもどおり座ってみて？」

　ククルは、言われるがまま演舞ロンドのシートに座る。

「ククルが聖骸アルビオンに乗ってるときどんな感じかは知らないけどさ、とりあえず、自分の体があのミニチュアになるイメージ？　そんな感じで」

「わかった」

　人体と模型との接続ユニットである機甲ガントレツトに腕を通すククル。この辺は実際の機鎧ラウンド・ギアや聖骸アルビオンとも同じなんだけど、躓つまずくやつはここで躓くんだよなぁ。

　なんて不安に思っていると、

「マキト、次は？」

「え……？　あ、できたのか？」

「ん、たぶん。景色が、リングの中になってる」

「なら成功だ。ククルの感覚がミニチュアに同化したってことだよ。そのまま、次。とりあえず手、動かしてみようか。ぐーぱー、って」

「こう？」

　ククルが同化したミニチュアが言われた通りの動作をする。おぉ、すんなりとやってのけるとは。

「そうそう。良い感じ。センスあるかもな」

　この辺までは入門編。初日でここまでできただけで大したものなのだけど、

「んじゃ、そのまま歩けるか？」

「ん」

　こともなげにスタスタと歩かせる。思わず俺も感嘆した。

「やるじゃん。これなら、心配いらないかもな」















「すごい？」

「ああ、すごいよ」

「……ふふん」

　ちょっと自慢げ。いろいろ不安もあったけど、これも謡巫女バルドのセンスというやつか。

「よし。んじゃ、そのまま外周ぐるっと回ってみ。慣れてきたようだったら、走ってみてもいい。あ、邪魔にならないようにな」

「わかった」

　淀よどみなく歩かせるククル。俺が最初に動かした時は足元がおぼつかず、危うげだったことを考えるとちょっと悔しい。

「おーい、調子はどうだい？」

　ククルが試験を受けずに入学し、機鎧ラウンド・ギアを動かすどころか演舞ロンドさえ初めてやるという事情を知っていたのだろう。カノン先輩は気づかうように声をかけてきた。

「あ、先輩。ククルのやつ、すごいですよ。初めて乗ったとは思えないくらい。戦術とかはこれから教えていかなきゃですけど、普通に自分の体と同じように動かせるってのは大きいですね」

「なるほど。こればかりは、こういう言葉を遣いたくないけど才能だからね」

　先輩は筺きよう体たいの中のククルと歩いているミニチュアを見比べ、しげしげとうなずく。

「きっと、彼女の性格のおかげだろう。素直で、あるがままに受け入れるっていう」

「そうでもないですけどね。わりと頑固なところは頑固っていうか」

　ふわふわして主体性がなさそうに見えるけど、あいつにもあいつなりの譲れないラインというのは持っているのだ。それを痛感している俺は苦笑いを浮かべるけど、

「ん……言い方が、悪かったかな」

　カノン先輩は不意打ち的に例の王子様スマイルを俺に向ける。

「信頼してるんだよ、キミを。だからキミの言うとおりに動かせる。ボクが教えたんじゃこうはいかなかったんじゃないかな」

　さわやかなオーラに打ちのめされ、俺の苦笑に苦々しさが増した。

「なんとも……くすぐったい話で」

「いいじゃないか。仲睦むつまじくて」

　ふふっ、と慈しみの眼まな差ざしを送られてしまう。仲の良い兄妹きようだいを見るときの目だった。

「正直、キミがうらやましいよ。メイフィールド。なんでキミなのか。そう思っていないかっていうと、ウソになる」

　思わずカノン先輩に向き直る。やはり兄妹だからだろうか──先輩の顔はかつて「なんであなたなんですの」と尋ねてきたレティシアを思い起こさせた。

　俺がうろたえているのを察してくれたのだろう。カノン先輩はあくまで穏やかに続ける。

「ボクはね、キミ以前に彼女に会っているんだ。……いや。会ったというよりはボクが勝手に彼女の姿を見ただけなんだけどね」

　それから先輩は、ふと遠くを見るように目を細めた。

「まだ子どものころのことだよ。陛下と一緒に、聖骸アルビオンを動かせるかどうか試しに行った」

　それはちょっとした、子どもらしい冒険心だったのかもしれない。だが王女と王家に古くから仕える騎士。二人には幼いながらに使命感なんてものがあったのかもしれなくて。

　──ひょっとしたら英雄になれるんじゃないだろうか。

　童心はそんな想おもいを抱かせたのだろうけど、

「美しかった。そんな彼女にボクは、触れることさえできなかった。それが、ボクとキミの違いなのかな？」

「……」

　答えることはできなかった。カノン先輩も自分が詮せん無ないことを話しているという自覚があったのかさわやかな笑みで打ち消そうとする。

「すまない。与太話として、受け取ってくれ」

「いえ──それにも、意味があるんだと思います。先輩が動かせなくて、俺に動かせるっていうんだったら、そこに意味は必ずある」

　そうだ。それこそが、聖骸アルビオンを通して俺が学んだこと。

「だから俺は、繋つなぎます。先輩が動かせなかった理由を、いま俺が聖骸アルビオンに乗れているっていう理由に」

　それが俺にできること。そう信じて告げると先輩は、不意に目を細めた。

「優しいね、キミは」

「えっ？　い、いや、別に。そんなことないですよ」

　俺は妙にいたたまれず目を泳がせる。こう面と向かって「優しい」だなんて言われると、くすぐったいにもほどがある。

「照れるな、照れるな。でもまあ、アレだ。後輩に励まされるなんてボクもまだまだだな、うん」

　カノン先輩は顔を引き締め、威厳を出すためか胸を反らす。今まで別段気にしたことはなかったけどハト胸だな、先輩。

　どうでもいいことをぼんやり思っていると、先輩の凜り々りしい声が響き渡った。

「時間だ。一いつ旦たん、やめ！　これより、模擬戦に入る！」

　生徒たちを集合させて先輩は続ける。

「普通なら班同士でやってもらうところだけど、せっかくだからね。今年の新人たちがどれくらいの実力なのか、試したくなるってものだ」

　思わせぶりにそういうと先輩は、空いていた筺きよう体たいの座席に滑りこんで機甲ガントレツトに腕を通す。

　淀よどみなくミニチュアとの合一化を果たし、カノン先輩は高々とランスを天に向かって突き出して見せる。

「班ごとにかかっておいで。自分で言うのもなんだけど、現役の操鎧士ラウンダーの実力を知るのはキミたちにとってもいい経験になる」

〈守護竜牙団ドラゴン・トウース〉から直々に指導を受けられる。そのことにカノン先輩のファンなのか、女子たちの間で黄色い声がする。

　それが阿あ鼻び叫きよう喚かんの悲鳴になるのに、さほど時間はかからなかった。



　　　○



　クズノハとの一戦でわかっていたつもりだったが、それでもなおカノン先輩の力量は底知れなかった。

　一分四三秒──それがうちのクラスでカノン先輩相手に生き残った最長記録だ。ちなみに俺たちの班はそれに一歩及ばない一分四〇秒。ククルという素人がいてこれなら、健闘したと言える。

　カノン先輩は先輩なりの礼儀なのか、いっさい手を抜くことはなかった。妹であるレティシアを含め誰だれに対しても容赦をしないその動きは圧倒的かつ悪魔めいていて、「これが天才か」と苦笑してすましてしまいそうになるけど、

（そうじゃない）

　昔からの癖が、俺に考えることをやめさせない。なぜ負けたのか──その理解に至るまでは。

　考えこんでいると、ククルに脇わき腹ばらをつつかれた。

「マキト、呼んでる」

「へ？」

　顔を上げるとそこには、怪け訝げんそうな顔のカノン先輩。先輩は、俺の様子に面食らったように苦笑とともに尋ねてきた。

「メイフィールド。ちょっと、いいかな？　まだ授業中なんだけど」

　そうだ、生徒たちをことごとく打ち破ったカノン先輩は俺たちを並べて先輩なりの所感を述べてから総括をしていたのだけど、

「あ、すいません。敗因を考えてたら、つい」

「へえ。負けた時はいつも、かい？」

「んー……っていうよりは、勝っても負けても、ですね。勝てたらなんで勝てたのか、負けたらなんで負けたのかって」

　ばつが悪そうに報告する俺に先輩は、むしろ顔を輝かせた。

「なるほど。操鎧士ラウンダーにとって最も大事なものをキミは持っているようだ」

「大事なもの？」

「考えることをやめるな。思考を停止したとき人は成長を停止する」

　格言めいた言葉に俺は、カノン先輩の原点を垣かい間ま見た気がした。

「それが、天才の天才である由縁ですか」

「天才だなんてよしてくれ。ボクは一介の操鎧士ラウンダーにすぎないし、今の言葉だってボクの憧あこがれの操鎧士ラウンダーの受け売りだ」

　照れくさそうに先輩は言うけど、同時に意外なことでもあった。

「先輩にも憧れるような目標が？」

　あれほどまでの実力を持つのなら、自分なりのスタイルを確立しているものなのかと思っていたけど先輩は、あっさり首を横に振る。

「そりゃいるさ。あの人がいなきゃ、今のボクはなかっただろうね」

「へえ。あ、父親とかですか？」

「うん、父さんのことももちろん尊敬している。だけど……目指す姿があるんだ」

　ふと、遠い目をする先輩。

　その憂いを帯びた表情はほんの一瞬で、先輩はすぐに話を戻した。

「あ、悪い。ボクの話なんかどうでもいいんだよ。それで、メイフィールドは敗因についてどう考えていたんだい？」

　問われたことに俺は、素直に敗因について思考を巡らせる。

「動きづらい、っていうのがまず大きな印象ですね。こっちの攻撃の出がかりを全部潰つぶされる。カウンターを狙ねらわれてるっていうのじゃなくて、最初から完全にこっちの動きを封殺されてるっていうか」

　動かせてすらもらえない。それがカノン先輩の戦法だった。

「その通り。禍獣カラミテイを相手にするときの基本だ。戦法は大きく分けて二つ。どちらを採用するかは本人の性格に任せるけど『禍獣カラミテイの機先を取る』か『動き終わった隙すきを狙うか』だ。僕はせっかちだから、メイフィールドが言ったような戦法になるね。軍に入ったらこのタイプ別に班が組まれるってことも、頭の片隅にでも留とどめておいた方がいい。馬が合わなくても戦法は合うっていうタイプはいるから、まあ円滑な人間関係を築いておくべきだ」

　さらりと大事なことを言われた気がした。チームという単位で仕事をする以上、そこをないがしろにしてはいけない、と。

「というのはさておき、どうしてそんなことになったか。そこまで考えているかな？」

　まだ俺への問いは続いているらしく、先輩の問いへの答えを探す。

「──観察力、ですかね」

　カノン先輩はできのいい教え子に上機嫌になるような笑みを浮かべる。それを引き出せたことに俺は、嬉うれしくなった。

「ああ。それだけというわけじゃないけど、そこが年季の違いだとボクは思っている」

　先輩は一度俺たちを見渡して、注意を自分に引いてから話し始める。

「さっき出した二つの戦法は根っこをたどれば同じだ。相手の動きを見て、それに合わせて行動する。メイフィールドを始め、キミたちはまだ若干、直感や反射に頼っているところがあるね。経験による直感っていうのは、それはそれで頼りになるものだけど僕はあまり重視しないかな。というか、そういう個人個人の考え方の癖を矯正するのが教導院だ」

　なるほど。あくまで操鎧士ラウンダーの本質は思考──すなわち、考え続けること。カノン先輩はそう思っているわけだ。

「で、だ。この観察力の違いがどこに出てくるかというと、今さら言うまでもないかもしれないけど視点の置き場だね。対たい峙じしている相手よりも奥を見て、全体像をとらえようとする。それがコツかな」

「わたくしたちの家では、『木を見るな、森を見ろ』なんて教えられることですわね」

　口を挟んだレティシアにカノン先輩は、大きくうなずく。

「その通り。そうすることによって、敵がどう動こうとしているのか──つまりは、自分がそこからどう動くべきなのかという情報が得られる。この考え方こそが僕は、操そう鎧がいの基本だと思っている」

　と締めくくったところで狙ねらっていたかのように鐘が鳴る。

「というわけで今日の授業はここまで。今日の反省点などをまとめて今週末までに教官に提出。それでは、解散」



　　　○



　授業が終わるや否や、カノン先輩に女子たちが群がった。

「センパイ！　お昼ご一緒にどうですか!?」

「ちょっと、抜け駆け禁止！」

　カノン先輩のオーラに負けることなく、津波のように押しかける女子たち。こういう時の女子の勢いはすごいな。

　感心するような呆あきれるような心境で遠巻きに見ていると、レティシアが声をかけてきた。

「マキト、なにしてますの？　早く食堂行きましょう」

「あ、ああ」

　改めて戦い方とかについて話をできれば……なんて思ったのだけどあの様子じゃ無理そうだ。また別の機会を見つけるとしよう。

　食堂に行くと、ここでもカノン先輩の話題で持ちきりだった。

「ちょっと、今日の一組、教官がカノン会長だったらしいよ!?」

「なにそれ!?　ずるーい！」

　わいわい盛り上がる女子たち。俺は今日の日替わりランチであるチキンソテーを受け取って席に着くと、周りの声に耳を傾ける。

「すごい人気だな、カノン先輩」

「……ふん」

　なにげなく話を振ってみたがレティシアの機嫌がよろしくない。兄が誉ほめられているのはレティシアとしても悪い気はしないと思うのだけど……もしかすると、その逆か？

「レティシア。まさかとは思うんだけど……兄妹きようだい仲、上う手まくいってなかったりする？」

　いざ口に出してみると、どんどん不安が増してきた。

「あの、俺でよかったら相談に乗るから。大家族で育ってるし、そういう悩み事ならいろんなパターン見てきたっていうか」

　レティシアは俺に心配をさせてしまったと思ったのか、申し訳なさそうに小さく頭を下げる。

「あ、いえ。そういうんじゃないですわよ？　ただ……」

「ただ？」

　口をつぐむレティシアを促すと、その顔が徐々に赤くなっていく。

「い、妹としては、あまり他ほかの人間にお兄様について語らないでほしいというか、なんというか……古参のファンから言わせてもらうと俄にわかの連中が気に入らない、っていうか」

　唇を尖とがらせるその様子は、拗すねた子どもそのもの。その反応に俺はほっとしてつい、口が軽くなった。

「あるよな。自分の好きなものがちやほやされ出すと腑ふに落ちなくなること。あれって要は独占欲みたいなものなのかな」

「わっ、わたくしが狭量というか嫉しつ妬と深いみたいな言い方やめてくださいまし！」

「や、悪い」

　素直に謝るが、レティシアも自覚があるらしく恥じ入るように肩を落とす。

「でも……身もふたもない言い方をすれば、そういうことですわよ」

「恥ずかしがることなんかないんじゃないか？　誰だれでも、どこかしらそういう部分あるだろ。俺も、ククルが早く教導院に馴な染じめればって思うけど、いざそうなったら寂しいような気もするだろうし」

「んー？」

　ベーグルに夢中だったククルがこちらを見上げる。今日の注文はブルーベリージャムと生クリームのサンドだったのだけど、唇の端に生クリームがついていた。

　可か憐れんすぎる。この場でこづくりして舐なめとってやりたくなるが、さすがに風紀に反するので指先でぬぐうだけにしておく。

　するとククルは、なんのためらいもなくそれを口に含んできた。

　うわ……この感触、ヤバい。これ以上されると、一線を越えてしまう。

「こ、こら。やめなさい。行儀が悪い」

「ごめん」

　素直に謝って、再びベーグルをかじり出すククル。とにかく、だ。

「でも、よかった。レティシアが先輩のこと嫌いじゃなくて」

「とんでもない。自慢の兄ですわよ。……まぁ、それとは別に、やっぱり複雑な感情もあるんですけど」

「……レティシア？」

　自虐的に口元を曲げるレティシアについ、声をかける。やっぱり……レティシアにとってカノン先輩の存在は、『重み』なのか？

　俺の心配が杞き憂ゆうだというようにレティシアは首を横に振った。

「心配されるほどのことじゃありませんわよ。もう何年も抱えてる想おもいですもの。慣れましたわ。たしかにお兄様に比べてわたくしは劣っているし、家を継ぐ権利もない。だからといってそれはわたくしが強さをあきらめる理由になりませんのよ」

　瞳ひとみに秘められた静かな決意。達観したその様子からして、すでにレティシアの中ではこの問題にケリがついているのだろう。

　今さら俺が口出しする余地はないか──と安心していると、ククルが不意に手を止めた。

「レティシアは、強くなりたいの？」

　それは俺にとって──おそらくレティシアにとっても当然のことというか、操鎧士ラウンダーを目指す上で前提といってもいい動機だ。だけどククルはそのことが本気でわからないように透明で、まっすぐな眼めをレティシアに向けていた。

「ええ、もちろん。ククルだってそうでしょう？」

　ククルの表情は相変わらず読めない。なにもない空間を凝視するネコを思わせる瞳で、じっとレティシアを見つめていたかと思うと、

「わたしは禍獣カラミテイを止められれば強くなくたっていい」

「えーっと……？」

　レティシアは困ったように眉まゆ尻じりを下げてこちらを見る。俺もククルにわかりやすいような言葉を探して説明した。

「だからな、ククル。禍獣カラミテイを止めるために強くなるんだよ」

「そうなの？」

「そう。そのために訓練したり、勉強したりするの。ククルが強くなると禍獣カラミテイは止められるし、被害は減るし、俺も嬉うれしい」

　俺がそう言うとククルは、今までにない食いつきを見せた。

「マキト、嬉うれしいの？　わたしが強くなると？」

「ああ、もちろん」

「おー……」

　こちらを見上げるククルの顔が急に輝いた気がする。贔屓ひいき目かもしれないが、こう、『ぱぁああっ』って感じに。

「じゃあ、がんばるっ」

　納得してくれたのか再びベーグルを食べだすククル。ククルの意気込みが嬉しくもあり、なによりベーグルを食べる小動物のような仕草がかわいいことこの上なかった。

　ついククルの頭に手が伸びる。小さな頭の撫なで心地は癖になりそうだ。

「でも、強さの意味……か」

　多幸感で目を細めるククルに癒いやされながらふと呟つぶやく俺にレティシアは、目をぱちくりさせる。

「どうしましたの？　急に改まって」

「いや、陛下がアーリーたちにそれを尋ねててさ。もともとはクズノハが陛下にした質問らしいけど」

　クズノハの名前を聞くや否やレティシアは、苦虫をかみつぶしたような顔になった。

「あの底意地の悪い子どものことですもの。深い意味なんてなく、それっぽいことを言ってからかってるだけなんじゃなくって？」

「なんとも言えないんだよな。あれだけつかみどころのないやつ、初めてだ」

「ま、仮にちゃんとした意図があったところでマキトはもう答えが出てるでしょう？」

「そりゃ、そうなんだけど」

　俺が操鎧士ラウンダーを目指すことになった動機。

　俺みたいな人間をこれ以上生まないために。

　禍獣カラミテイのせいで家族と故郷を失った。その時助けてくれた操鎧士ラウンダーみたいに、誰だれかのもとに駆けつけるための力だ。そう思っていた。

「でも理由って、一つに限らないと思うんだ」

　まだ見つけたばかりの自分の一面。その手触りを確かめるように俺は訥とつ々とつと語っていく。

「一回、受験に落ちたからかな。どうしても考えることがあるよ。俺が聖骸アルビオンに乗れる意味について、俺がここにいていいって思えるための力──自分の居場所を作るための強さなんじゃないか、って」

　誰かのためじゃなく、自分のため。それを傲ごう慢まんだと否定する自分と、そんな傲慢ささえ受け入れてしまえと肯定する自分。

　どちらか、という答えは出ていない。ずっと出ないんじゃないかという気がする。

　そんな不安をどさくさに紛れて打ち明けてみるとレティシアは、意外にも穏やかに微笑ほほえんだ。

「安心しましたわ。マキトの口からそういう言葉が聞けて」

　うだうだ悩むな、と檄げきを飛ばされることくらいは覚悟していたのにこの反応。何のつもりかと思わず相対する顔をまじまじと見つめてしまうと、くるくると髪をいじりながらレティシアは続け、

「想おもいが重ならなければ聖骸アルビオンは生まれない。そう言いましたわよね？　あなたの本音を聞けた今なら……重なると思いますの。改めて、申し込ませてもらいますわ」

　一度目を伏せてから、彼女らしいまっすぐな視線を俺に向けてきた。

「わたくしと、こづくりなさいません？」



　　　◇



　後輩たちの熱烈な昼食への誘いを断ってカノンは、食堂でテイクアウトにしてもらったサンドイッチを片手に生徒会室へと向かっていた。

　天才だのなんだの呼ばれようがカノン本人は、自分のことをただの学生であり、操鎧士ラウンダーであると思っている。父や数々の先輩に比べたらとるに足らない一介の兵士で、ちやほやされるような柄ではないと。

　軍の人間たちはそういう心情をよく汲くみ取ってくれているが、後輩たちにまでそれを強要するのはいささか横暴というものだろう。疲労を肩に背負ってカノンは、一人になれる場所を求めていた。

　そういう意味で生徒会室は憩いの場所だ。役員たちも私的に利用しようなんて発想はなく、カギを預かっているカノンは避難所として愛用している。

　だがそこに意外な来客があった。

「お疲れ様です」

　ドアの脇わきに、敬愛する人物が立っている。カノンは体に染みついた条件反射として頭を下げた。

「陛下。どうしてこんなところに？」

「ちょっと、お話したいと思いまして。一緒に昼食でもどうですか？」

「身に余る光栄です」

　改めて静々と一礼すると来客──オリヴィアは不服そうに頬ほおを膨らませた。

「もー。そういう態度はやめてください。幼なじみでしょう？」

「いや、それは、そうですけど体面というものがありますし」

「ここでは、二人きりです。なにを気にする必要がありましょうか」

　きっぱりと断言されては、カノンとしても言い返すすべもない。お互いにもう子どもではないと思いながらも、そこに言及することはやめておいた。

「とにかく、中へどうぞ」

「お邪魔します」

　生徒会室は木製のテーブルを、同じく木製のイスが囲んでいるだけのささやかなものだった。調度品といえば小さな書架があるだけで、そこに書類が整然と並んでいる。

　テーブルの角を挟むように二人は座り、カノンは何気なく話を振る。

「それにしても、珍しいですね。いつもは地下の研究室で食事をしているはずでは？」

「ええ。今日は気分を変えてみようと思って。普段入らない場所って、それだけでなにやら興奮しますね」

「それだけではないでしょう？」

　組んだ両手に顎あごを載せ、探るような視線を送るカノン。それに対してオリヴィアは、同じように回りくどく問うてくる。

「どうでしたか、初めての教官は？」

「いや、慣れなきゃいけないものとはいえ緊張しましたね。レティがいてくれたから、よっぽどリラックスできてましたけど。そのレティにしても、課題は山積みですが。まずは攻撃の時に一瞬動きが鈍くなる癖、矯正しなくちゃですね。あれもレティなりの優しさなんでしょうが」

　などと苦笑するカノンは、不意に真顔になる。オリヴィアが真に問いただしたいことを悟りその先回りをするのは、カノンにとっての矜きよう持じであり、義務であった。

「それと……マキト・メイフィールドのことなんですが陛下は、お気づきでしょうか？」

「やはり、カノンも感じましたか」

　その返事を受けてカノンからため息が漏れる。

「やはりということは、陛下も気づいておいででしたか」

「実は、カノンに教官をやってもらったのは改めて彼を直じかに見てもらうためで」

「陛下もお人が悪い。それならそうと相談していただければいいものを」

「下手な先入観を植えつけるといけないと思って」

「失礼しました。そんな考えがあるとは知らず」

「いえ、お気になさらず。……ですが、不思議なものですね」

「……はい」

　遠くの景色を眺めるように過去を振り返りカノンは、とある人物を偲しのぶ。

「どことなく彼は似ていますね。陛下の兄君──本来ならこの国の王になるはずだった、ヴィクトール殿下に」








　　第三章　空洞の逢瀬





　そんなわけで週末。陛下に事情を説明して俺たちは、格納庫へとやってきた。スタッフたちは俺たちを見ると一様に「ああ、またこづくりね」という生温かい笑顔になって作業に戻る。

　やりづらいけど、この程度のことで怯ひるんでいられない。俺は決意を新たにしてレティシアに呼びかけた。

「それじゃ、レティシア」

「よ、よろしくおねがいしますわ」

　そう言って向き合った次の瞬間、格納庫の空気がざわっとする。

　おそるおそる、スタッフたちの様子をうかがってみる。怨おん念ねんみたいなものが見えたのですぐ目を逸そらすものの、ささやき合う声だけは聞こえてくる。

「あの小僧……二ふた股また、だと？」

「しかも相手、元帥の娘だろあれ」

「勇者というか……命知らずなやつだぜ」

「ウワサでは主任の娘さんにも粉かけてるらしいですよ」

「ラニちゃんに!?」

「……」

「っていうか主任！　いくら苛いら立だってるからって手当たり次第にパーツ、分解しないでくださいよ！」

　耳と胃が痛い。陛下はいたたまれない俺に気を遣ってか、周りに号令を出していた。

「みなさん！　二人きりにしてあげなきゃダメですよ！　こういうのは雰囲気が大事なんですから！　ほら、巫み女こ様も」

「レティシアがどんな子どもつくるか見たい」

「生まれた後でご覧になれるでしょう？　それに本来こづくりとは、誰だれにも見られないようこっそりやるものなのです」

「そうなの？」

「そうなのです。文献に書いてありました」

　そんな記述が？　と目だけで俺が問うと陛下はばっちりアイコンタクトを返してくれる。

『でまかせですけど！』

　まあ、だと思った。本当にそんな伝承があるのならもっと早いうちに俺が公衆の面前で辱めを受けることはなかっただろうに。

　ククルは陛下の言葉を信じたのかいつも通り「ん」とうなずく。

「じゃあ、今度からわたしもマキトとするときはこっそりする」

　健全になったはずなのに余計いかがわしさが増した気がする。ともあれ、整せい鎧がい士の人たちを含めてぞろぞろと格納庫の外に出て、聖骸アルビオンの前には俺とレティシアだけが残された。

「えーっと……気乗りしないようなら、やめるか？」

　レティシアはまだ気恥ずかしそうにしながらも、毅き然ぜんと告げる。

「……いえ。アブソリュートの女に二言はありませんわ」

　やってやりますわよ、とばかりに腰に手を当ててポーズをとってみせるレティシア。強がりなんだろうけど、この潔さがあってこそレティシアだ。

　俺もその心意気に応こたえよう、と一歩近づいたところで、

「あ、ちょっとお待ちになって」

「な、なんだ？」

「その……こづくりって、マキトたちがやってるみたいにしなければいけないんですの？」

「え？」

「わ、わたくし、その……はっ、はじめてですからっ、できれば、もっとロマンチックになんて……」

　初めてククルにされたときに、ロマンみたいなものを打ち砕かれた俺だ。それを大事にしたいというレティシアの気持ちは尊重したい。

「わ、わかった。努力する」

「お願いしますわよ……？」

　レティシアはおそるおそる、といった感じで目をつぶる。レティシアのこういう気弱な面は珍しくて、それだけで緊張してしまった。

　小鳥が餌えさをねだるように突き出される唇。ククルが妖よう精せいとか人形めいた愛らしさなのに対してレティシアは、もっと同い年の女の子としての魅力があった。本当にこんな子と俺がしてしまっていいのだろうかと尻しり込ごみしてしまうくらいに。

　意識してしまうと後は坂道を転がり落ちるようなものだった。ククル一筋と決めていたはずなのにレティシアがどんどん愛いとおしくなってきてしまう。

　そっとレティシアの頬ほおに手を添える。レティシアの体がびくん、と硬くなった。

　かまわず俺は、二つの唇の距離を縮める。それが触れ合う寸前──

「や、やっぱり無理ですわこんなのーっ！」

「!?」

　俺の手を振りほどくとその場でくるくる回ってから外に向かって走り出すレティシア。

　レティシアの奇癖について理解しているつもりだった俺でも、突然すぎることに立ち尽くすしかなかった。
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「さすがに早まりすぎましたか」

　格納庫の一角。ある程度この結果が見えていたのか陛下は、それほど落胆したような様子を見せなかった。

　とはいえ俺たちがふがいないのには変わりないので、ただただ頭を下げる。

「「申し訳ありません（わ）」」

「まあ、無理にこづくりを迫ったところで巫み女こ様の言うような意志の一致には程遠いですから、こういうのは成り行きに任せるべきでしょう」

　難しい顔で腕組みをして考えこむ陛下の言うとおり。こづくりなんて所しよ詮せんきっかけに過ぎず、聖骸アルビオンを生むためにはもっと本質的なところで繋つながっていなければならない。

　あそこでレティシアに拒まれていようがいまいが、結果は変わらなかったんじゃないだろうかと思う。レティシアがどう思っていようと、少なくとも俺自身は納得もいかないまま勢いに流されただけでここに来てしまったのだから。

「で、では、どうしますの……？」

　レティシアが髪の毛をくるくるといじりながら、弱気な声で問う。この問題をどうにかするには結局、俺とレティシアがちゃんと理解し合うしかないわけで一朝一夕にはいかないのだが陛下は、しれっとした態度で提案した。

「そうですね……デートしてきてはいかがでしょうか？」

「「ええぇっ？」」

　その単語に俺もレティシアも声を裏返す。にもかかわらず陛下は、「我ながら名案」と言わんばかりの態度で続ける。

「二人とも相性はよさそうなのですから、必要なのはきっかけでしょう？　二人きりで出かけることでなにか発見があるかもしれません」

　理屈では陛下の言っていることに一理あるとわかるからこそ俺は、なにも反論できない。陸に打ち上げられた魚のように口をパクパクさせている間に陛下は、事を進ませていた。

「巫女様は、私におつき合い願えますか？　改めて巫女様について調べたいと思って」

「ん。わかった」

「それでは二人とも。朗報、期待してますよ。こちらはこちらで頑張りますから」

　と、言い残して去っていく陛下たち。俺とレティシアは取り残され、立ち尽くす。

「デートって言われても……なぁ？　悪いけど俺、気の利いたところになんか連れていけないぞ？」

「わ、わたくしも、そんな経験ありませんわ。なにをしたらデートっぽくなるかしら？」

「えーと……買い物したり、お茶したり、とか？」

　言ってから自分の発想の貧困さを恨みたくなる。こんなことならもっとカップルというものを観察しておけばよかった。

　なんて考えているとレティシアはふと思いついたように提案してくる。

「そうですわ。マキト、前にわたくしにくれたこの首飾り」

「ああ。それがどうかしたか？」

「買ったお店を紹介していただけませんこと？　お兄様にも同じものをプレゼントしたいんですの」

「ああ、そういうことなら」

　デートっぽいし、友人の売り上げにも貢献できるので歓迎だ。

「休みならたぶんやってるよ。行ってみよう」

　と、案内しようとするとレティシアは、唐突に俺の腕に自分の腕を回してきた。

　密着する体。布越しにレティシアの体温……というか、豊ほう穣じようの象徴たる感触が伝わってきて俺は動転する。

「レ、レティシア？」

「その……この方が、デートっぽいでしょう？」

「た、たしかに、そうだけど……その、腕、当たってるっていうか、むしろ挟まってる」

　脳が一秒ごとに退化していきそうな感触だ。刻一刻と脳の理性的な部分が『豊穣』という紳士的かつ文化的な表現すらできなくなり、もっと単純で原始的な──すなわち『おっぱい』の一言に侵食されていく。

　だというのにレティシアは一向に俺の腕を離す気配がない。それどころか俺を上目づかいに見るこの目──これは、わざとやって俺の反応を確かめている目だ。

「ほら。さっさとエスコートしてくださいまし」

「わ、わかった」

　いいだろう。そっちがその気なら、こっちも最後まで紳士的なエスコートをしてやる。

　決意を新たに、ぎくしゃくと歩き出す。

　その道のりに会話はなく俺は、ずっとレティシアの体温だけを感じていた。
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　格納庫ハンガーから歩くこと数十分。俺たちは王都の中央にある広場までやってくる。

　大道芸を囲む輪があったり、屋台が軒を並べていたり、露天商が暇そうにあくびをしていたり。活気にあふれた広場の中、俺が目指すのは友人がやっている露店だった。人ごみの中、レティシアをかばうように歩いていると見慣れた姿があった。

　ぶかぶかのローブに身を包み、広げた布の上に商品を並べて座っている異族デミヒユーマンの少女。ラニは毎週ここで露店をやっているとのことだった。商品は銀細工を中心に、ハサミや包丁などの生活用品といったところだ。

「ラニ。繁盛してるか？」

　気軽に声をかけると小心者のラニらしく、小さく飛び上がる。ラニは俺たちの姿を捉とらえると、前髪越しに目をぱちくりさせた。

「あ、あれ？　マキト？　ククルは？」

「いや、ちょっと事情があって──」

　なんと説明したものか、と悩んでいたところでレティシアが口を開いた。

「もしかして、ロックスミス主任の娘さんでして？」

「そ、そうだけど、なんで？」

「異族デミヒユーマンなんて、この国に何人もいませんもの」

「そ、そっか……」

　ほっとした様子を見せるラニ。前に俺が「親父おやじさんに似てる」って言ったことを、気にしているのだろうか。申し訳ないことをしてしまった。

　過去の失言を反省しているとレティシアは、気さくに手を差し出す。

「わたくしは、レティシア・アブソリュート。ロックスミス主任には父がお世話になっていましたわ」

「ラニ・ロックスミス。こっちこそ、アブソリュート元帥の活躍あってこそ整せい鎧がい士として腕の見せ所だって」

　握手を交わし合う二人を見て俺は、尋ねる。

「そんな関係だったのか？　二人の親父さん」

「今では第一線を退きましたが、まだ現役で働いていたころは、ロックスミス主任がほぼ専属で父の機鎧ラウンド・ギアの整備をしていたって話ですのよ」

「へえ。妙なところで縁があるもんだな」

　これも『すべてが繋つながっている』ということか。奇妙な縁を俺が繋げたのは、なんとなく誇らしい。

「今年、整鎧科に入ったんですわよね？　よかったら今度、ランチでも一緒にいかが？」

「う、うん。喜んで」

　レティシアの社交的な性格のおかげか、すぐ打ち解ける二人。ラニは思い出したように尋ねる。

「えっと、買い物？」

「そうそう。これと同じもの欲しいんですのよ」

「あれ、そのネックレスって……」

　ラニは馬ば蹄ていをかたどったアクセサリーと俺の顔を見比べるとなにかを悟ったようにつぶやく。

「レティシアへのプレゼントだったんだ」

　なぜかラニが肩を落とした。小柄な体がさらに小さく見えるほどのしょんぼりっぷりだ。

「ラ、ラニ？　なんか俺、悪いことした？　だったら、ごめん」

「マキト。自分のなにが悪いかもわかってないのに謝るって、サイテーですわよ」

「う……。たしかに、そうか」

　レティシアの冷え冷えとした視線を受けて俺は、深呼吸をした。

　よし、落ち着け。一つずつ、整理していこう。まず現在の状況として「俺の買ったアクセサリーがレティシアへのプレゼントだと知ったラニが落ちこんでいる」……うん、これは間違ってないよな？

　そうだ。あのとき俺は、ククルのものと同じくらいの値段でもう一品ないかと尋ねて、

　ラニはてっきり、俺がつけるものだと思っていて、

　言い換えればそれは、俺のために選んでくれたということで、

　順序立てて考えていると、こんがらがった糸がほどけた気がした。

　血の気が引き、顔が凍りつく。うわ、これは──

「やってしまいましたわー、って顔してますわね」

「俺は『ましたわ』とか言わねぇよ」

　レティシアじゃないんだから。

　だが、心境としてはそのとおりだ。やってしまった。わざわざ選んだものを別の誰だれかにあげられちゃ、怒るなり落ちこむなりするのが当然の反応だ。最初からプレゼントだって説明しておけばラニもこんな反応にならなかったのだろうけど。

　ラニからすれば俺は『自分が丹精こめて作ってお守りになるようにって選んだものを、他ほかのやつに譲った』ってことになっていてこれは、言い訳ができないほどの失態だ。合わせる顔がなくて深々と頭を下げた。

「ごめん、ラニ。今は金ないけど次、俺の買うから」

「え……同じ、の？」

　それってつまりレティシアと同じの、ってことだよな？

　反射的にレティシアを見る。向こうも俺を見ていてなんか気まずかった。

　頭で考えるよりも先に、口が動く。

「いや、できれば違うので」

「と、当然ですわねっ。ペアルックとか、冗談じゃありませんわっ」

　レティシアにもきっぱり断られてしまったことだし、改めて並ぶ商品を眺める。とはいえ、こういうセンスに疎い俺としては、ラインナップを見てもピンとこない。

　……そうだな。どうせどれも同じなら、

「ラニ、注文ってできる？　ここにないやつなんだけど」

「あ、うん。できるよ？　なに？」

「この前ククルが買ったリングネックレス。あれと同じの、作ってもらえるか？」

　せっかくならパートナーと一緒のものがいい。特にリング──『円環』というのはククルのキーワードだし常に身に着けておきたい。

　のろけすぎだろうか？　ラニは甘ったるい空気に中あてられたかのように挙動不審になり、三角耳を上下させる。

「……な、名前彫るサービスあるんだけど、やる？」

「それは恥ずかしいから、いいや」

「わかった。作って、おくね」

「ああ。楽しみにしてる」

　ククルとお揃そろいか。……想像したら、なんか無性に恥ずかしくなってきた。

　不安なんだか甘酸っぱいんだかわからないものでモヤモヤしたりニヤニヤしたりしていると、それまで商品を眺めていたレティシアが、羽根をかたどったペンダントを手にした。

「あ、これ。いいですわね」

「おい、お守り買うって話だったろ。本末転倒じゃないか？」

「鳥が好きなんですのよ、お兄様。お休みの日はバードウォッチングしに行ったりしてますし」

「また優雅な趣味をお持ちだな、あの人は」

　しかもそれが厭いや味みにならないというのがカノン先輩の人徳だろう。小鳥を愛めでるさまが絵になる人間って、そうそういないはずなのに。

　まあ、本人が気に入りそうなものの方がプレゼントとしては正しいだろうし、その辺の判断はレティシアに任せよう。なんて思っているとラニが口を挟んでくる。

「でもそれ、ペア用だよ？」

「え？」

　きょとんと目を丸くするレティシアにラニは遠慮がちに続ける。

「片翼ずつだから。一対の翼で初めて意味があるっていう、そういうアクセサリーなんだけど……」

「なるほど。そういうのがありますのね」

　レティシアはしばらく黙考するとやがて、思い切ったように大きくうなずいた。

「なら、どちらとも買わせていただきましょう。お兄様には、お相手が見つかったらプレゼントに使ってもらうということで」

「ま、毎度」

　代金を受け取り、笑顔をこぼすラニ。商売用の愛想ではなく、自分の作ったものを買ってもらえて嬉うれしい、という表情だった。

　ラニの露店を後にする。さて……次はどうしようか。ちょっと早いけどお茶にしてもいいかな。

　そう思ったところで、とある看板を見つけた。盾の上で交差した二本の槍やりの絵は、そこが演舞場であることを示すものだ。

　王都の演舞場か。どんな猛者がいるのか気になるな。

　レティシアも俺につられて看板を見上げている。いや、でもデートで演舞場ってのも──

「せっかくだから、寄っていきませんこと？」

「いいのか？」

「いつだか、稽けい古こをつけてあげると言ったでしょう？」

　教導院だと同じ班ということで共闘したことしかない。おおよその腕前は知っているが、実際に腕を競わせてみたいと思うのは、お互いにとって自然なことだった。

「お手柔らかに頼む」

　名門、アブソリュート家の息女にしてあのカノン先輩の妹。そして今年の推薦入学枠。

　レティシアの実力を裏付ける数々の肩書きが頭をよぎる。デートといえども相手に花を持たせるような気づかいはいらない。胸を借りるつもりでぶつかろう。
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　一時間後。

　俺は、肩を落としたレティシアのフォローを必死でしていた。

「げ、元気出せよ」

「一回も勝てませんでしたわ……」

　どよーん、とレティシアの両肩に暗雲がのしかかっていた。ダメだ。完全に拗すねてしまっている。

　手加減して負けるのも失礼かな、と思って全力を尽くしたらこの有り様だ。手加減したらしたでまた怒られるだろうし、バレない程度に手を抜くという器用なことができるほど実力差が開いてもいなかった。

「実際、俺の方は味方にも恵まれたし」

「そんなこと言ってマキト、常にわたくしをマークした上で撃破するじゃないですの」

「だってお前放っておくと早々に味方リタイアさせられて三対一になるから」

　一回そのシチュエーションになったからその後は徹底して俺がレティシアの相手をしていたのだが、

「まさかあそこから逆転されるとは思いませんでしたわ……」

　レティシアがいっそう儚はかなげになる。風が吹けば砂となって飛ばされそうなほどに。

　けれど俺にとっては釈然としないところもある。

「俺に言わせりゃ、お前が手を抜いてるんじゃないかって思ったよ」

「え？」

　レティシアは「そんな指摘されるとは思ってませんでしたわー」みたいに目をぱちくりさせるが、一度口に出してしまうと俺も止まらなかった。

「何回かだけどさ、ヤバいって思ったのにお前が詰めを誤ったことがあった。一回や二回ならケアレスミスとかで済ませられるけどさすがにそれ以上続くと複雑な気分になる」

　レティシアは、優しいやつだから。機鎧ラウンド・ギアを動かせず、演舞ロンドだけは得意だという俺に華を持たせてくれたんじゃないだろうか──なんて考えてしまう。

　そんな俺の不安を吹き飛ばすようにレティシアは、ため息をついた。

「……ありえませんわ、そんなこと」

「そうだよな。悪い、変なこと言って」

　優しい一方で気位が高いのがレティシアだ。この程度の遊びでわざわざ勝ちを譲るなんて、考えすぎか。

　自分の被害妄想を意識してしまい、口をつぐまざるを得ない。会話が続かず、気まずい沈黙に耐えかねて俺は話題を変えた。

「レティシア。向こうの屋台、なんか旨うまそうなの売ってるぞ。あ、肉より甘いものとかの方がいいか？」

「好きにしてくださいまし。どうせわたくしなんか負け犬ですのよ」

「じゃあ、そこのベンチで待っててくれるか？　俺、ちょっと行って買ってくるから」

　これで機嫌が直ってくれますように。

　そう祈ってやまなかった。
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　ベンチに腰かけたレティシアは、首にさげたアクセサリーを眺めていた。

（悪い人じゃないのだけれど）

　いささかニブいのが玉に瑕きずなのですよね、とレティシアは胸中でボヤく。

　それでも送り主のことを考えると胸が締め付けられるように切なくなる。彼ならば──と思う自分もいるのだ。

（レティシア・メイフィールド。……うん、悪くないですわね）

　そこまで考えて、爆発するように顔が赤くなる。いやん、いやん、と身をよじり、はっと我に返った。

　様々な人間が混在するこの王都では、レティシアの奇行をちらりと視界の端に収めれども、それを気に留める人はいなかった。

（バカみたいですわ）

　ため息をつき、空を仰ぐ。

　春の陽気とは程遠い、冷たい風がレティシアの胸の中には吹いていた。



　たった一度だけカノンの見舞いに行ったときのことだ。聖骸アルビオンの乗り手について尋ねられたのでレティシアは素直に答えた。

「……と、まあ田舎者の平民にしては見どころがある、ってところですわね」

「ははっ、レティ。平民なんて言うものじゃないよ。ボクらは等しく、同じ人間だ」

　カノンは見舞いの品であるフクロウのぬいぐるみが気に入ったのか上機嫌だ。穏やかにフクロウの頭を撫なでているが、レティシアにはその呑のん気きな態度が気にくわなかった。

「お兄様は、もう少しアブソリュート家の跡取りとしての自覚を持ってください。古参の貴族がそれでは、周りへの示しがつきませんわ」

「示しもなにも……貴族だ平民だなんて区別、意味ないよ。戦場ではね」

　ぬいぐるみを抱えたままカノンの目が、一瞬だけ鋭くなる。

　それは戦場を知った者だけができる双そう眸ぼうだった。

「それでも……わたくしたちには義務がありますのよ。力を示す義務が。子どものころからずっと、機鎧ラウンド・ギアに乗るために育てられてきた者として。ぽっと出のやつなんかに、負けていいはずがないじゃないですの」

　レティシアは、言葉に詰まりながらも言い返す。カノンがこんなだからこそ、自分がしっかりしなくては、と。

　だがそれはいっそう、カノンを落胆させるだけだった。

「レティ。お前、機鎧ラウンド・ギアの操縦技術が乗った時間に比例するなんて、そんなおめでたい考え持ってないよね？」

　理屈ではわかっている。だが、実際に機鎧ラウンド・ギアの操縦というのは経験がものを言う。だから、結局は乗れば乗るほど上達していくものだと思っている。

　目の前の兄のように。

　しかし、カノンの考えは違った。

「機鎧ラウンド・ギアってのは、乗っていない時間の方が大事だとボクは思ってる。機鎧ラウンド・ギアから降りた後、なにを考えるか。自分が機鎧ラウンド・ギアを思い通り動かせたのはなんでか、逆に、動かせなかったのはなんでか。それを考えられるやつこそが、優れた操鎧士ラウンダーだよ」

「それは……わかって、いますけど」

「ただ漫然と繰り返すだけの訓練に意味なんてない。確固とした目的を持って、自分の理想を追求してやるからこそ訓練ってのは意味がある」

「彼は、それができる人間だと？」

「少なくとも、ボクの見立てではね。それにプラスして、平民だからこそだろうね。彼の腕前は」

「と、いうと？」

「操鎧士ラウンダーとしての教育を受けてるやつだと、自然と枠を作りかねないんだ。教えられたことしかやらないものだから、ここが限界って。けど彼にとって技術は相対評価じゃなくて絶対評価なんだろう。他人と比べて優れているから、って満足するんじゃなくて、あくまで自分の価値観に従って理想を追求してきた。その結果が、彼だよ」

　ならば、自分のこれまで費やしてきた時間は無駄だったのか。

　一心不乱に、カノンに追いつこうとした自分の努力は──

「誤解しないでほしい、レティ。お前はよくやっているよ。ただ、彼のモチベーションが周りと比べてもちょっと強すぎるんだろう」

　まるでこちらの心を見透かすようにフォローを入れる。そんな不器用な兄の優しさが、レティシアをより、みじめにさせた。

　生まれながらにして〈操鎧士ラウンダー〉になることを決められていた自分と、

　己の意思で、災害の呼び手たる〈禍獣カラミテイ〉に立ち向かおうと決めた彼。

　その意志の強さなど、比べるまでもなかった。

　それでも──



（自分の居場所を得るためには、手段なんて選んでいられませんわ）

　そのために彼を利用しようとする自分が、ひどく穢けがれた存在に思える。人を道具とすることを『許せない』と言った彼だからこそ、なおさらだ。

　だからこそ、自分と同じであると言ってくれた彼に焦がれた。想おもいを重ねてほしいと思った。

　どれだけ頑張ったところで遠くかなわない存在。その背を追い続けたレティシアにとっては、距離を詰めるどころかどんどん遠くなっていく存在に自分の手が届くイメージができない自分にはもう、誰だれかの力を借りることで得るしかない。

　確固たる力を。自分の居場所を。

　そんな時、

「のう、ヌシよ？」

　声をかけられてレティシアは、思索の世界から引き戻される。一人でベンチを占領していたことに気づき、慌てて端に寄った。

　しかし声の主は、レティシアの前に立ったまま問うてくる。

「すまぬな。待ちきれず、迎えに来てしもうた」

「なっ──」

「おっと、大声を出すでない。あまり事を大きくするのは好かぬ。『アブソリュート家の娘が誘拐された』ではなく、『交換留学生として遣わされた』とした方がヌシの面目も保てよう？」

　声の主──クズノハはそう言ってレティシアを黙らせると、隣に座る。レティシアは何気ない風を装って尋ねた。

「どうやって、ここまで？　国家間の行き来は基本的に商人のみ。それも王都ではなく、商業都市に限定されている。〈披露戦〉の賓客として呼ばれるなどを除いてあなたほどの有名人が単身で国境を越えられることはないはずでしょうに」

「なに、ルートはいくらでもあるものよ。南の警備はザルじゃのう。オリヴィアに伝えておけ……と言いたいところじゃが、ヌシにその機会はなかったか」

「なにを、バカなことを」

「東に来い。ウチならヌシに居場所を与えてやれる」

　その声に圧力はなく、あくまでも穏やかな『提案』だった。レティシアは鼻で笑って一いつ蹴しゆうしようとするが、

「あなたに与えられなくても、ありますわ。わたくしにはわたくしの──」

　クズノハは、レティシアに最後まで言わせず言葉をかぶせた。

「あの二人の間に割って入ろうというのかや？」

「──っ！」

　レティシアはただ息を呑のみ、愕がく然ぜんとする。

　全部、見抜かれていた。レティシア自身が目を逸そらそうとしていたことすら、この賢人にとっては掌の上のことだった。

　クズノハはそんなレティシアをあざ笑うことなく、ただ苦笑する。

「まったく、古代の人間は酔狂よのう。こんな残酷なものを作るなど」

　クズノハの言うとおりだ、とレティシアは思う。古代の人間はなぜこんなものを作ったのか。

　こんなものがなければ、自分がここまで苦しまなくても済んだのに。

　どんなに迫ろうと、マキトの心の奥底にあるのはいつもククルのことばかりだった。そのことを指してクズノハは言っていたのだ。

　──ヌシの想おもいは報われぬ、と。

　レティシアは痛感する。あの一言は国も聖骸アルビオンも関係ない、一人の女としての助言だった。

　決して立ち入らせてはならない領域。そこに踏み込ませてしまったレティシアは、放心するしかない。

「言い方を変えよう。レティシア、ヌシの力を貸してくれぬか？」

　その一言がダメ押しだった。

　自分を必要としてくれる人がいる。その誘惑に抗あらがうことはできず、レティシアは問い返してしまう。

「……詳しく、お聞かせ願えまして？」



　　　○



　思っていた以上に列の進みが遅く、チュロスを買って帰ってくるだけで時間がかかってしまった。

「悪い、レティシア。お待たせ……って」

　ベンチは空っぽ。レティシアのやつ、どこに行ったのだろうか？

　前にもいつの間にかはぐれていたことを思い出した。迷子癖でもあるのか、あいつは。

　いや、ベンチになにか置いてある。風で飛ばされないように石が置かれたそれは、書置きだった。

『最後に伝えることがあれば、東区画の水門まで』

　文末に添えられたキツネのイラストに、言いようのない不安が襲った。

　まずい。このままだと、とんでもないことになる。そんな予感に突き動かされるように走った。

　王都の地理にはまだ詳しくないが、東区画の水門というのはすぐに見つかった。人ひと気けのない、静まり返った一角。地下水路へと続くその前で待っていたのはレティシアと……案の定、クズノハだった。

　全力で走ってきて息が切れそうだったが、力の限り叫ぶ。

「離せよ、そいつを！」

　そんな俺の様子を楽しむようにクズノハは、肩を揺らした。

「と、言うておるがどうするかや、レティシア？」

「構う必要ありませんわ。もう、関係ありませんので。行きましょう、とっとと」

「──ッ！」

　その感情を表現する言葉はなく、衝動に突き動かされるままに踏み出す。しかし、だ。

「ここっ。本当に、ヌシの動きは読みやすいのう」

「──!?」

　手首をつかまれた、と思った次の瞬間には視界が反転している。投げられたと気づいたのは背中が地面にぶつかってからだ。

「──かっ、ふ」

　地面にたたきつけられたことで背が圧迫され、肺の中の空気を押し出される。受け身をとらせる暇もない。〈師範〉の技と似ているけど、キレが半端ない！

　身動きを取ることすらできず空を仰いでいると、クズノハの金色の瞳ひとみがこちらを覗のぞきこんだ。

「ガキみたいなナリかと思うて油断したかや？　これでも昔、傭よう兵へい稼業をやっていたことがあってのう。……おっと。これはもらっておくぞ。せっかくだしのう」

　と、握ったままだったチュロスに手を伸ばされる。

「……よ」

　待てよ、と言いたかったが声が出なかった。それでも目で訴える。

　──それは、お前のために買ってきたもんじゃないんだよ。

「ほう？」

　クズノハは興味深そうにキツネ耳を動かすと取り上げたチュロスをレティシアに向ける。

「え？」

「ほれ。ヌシに、だそうじゃ」

　きょとん、と反応に困るレティシアの口にチュロスを押しこむとクズノハは、尻尾しつぽを揺らしながら俺の傍らにしゃがみ込んだ。

「愛いやつ、愛いやつ。のう、ヌシも来ぬか？　なにやら懐かしい匂においがするし」

「……ざ、……な」

　ふざけるな、と言いたいけどやはり声が出ない。クズノハは俺の回復を待つまでもなく立ち上がった。

「ま、気が向いたらでよい。ヌシの相方のこともあるしのう。とりあえず今日のところは、こやつだけで満足しておく」

　待てよ。帰るのは勝手だけど、そいつを連れて行くな。

　目で訴えるがレティシア本人からきっぱりとした決別の言葉を告げられた。

「マキト。もう多くを語る必要はないでしょう？　わたくしがクズノハ様の隣にいる。それが全すべてですわ」

「──」

　なにも言えない。投げられたダメージがどうこうではなく、レティシアの冷徹な目が俺になにかを言うことを封じていた。

「さようなら」

　そう言い残し、遠ざかっていく金色の巻き毛。

　その姿こそが、クズノハの技以上に俺の意志をへし折った。








　　第四章　白亜の城塞





　演舞場の常連にして格闘技の師でもある〈師範〉の言葉を思い出して、回復に努める。焦らず呼吸を深くし、体内に魔力を満たしていくイメージ……よし、もう歩くくらいはできるだろう。

　とりあえずは陛下に報告だ。ククルについて改めて調べるって言っていたし、二人とも研究室にいるだろうか？

　歩きながらさらに息を整え、走る準備をする。教導院の門の前に来るころには、駆け足くらいのスピードは出せるようになった。

　陛下の研究室がある教導院の地下は闇やみに包まれ、ひっそりと静まり返っている。俺は階段を下りたすぐ脇わきにある〈ファルの心髄〉に手のひらを乗せ、明かりをつけた。

　ぼんやりとした頼りのない明かりを辿たどって廊下の最奥を目指す。やがて行き着いた扉を俺は、ノックもなしに開け放つ。

「陛下っ！」

　俺の声に陛下は、ククルに渡そうとしていたグラスを取り落とす。学術書や設計図などで混こん沌とんとした部屋に破片が飛び散り、陛下はあたふたしたが俺を優先したようだった。

「どうしたのですか、血相を変えて」

「実は──」

　なにかを案じるように見開かれた目を向ける陛下に事の顛てん末まつを簡潔に話す。陛下は驚きこそしたものの、深呼吸をするとすぐに頭を切り替えた。

「アブソリュート元帥が地方の視察のため留守にしているのが痛いですね。カノンだけにでも連絡がつけばいいのですが……とりあえず、軍本部に行ってみましょう」

　さっそく動き出す陛下の後をククルと一緒に追う。レティシアのことはもちろんだけど、それとは別に気になることがあった。

「あの……こんな時になんですけどククルのこと、なにかわかりました？」

「いえ、逆に謎なぞが深まったというか」

　陛下は困ったように眉まゆをハの時にして続ける。

「マキトの時は特殊な体質とはいえ、計測自体は可能でした。しかし巫み女こ様については、それすらできなかったのです。私の邪推かもしれませんが……なにか意図的なものを感じさせます。巫女様が何者なのか、わからないようにしているような」

　今の段階ではただの直感にすぎないのかもしれない。だが、長年の研究という積み重ねがあるからこその直感だ。それを無意味と断じる理屈はなかった。

　重苦しい空気の中、軍本部へ向かう。建物に入るなり陛下は、近くにいた兵士に尋ねた。

「カノンはいますか？」

　陛下の剣幕に目を白黒させつつ兵士は答える。

「え？　あー……アブソリュートのやつなら、ちょっと前に訓練終わったんで、談話室にでもいるんじゃないかと」

「ありがとうございます」

　陛下は会釈して再び歩き始める。その様子に俺は考えを改めた。

　冷静というよりはむしろ、冷徹ともいえる陛下の態度。

　それは裏返せば、余裕のなさを意味していた。

　今にも小走りになりかねない早歩きの原因は焦燥。幼なじみを心配してやまない陛下の心境をこれ以上にないくらい表していた。

　二階の一室を訪れるなり陛下は、カノン先輩を見つけて声をかける。

「カノン。ちょっといいですか」

「陛下のお誘いとあらば、喜んで」

　いつも通りさわやかな笑顔で乗ってくるカノン先輩。

　だけど俺は見逃さなかった。一瞬だけ先輩が、事の重大さを瞬時に悟ったかのように鋭い顔を見せたのを。

　廊下を歩きながら陛下は先輩に問う。

「あまり事を大おお袈げ裟さにしたくないのですが、内密に話せる場所とかあるでしょうか？」

「ブリーフィングルームなら、適しているかと」

「なるほど。ではそちらへ」

「はい」

　と、歩調を速めて俺たちを誘導する先輩。そんな中で俺は、ふと思いつくことがあった。

「陛下。東が関係しているとなると、アーリーたちの意見も聞いてみたらどうですか？」

「たしかに。一理あります」

　あいつらなら東の内情にも詳しいだろうし、俺たちでは思いつかないような方向から案を出してくれるかもしれない。陛下はさっそく、営倉がある最上階へと進路を変えた。

　衛兵たちに一礼する余裕もなく陛下は廊下を進んでいく。アーリーたちの部屋の前に至るや否や、普段のおっとりとした雰囲気からは考えられないような勢いでドアを開けた。

　目を丸くする白黒コンビに陛下は告げる。

「相談したいことがあります。助言を頂ければ、と」

「こちとら暇ァ持て余してる身だ。退屈しのぎに聞いてやってもいいぜ」

　アーリーも陛下の様子がおかしいと察したのか、憎まれ口をたたきながらもうなずいた。アーリーとエセルを伴って俺たちは、今度こそブリーフィングルームへと向かう。

　教導院の教室ほどの広さの部屋。中央に置かれた円卓を俺たちは囲む。

「先ほど、教導院の生徒の一人が失しつ踪そうしました。そしてこれには東が──彼女をほしがっていたクズノハ様が関係している可能性が大いにあります」

「あの、くるくる頭か？」

　アーリーが鋭く問う。隠す必要はないと判断したのか陛下は、ゆっくりとうなずいた。

「……はい、その通りです。それが無理やり連れ去られたにしろレティシアの意志があったにしろ……私は、真意を問いたい。連れ戻すことはできなくとも、せめてどういう意図があったのか問いただしたい。ただそれだけの、私のわがままです。そんな酔狂に付き合えないという方がいればどうぞ、ご退出ください」

　動く者はいなかった。安あん堵どしたように一息つくと陛下は、机の上に地図を広げる。

「ご覧ください。アヴァル諸島の東側の地図です。協定により街道沿いのものしか情報はありませんが、とりあえずはこれを参考にします」

　陛下は地図の中央よりやや東に位置する部分を示す。

「東の首都、ウィンザーはここ。普通ならここにたどり着くまでに三つの関所を通らなければならないのですが──」

　陛下がそこまで言ったところでアーリーが口をはさむ。

「そっちにゃいねェと思うぜ。ババアは政治家を引退して以来、自分のラボに引きこもってるからな。連れて行くとしたらこっちだ」

　と、アーリーは北西部に広がる森林を指先でたたいて続けた。

「ババァが私的に所有してるラボの位置がここ。で、だ。一つ提案がある」

「……どうぞ。その提案とは？」

　陛下が続きを促すとアーリーは、誇るわけでもなくいつもの仏頂面で尋ねる。

「〈ルヴァ〉──東の聖骸アルビオンは動かせそうか？」

　陛下は、神妙な顔で首を横に振る。

「損傷がひどく、現段階では無理です」

「じゃ、南のを使うしかねェな。南の聖骸アルビオンでも〈ガンドッグ〉が生み出せるなら、オレらの術式で気づかれることなくババァのラボまで近づける」

　一様に衝撃が走った。そんな都合のいい話があるのか、と。

　中でも俺は、驚きをそのまま口に出してしまう。

「できるのか、そんなこと？」

「俺の本業は猟師だ。負け惜しみみたいに聞こえるかもしれねェが、本来なら正面切っての戦いなんて性分じゃねェのさ」

　肩をすくめるアーリーに呼応するようにエセルも得意げに八重歯を見せる。

「身を潜め、罠わなを張り巡らせて獲物を追い詰める。それこそが〈ガンドッグ〉の本領よ。本来の働きをするなら、今回みたいな件にはもってこいってわけ」

　陛下はそんな二人の真意を推し量るように、眼まな差ざしを注ぐ。

「強さの意味とはなにか……答えは、出たのですか？」

「おあいにく様だな。そう簡単に見つかれば苦労はねェ」

　だがな、と挟んでアーリーは自分の胸をたたく。

「オレぁ猟師だ。だから狩りの中にこそ答えがあると思ってる。部屋でおとなしく考えこんでいるよりも、獲物を追いかけてこそ答えに辿たどり着けると思ってる」

　アーリーはいつもの斜に構えた態度をこの時だけはしなかった。なにか決意を秘めた瞳ひとみで陛下に向き合う。

「行かせてくれねェか？　あの鼻持ちならないキツネに一泡吹かせるためによ」

　陛下は数秒ほど考えこみ、やがて深々と頭を下げた。

「お願いできるでしょうか？」

　陛下の出した結論にカノン先輩は食ってかかる。

「陛下、いいのですか？　このまま〈ユリゼン〉を奪って逃亡なんてことも──」

「心配だったらアンタもついてくるか？　機鎧ラウンド・ギアの一機くらいだったら、隠れ蓑みのの中に入れられるぜ？」

　挑発めいた問いかけをするアーリーに先輩は、一も二もなく首肯した。

「あぁ。レティはボクの妹だ。ボクがのんびりと帰りを待っていてどうする」

「へっ。美しい兄妹きようだい愛だな」

　皮肉っぽく鼻を鳴らすアーリーは置いておいて陛下は、告げる。

「ならば、決まりですね。クズノハ様のラボに奇襲をかけ、レティシアと接触。説得したのち、すぐに撤収。それが全すべてです。森に入ってからはアーリー、エセルドレーダのペアに任せるとしてそれまでは消耗を避けるためマキト、ククルのペアが聖骸アルビオンを運び、補助役としてカノンが同行。これに異論はありませんか？」

　それぞれ無言でうなずく。陛下はそれを受けて宣言した。

「明朝、六時より作戦を決行。時間までに軍本部、格納庫に集まること。それまで各自、体を休めてください」

　それで解散。寮に戻る道中、俺は感じていた。

　いよいよ、東との戦いが本格化してきているということを。



　　　○



　定刻に俺たちは王都を発たち、東へと向かった。

　アーリーたちの負担を減らすためせめてペリクリーズ領内だけでも、ということで〈クロウクルワッハ〉での移動となる。ただ歩かせている分には消耗が少ないのか、問題なく初日の目的地まで辿たどりつけた。

　ウィンザーとの国境にいちばん近いこの村で一泊。充分に休息を取ったのち再び東に向かい、夕方には件くだんの大森林についた。

　ここで交代。俺たちは聖骸アルビオンとの合一を解き、席を譲る。

「じゃ、後は頼む」

　アーリーは朽ちた揺りかごのようになったコクピットの前で棒立ちのまま。まさか、ここに来て気が変わった──ってわけじゃないよな？

「どしたの、アーリー？　しないの？」

　エセルはアーリーの首に自分の腕を回し、せがむように背伸びする。一方アーリーはエセルの問いに答えるでもなく、低い声で俺たちに向かって告げた。

「……テメェら。向こう行ってろ」

　なるほど。そういうことか。俺はすぐにアーリーの逡しゆん巡じゆんの理由を察したが先輩は、聖骸アルビオンを生み出すための儀式を──こづくりを知らないからか憮ぶ然ぜんと言い返す。

「馬ば鹿かを言うな。お前たちから目を離せるわけがないだろう」

「あー、カノン先輩？　大丈夫です。心配だったら後ろ向いているだけでいいですから」

「しかしメイフィールド」

　議論をこれ以上長引かせると、かえってややこしいことになる。そう判断した俺は、とっさに別の案を出す。

「アーリー。お前たちが向こうでしてくればいいんじゃないか？」

　アーリーも下手に話をこじらせたくないのか、俺の案を渋々飲んだ。

「……ちっ。駄犬、行くぞ」

「え、なになに？　人前でするの恥ずかしいの？　恥ずかしいんだ？　アタシは別にいいんだけどなー」

「う、うるせェな。とっとと済ますぞ」

　聖骸アルビオンの影までエセルの手を引っ張っていくアーリー。あいつら、つき合い長いはずなのに初々しいな。

　背を向けているとやがて、重たいものが地面に降り立つ音が聞こえてきた。振り返るとそこには見覚えのある黒い機体が立っている。

「ちゃんと生まれたみたい」

「だな」

　しげしげと俺は、生まれた〈ガンドッグ〉を眺める。かつて相対した漆黒の聖骸アルビオンが、こうして南の聖骸アルビオンとして生み出されるのはなんか妙な気分だ。

　外見にも以前、戦った時と違いは見当たらない。聖骸アルビオンの本質はやはり人間──乗り手によるものなのだろうか。

　なんてことを考えていると、エセルの口から謡が紡がれ始めた。

「《我は夜を纏まとう者。闇やみ夜よに殺意を隠す者。静せい謐ひつとともに、せめて安らかな終しゆう焉えんを汝なんじに与えん》……包め──“〝シリー・ギリースーツ”〟！」

　体を包みこむ、風が吹き抜けたかのような感覚。だがそれ以外に変化はなく俺は、頭上のアーリーに問いかける。

「これで、気づかれなくなってるのか？」

「試してみるか？　今の〈ガンドッグ〉ならその辺の野鳥に気づかれないように近づいて握りつぶすくらいのことは余裕だぜ？」

「おい、面白半分に鳥を殺すな」

　バードウォッチングを趣味とするようなカノン先輩ならではの指摘をアーリーは飄ひよう々ひようと受け流す。

「それもそうか。食いもしねえ獲物を狩るなんざ、猟師の主義に反する」

　アーリーはそう言いながら〈ガンドッグ〉の手を地面に下ろし、俺たちに乗るよう促す。俺とククルが言われたとおりに手のひらの上で腰を下ろすと手がゆっくりと持ち上がった。

「おぉう」

　つい、情けない声が漏れてしまう。視点の高さには慣れているつもりだが、魔力のフィールドに守られていない生身というのは不安なものがある。上下にけっこう揺れるし、目的地までリラックスというわけにはいかなさそうだ。

　森を進む途中、枝にとまったフクロウを見かけた。こちらにまるで気づいていないフクロウにアーリーの言葉が誇張でないと悟る。

　となると気になることがあるわけで。

「なあ。これ使えば前の戦闘も違う結果になったんじゃないか？」

　率直な俺の問いにアーリーは、不機嫌そうに眉まゆを寄せる。

「森の中で、かつ夜しか使えねンだよ。こいつが駄犬だから」

「アタシだけのせいにしないでくれる？　アンタが原因かもしれないでしょ？」

「〈原初の法〉は謡巫女バルドによるもんだろうが。だったらテメェが原因だろ」

「〈法〉に限らず森以外の場所だと全体的に性能下がるじゃない。その原因がアンタの虚弱体質のせいって疑い、まだ晴れてないし」

「言い訳すんな駄犬」

「いぬじゃない！　ってか、アタシが駄犬だったらあんたはダメダメ猟師でしょうが！」

　ぎゃーぎゃー言い合う二人だが、じゃれ合いみたいなものなので気にしない。二人ともよく飽きないもんだな。

　やがて、うっそうと木々が生い茂り月の光さえも閉ざした場所で俺たちは歩みを止める。ここで早めの休息を取って夜半に急襲、という手はずだ。

「きっつー。やっぱこの術式、消耗激しすぎ」

　聖骸アルビオンとの合一を解き、ぐてーっとだらしなく座席によりかかるエセル。とはいえ、そんな消耗のキツい術式を使いつつ森の中を三時間も進んだエセルのスタミナは驚嘆に値する。

　森に入ってからの行動は地理に明るいアーリーたちに一任することになっていたけど俺は、確認の意味で問う。

「クズノハの研究所ラボまではあとどれくらいなんだ？」

「今のペースで進めばあと二時間、ってところか。普段はこの辺まで哨しよう戒かいは来ねェが……事態が事態だからな。ババァも警備を増強してる可能性がある。気ィ抜くなよ」

　アーリーがぶっきらぼうに答えると、待機状態にした〈ドライグ〉からカノン先輩が声をかけてくる。

「気を抜くなと言われた直後で申し訳ないけど、近くに川か湖でもないかな。汗をかいたから体を流しに行きたいんだ」

「だったらまっすぐ行きゃ湖がある。そんなに離れてねェし、すぐわかる」

「ありがとう」

　カノン先輩が軽やかに地面に降り立つと、エセルがもぞもぞと体を起こした。

「一人で行くと危ないでしょ？　迷うかもしれないしアタシ、ついていくわよ」

「いや、心配には及ばない。キミたちは休息に努めてくれ」

「そ、そう？　なら……好きにしなさいよ」

「駄犬。他人にかまってないでとっとと寝ろ。テメェが一番、消耗してんだから」

「わふん」

　アーリーはエセルの頭に毛布をかぶせると、エセルのいるコクピットに自分の体を滑り込ませた。

「な、なにやってんのお前っ？」

「は？　なにって、こっちの方が緊急時にすぐ聖骸アルビオン生めるだろうが」

　エセルを膝ひざの上に乗せるように動かしつつ答えるアーリー。合理的であると言えばそうなのだが……これが、幼なじみというやつか。

　感心するような、呆あきれるような。声を失っているとアーリーに続けて言われる。

「見張り、頼んだ。オレもちょっと仮眠させてもらう」

「ああ、お疲れ。ククルも寝ておけ。見張りなら俺一人でも充分だから」

「ん」

　ククルは畳んであった敷物を広げ、その上で毛布にくるまる。すぐに寝息が聞こえてきて、こうなったらしばらく起きないことは一緒に暮らしているうちに知っていた。

　闇やみに閉ざされ、動物の息遣いも聞こえないような世界。空を見上げても木々に覆われ、星さえ見えなかった。

　手持無ぶ沙さ汰たなせいか、嫌でも考えてしまう。

　レティシアがどうしてクズノハについていったのか。

　なにか、条件でも示されたのだろうか。たとえばあいつが東に行く代わりに、クズノハはペリクリーズに手を出すようなことはしない、とか。

　そういう政治的な駆け引きであってほしいというのは俺の願望か。レティシアが自らの意志で東に行くことを選んだと思いたくないが故の。

　どうしても主観が入ってしまいこれ以上考えても無駄だと悟ってしまった。その時、だ。

　繁しげみが揺れるかすかな音がした。

「──！」

　夜行性の動物かもしれない。俺が気を張り詰めているだけかもしれない。

　だが、そうじゃなかったら？

　注意深く夜や闇あんに目を凝らす。夜目はきく方だ。くっきりとまで見えなくても、動くシルエットくらいなら──

　捉とらえた。間違いない。遠くに見えるあれは動物ではなく、人のものだ。

　声を押し殺して俺は、アーリーたちに呼びかける。

「おいっ。哨しよう戒かい、すぐ近くまで来てるぞ！」

　アーリーたちの反応は即座だった。眠っていたことを感じさせない素早さで二人はこづくりを済ませ、揺りかごに乗りこむ。

　機甲ガントレツトに腕を通しつつアーリーは尋ねる。

「駄犬。“〝ギリースーツ”〟いけるか？」

「ちゃんとこういうときのために、余力残してるわよ！」

「上出来！」

　途端に周囲から隔絶されたような空気に包まれる。よし、これでこっちは安全だ。

「カノン先輩呼んでくる！　こっちは頼んだ！」

　返事を聞くよりも早く身をかがめ、慎重かつ迅速に進む。間に合ってくれよ……！

　アーリーが言っていた通り湖はすぐそこだった。遠くにうっすらと先輩の人影も見える。

「せんぱ──」

　声をかけようとして俺は違和感に気づく。なにかあのシルエット……体つきが丸っこいというか、胸のあたりにふくらみがないだろうか？

　湖のほとりで足を止めると、ちょうど月を隠していた雲が流れて俺たちを照らし出す。

　目の前にいたのは、カノン先輩によく似た女子だった。

　まるで双子の姉か妹のように瓜うり二つ……いや、認めざるを得ない。

　カノン先輩本人だ、これ。

「──」

「──」

　目が合う。お互いになにも言えず、その場で彫像のように固まってしまう。

　気まずいなんてことを考える余裕すらなかった。あり得ないという単語だけが俺の頭の中に残り、目を逸そらすこともできず立ち尽くす。スタイルは全体的に均整がとれているのにレティシアの兄……いや、姉（？）なだけあって立派なものをお持ちだ。隠そうとしたところでハト胸になってしまうのも納得である。

　いや、おっぱい判定をしている場合じゃない。足音が近づいてきている！

「と、とにかくこっちへ！」

「あ、メ、メイフィールドっ？」

　先輩の手を取って、近場の藪やぶの中に隠れる。とっさに転がり込んだはいいが、体勢がまずかった。

　俺がカノン先輩を押し倒し、しかも胸に顔をうずめるような形になってしまった。華きや奢しやなのに柔らかくて、やはり女の子だなぁなんて──って、そうじゃない！

　カノン先輩は震える声で訴えてくる。

「メ、メイフィールド。その、くすぐったい……」

「す、すみません。しばらく、我慢してください」

「しゃ、喋しやべられると余計……ん……っ」















　声を押し殺して耐えるカノン先輩。すみませんすみません本当にわざとじゃないんです。

　やがて、物音を獣のものと思ったのか次第に足音は離れていった。俺は脱力してカノン先輩から離れる。

　盛大に息をつく。柔らかいしいい匂においだった……って、だからそうじゃない。

「あ、あの、先輩。本当にすみませんでしたっ」

　責任なんてどうやってとっていいかわからない。そもそも、なんで先輩が男装しているのかもわからない。

　とにかく謝るしかないと平身低頭する俺を先輩は、やんわりと遮った。

「いや、騙だましていたこちらにも非がある」

　裸身を隠すように自分の体をかき抱き、どんなときでもまっすぐこちらを見据えていた瞳ひとみを先輩は伏せる。それは、教導院で周囲の憧あこがれを一身に受けていた時とは程遠い、か細い姿だった。

　だからだろうか──そんな一面ごと先輩を理解できれば、と思ったのは。

「訊きいても、いいですか？　なんで男としてふるまっているかって。あ、言いたくなかったら全然かまわないんで。なにも見なかったことにします、俺」

　俺の問いに先輩は、ゆっくりと首を横に振る。

「……いや。バレてしまった以上、説明しておいた方が余計な誤解を生まないだろう。話すよ、全部」

　先輩は小さな溜ため息いきをつくと、「笑わないでくれよ？」と前置く。俺がそれにうなずくと先輩は、眉み間けんにしわを寄せたままつぶやいた。

「父さん、男の子が欲しかったらしくてさ」

　……はい？

「え？　そんな我がままのために男として育てられたとか？」

　思わず問い返すと先輩は、頭痛をこらえるように眉間のしわをなぞる。

「というか、男が生まれてくることしか考えてなかったらしくて同僚とかにも男の子って言いふらしたために後に引けなくなってしまったっていうね……」

「こう言ってはなんですけど、元帥がそんなんで大丈夫なんですか、この国」

「うん、父とうさんもそれから反省したのか、かなり思慮深くなったらしいよ」

　ははは、と笑って流す先輩。大した人だ、と言わざるを得ない。人生を狂わされたといっても過言ではないのに。

　それには、彼女なりの理由があった。

「でもね、ボクは父さんに感謝しているんだ」

「感謝？」

「男であるほうが、陛下の傍そばにいるには都合がいいからね。なんだかんだで、戦うのは男の仕事っていう風潮がまだこの国にはあるんだ。女性の操鎧士ラウンダーもいるけど、それを快く思わない人間も悲しいことにいるんだよ」

　夜の魔力だろうか。まるで旅行先で好きな女の子について語り合うように先輩は、はにかみながら告白する。

「親しまれるがまだ年若い女王とそれを支える騎士。そういう歌劇みたいなイメージで周りがボクを縛ってくれるのは正直気が楽だ」

　吐き出される天才の本音。

　その根底に流れるのは、単純な理由だ。

「先輩は、陛下が大事なんですね」

　自分の人生がどうなろうと、陛下を守れるなら些さ細さいなこと。カノン先輩の口ぶりから伝わってきたのはその一点に尽きる。

「ああ、そうさ。白状してしまえば国よりも陛下の身こそをボクは優先するだろう。仮に陛下の命と引き換えに国が守られるような状況でメイフィールドが国のために戦うのだったらボクは、きっとキミの前に立ちはだかるんだろうね」

　冗談めかしているが俺は察した。

　この人の覚悟は、本物だ。

　こわいな、と思う。先輩の技術ではなく意志こそを俺は恐れていた。

　そう考える一方で先輩は、思いつめたような表情で俺に請うてきた。

「今のボクの立場があるのは、ひとえに男と思われているからだ。だから……頼む、メイフィールド！　このことは、どうか秘密にしてくれ！」

　一瞬、きょとんとしてしまう。そんなことは、改めて請われるまでもなかったからだ。

「わかってますよ。先輩が今まで男としてふるまってきた努力を俺なんかが無駄にしていいわけないじゃないですか」

　そう告げると先輩はまじまじと俺の顔を見て、やがて顔をほころばせた。

「キミは、その……いいやつだなっ」

　なぜだろう。先輩が異性とわかってしまったからか、それだけの言葉が無性に恥ずかしくなる。

「べ、別にっ、これくらい、と、当然っていうか」

　異性と意識してしまったせいか、かわいらしく思えてしまう。よくよく見てみればレティシアの面影がある整った顔といいすごく魅力的なのだ、先輩は。

「そ、それより早く戻りましょう。エセルたち、今も術式使ってベースキャンプかくまってるでしょうから」

「あ、ああ」

　いそいそと服を着なおす先輩を待ってから、野営場所に戻る。

　俺たちを見るなりエセルは、からかうように声をかけてきた。

「おかえり。水浴びしてるところにちょうど出くわして『きゃーっ、えっちー！』なんてことにならなかった？」

「なっ、なんで、それをっ？」

　うろたえる先輩にエセルは、軽く肩をすくめる。

「ラッキースケベはカマかけただけだったんだけどね。でもアンタが女だってことくらいはわかってたわよ。匂においでね」

「そ、そんなに、匂うだろうか？」

　恥じらうように自分の手首の匂いを嗅かぐカノン先輩。ちらっ、とコメントを求めるようにこっちを見るので俺は慌てて首を横に振った。

「いやっ。匂うなんて、全然そんなことないですよっ？」

「心配しないで。アタシの鼻が優秀すぎるだけだから。現に、このダメダメ猟師は気づいてなかったみたいだし」

「うるせェよ。駄犬のくせに調子乗んな」

　相変わらずのやり取り。それにしても……エセルが最初からカノン先輩の性別を見抜いていたってなると、先輩が水浴びに行くときに同行を申し出たのは同じ女として一人で行かせるのが気がかりだった、ってことか。

　駄犬呼ばわりされているせいでそのイメージが強いけど、周りへの気配りができるやつなんだよな。自分のことでいっぱいいっぱいな俺としては見習いたい。

「エセル。お前の自慢の鼻を見込んでちょっと相談したいんだけど」

「ふふん。なんでも言ってちょうだい」

　自信満々なのか、ゆっさゆっさと尻尾しつぽを振って見せるエセル。俺は不意打ちするつもりで単刀直入に切り込んだ。

「匂いでククルについて、なんかわからないか？　あいつ、記憶なくしてて自分でも自分のことを知らないらしいんだ」

　俺の問いにエセルは、困ったように眉まゆ尻じりを下げた。

「なんか、って言われてもね」

「陛下の話じゃ、六〇〇年生きてるらしいんだ。普通の存在じゃないのは間違いない」

　俺がそう伝えるとエセルはあっさりうなずく。

「ああ、そういう点では……似てるかも。ババアの匂いに」

　ババア、というのは別に加齢臭がするとかそういう意味ではない。ここでババアという単語がさすのはクズノハのこと。つまり──

「……だろう、な。純粋な精霊種にしろその血が混じっているにしろ、そういう要素があるんじゃないかっていう気はしてた」

　そこからさらに俺は、自分の推理の裏付けを得ようと踏みこむ。

「精霊種ってのは、土地と関係が深いものだろ？　だったら、ククルの匂いからどこにルーツがあるか探れないか？」

　精霊種が持つ土着神としての性質。ククルゆかりの土地──すなわち故郷がわかれば、それが記憶を取り戻すカギになるかもしれない。

　しかしエセルはあっさりと首を横に振った。

「残念ながらそこまではわからないわね。少なくとも、アタシが行ったことのある土地にはあの子と同じ匂いは感じなかったわ」

「そうか……」

　エセルの行ったことのある範囲というと、せいぜいウィンザー領内だけだろう。そうなると南の巫み女こであるククルとは縁がなくてもしょうがない。

　手掛かりを得たと思ったらまた途絶えたか。徒労感に俺がため息をつくとエセルは、あくびをもらす。

「……ごめん。おしゃべりはここまで。明日も激務だし、今度こそ休ませてもらうわ」

「ああ。明日もよろしくな」

　自然とそんな言葉が出てきたことに自分でも驚いた。敵だったはずなのに今や、打算のない信頼をエセルやアーリーに抱いている。

　エセルも意外だったのか目を丸くしていた。変な奴やつだと思われてしまったかもしれない。なにか弁明しようとあれこれ考えていると、エセルははにかんだように八重歯を見せた。

「任せといて」

　その笑顔を見て俺は、弁明の必要はないことを悟る。

　仲間に信頼を抱くのは、当然のことなのだから。
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　ウィンザー連邦の北西部を占める大森林。ペリクリーズの格納庫ハンガーに似た武骨な匣はこが、森の一部をくりぬいたかのように存在していた。

　クズノハの研究所ラボ。更衣室と札が下げられた部屋から出てきたレティシアは、露出している部分を守るように自分の体を抱いていた。

「これ、ちょっと……布の面積、少なすぎじゃありませんの？」

　レティシアが着ているのはエセルが着ているようなウィンザー軍の制服だ。肌にぴったりと密着するタイプで体のラインが浮き彫りになるのに加え、その布は肝心な部分しか覆っていない。形のいいヘソすら丸出しでレティシアは、なぜにこんな間抜けな格好を、と憤っていたのだが──

「だがそれがいい！」

　部屋の外で待っていたクズノハは腰に両手をあててふんぞり返ると、間髪を容いれず声を発する。その潔さにレティシアは、反論をあきらめた。

「こんな格好をさせるからには、相応の力をくれますのよね？」

「百聞は一見にしかず。まずは見てもらおうかのう」

　クズノハは先に立って歩きだし、レティシアを案内する。

　研究所ラボにして、格納庫ハンガーを兼ねている広大な空間。クズノハが私的に使用している施設のためか人員はあまり多くはなく、ペリクリーズの格納庫の熱気とは対照的に音が混ざり合っていない。

　その最奥──一機の機鎧ラウンド・ギアの前でクズノハは足を止めた。

「これが、ヌシが乗ることになる機鎧ラウンド・ギアよ」

　ライトが照らし出すその機影にレティシアは、息を呑のんだ。

　まだ塗装が施されていない金属の色味そのままの機体は、異形にもほどがあるクズノハの機鎧ラウンド・ギア、〈ギャリートロット〉と違って南の機鎧ラウンド・ギアに近いデザインだ。意匠の違いこそあれど従来の機鎧ラウンド・ギアの流れを感じさせるが、レティシアは同時にもう一つの感想を得る。

　目の前にあるのは機鎧ラウンド・ギアというより──

（聖骸アルビオン、ですの？）

　マキトたちの乗るそれをイメージさせる。

　その根底に流れるものは、想像上の生き物──『竜』だ。

「まだ試作段階じゃが、完成した暁にはこの国の始祖と同じ名をつけようと思うておる。魔眼の王の名をのう」

　圧倒されて声を失ったと思われるのが癪しやくでレティシアは、相あい槌づちを打つ。

「大きい、ですわね」

「ああ。聖骸アルビオンと同じサイズにしてある。なにせドライブの二個付け。この巨体でも無理なく動かせるどころか、聖骸アルビオンと同等の性能を持っておると自負する。短所を挙げれば〈原初の法〉が使えぬことじゃが、そこは装備でカバーじゃのう」

　鈍色にびいろの巨体を眺めつつクズノハは続ける。

「装備については今のところ、南と同じくランスとタワーシールドのスタンダードなものに加え、サブウェポンとして〈ギャリートロット〉の腕を応用した多節剣を帯びさせておる。ウチとしてはもっと遊び心がほしいところじゃが、そこは追々慣れとくれ」

「追々って……なにさせるつもりですの？」

「ウチとしてはもっと脛すねカッターとかパイルバンカーとかワイヤー射出させたりとかロマン溢あふれる装備積みたかったんじゃがのう。なにかアイディアないかや、ヌシよ？」

「なにか、と言われましても。わたくし、現行の機鎧ラウンド・ギアの性能を引き出すので精いっぱいでしたし新しい装備なんて思いつきませんわ」

「なんじゃ、つまらぬやつよ。南ではそれでよかったのかもしれぬが、こっちに来たからにはこっちの流儀に従ってもら──」

　クズノハは不意に言葉を途切れさせ、双そう眸ぼうを鋭くする。

「ヌシ……その髪」

「な、なんですの？　わたくしの髪がどうかしまして？」

　レティシアは自分の髪を隠すように両手でクズノハの視線を遮る。クズノハはひょいと体を傾けて、レティシアの髪をまじまじと見つめた。

「いや、この螺ら旋せんを見ていると、ビビッとくるものがあってのう。なにか、イメージがここまで出かかっておるのじゃが」

　頭の両りよう脇わきでくるくる指を回すクズノハにレティシアは、頬ほおを染めて抗議する。

「ちょ、ちょっと。その指の動き、やめてくださいまし」

「そうかや。ま、この閃ひらめきについては追々じゃの。とにもかくにも、まずは飛べぬことには話にならぬ」

　レティシアは自分の耳を疑い、クズノハの正気を確かめるように問うた。

「飛ぶ……ですって？　それって機鎧ラウンド・ギアが、ですの？　鳥のように、空を翔かけると？」

　それを受けてクズノハは、「ここっ」と喉のどの奥で笑い声を転がす。

「そんなものではない。羽ばたきなどを必要とせず、天に浮かぶ。仮にも神の模倣を名乗るものじゃぞ？　そうあるべきであろう」

「たしかに天上高くあるというのは神々のイメージですけど……それにしたって、機鎧ラウンド・ギアを飛ばすだなんて」

　俄にわかには受け入れがたい発想に戸惑うレティシアにクズノハは問う。

「レティシア、知っておるか？　東の海岸ではの、遠くにうっすらとなにかが見えるのよ。島──いや、大陸のようなものがの」

「海の外に……他ほかの世界が？」

「そう、世界よ。ウチらが生きているこの世界は、ウチらが思うておる以上に広い。ならば行ってみたいと思わぬか？　かの海嘯つなみの禍獣カラミテイの頭上を飛び越え、未いまだ見ぬ土地へ」

　クズノハの小さな体が何倍にも大きく見えた。そのことでレティシアは実感する。東では王政という制度こそ滅んだがクズノハは、間違いなく王の器なのだと。

　だが、力は使いようによっては滅びを加速させる。

「あなたは……なにを考えていますの？」

「なぁに。長年生きていると倦うんでくるだけよ。見知ったものに」

　そう言って八重歯をのぞかせるクズノハにレティシアは理解をあきらめた。三〇〇年という年月を生きていくうちにクズノハは多くのものを得るのと同じくらい、摩耗してきたのだろう。そう考えることくらいしかできなかった。

　クズノハの下で働くことを今さらためらいはしない。それでも、確認したいことがある。

「……ねえ、どうしてわたくしでしたの？」

　クズノハは答えず、値踏みするような視線をレティシアに注ぐのみ。「試されている」と感じながらもレティシアは、さらに踏みこむ。

「わたくし以外にも人材はあったでしょうに。それこそ聖骸アルビオンの乗り手たちや、あるいはお兄様とか」

　敢あえて劣等感を隠さず問うた。その意味を汲くんでくれたのかクズノハは淡々と語りだす。

「ヌシを見たのは、去年の王都での〈披露戦〉の時じゃ。前座として行われた一五歳以下の部門の大会に出ていたヌシは、どこか演舞ロンドのミニチュアを持て余しているように見えた。まるで出力が強すぎるようにの。ヌシの兄には見られなかった特徴よ」

　レティシアはなにも言い返すことができない。ずっと負けた時の弁解のようで言い出せなかったこと──演舞ロンドでは常に『手加減』をしなければいけなかったことを、この賢人だけは一目で見抜いていた。

「それをきっかけに、ちと思い出しての。一〇〇年ほど昔、没落しかけた貴族に相談を持ちかけられたことを。〈ダグザ・ドライブ〉の性能が上がるにつれて時代に取り残されることを嘆くそやつにウチは、世代を重ねることで魔力を強める方法を教えてやったのよ」

　レティシアの背に戦せん慄りつが走る。話の流れからしてその『没落しかけた貴族』というのが誰だれを指すのか、問うまでもなかった。

　多くを語らずとも自身のルーツを悟るレティシアにクズノハは、満足げに目を細めた。

「あれから三、四世代といったところか。意外に早く実験の結果が出たようなので詳しく調べさせてもらおうと思っての」

「まさか……アブソリュート家が、東と内通していたというんですの!?」

　その事実に震えるレティシアにクズノハは、しなやかに受け流す。

「驚くことではない。国家間として繋つながりがなかっただけで、ウチ個人としてはヌシの父とも王家とも知己の仲よ。特にあの男──ヴィクトールはウチの言葉を真に理解できる数少ない一人じゃった。あやつさえ生きておればこの機体にふさわしいのは……いや、過ぎたことを悔やんだところで詮せん方かたないか。年とし甲が斐いもない嘆きをしてしもうたな。忘れよ」

　クズノハが自じ嘲ちようめいた笑みをこぼすと、背後のドアが開いた。ウィンザー軍の制服に身を包んだ男は、姿勢を正しクズノハに報告する。

「クズノハ様、例の仕掛けに反応が」

「やはり来たか。ここまでは順調よの」

「仕掛け？」

「森の中の猟犬どもを見つけることはたやすくない。じゃが、存在そのものが消えているわけではない。走れば木の葉が揺れるように、存在を感知するくらいなら準備があれば造作もないわ」

「猟犬……なんのことですの？」

「ヌシを迎えに来ているのよ、ウチの息子どもが。というわけじゃ。さっそく出撃してもらうぞ」

「敵国の迎撃を、寝返ったばかりのわたくしにさせようと？　それはちょっとおめでたいんじゃなくって？」

「心配には及ばぬ。万一の時のために、ウチが付き添ってやろう。……あー、そこの！　ウチの〈ギャリートロット〉、出せるようにしておけ！」

「はっ！」

　呼び止められた兵士が黒い異形の機鎧ラウンド・ギアに向かって走っていく。クズノハはそのまま目だけを動かして横のレティシアを流し見た。

「それに、のう。この事態だからこそよ。かつて仕えた国がヌシを取り戻しに来ている。ヌシを試すとしては──決別の意志を示すとしては、これ以上ない好機じゃろう？」

　覚悟を量るような視線にレティシアは、「望むところだ」と応じる。

「問題ありませんわ。やりますとも」

「うむ。結構、結構」

　八重歯を見せてうなずくとクズノハは、うってかわって粛とした声で告げる。

「者ども、準備をせい！　今この時を以もつて我らの──人間の智ちの結集が、神へと届く刃になりうるかどうかの試しをする！」

　あちこちから返ってくる不ふ揃ぞろいながらも力強い声。クズノハは物思いにふけるように鋼の巨体を見上げた。

「頼むぞ、レティシア」

「言われなくとも」

　昇降用のロープをつかみレティシアは、軽やかに機体を駆け上がる。機甲ガントレツトに腕を通す間際、そこに機体の銘が刻まれているのに気付いた。

　東の始祖、魔眼の王の名を持つこの機体を南出身の自分が駆ることに皮肉めいたものを感じる。それを祖国に対する未練だとしてレティシアは、今はただ目の前のことだけに集中することを自身に強いた。

「レティシア・アブソリュート。試作型〈バロール〉」

　できれば、彼らが来ていませんように。

　そんな想おもいすら殺してレティシアは周囲に告げる。

「──出撃しますわ」



　　　○



　研究所ラボらしき建物が見えてくると同時に地響きがした。

「なんだっ!?」

　どうやってレティシアの真意を問いただそうか考えていたところに突然の揺れ。アーリーは遠くを見据えて舌打ちをした。

「ちっ。南の、一いつ旦たん下ろすぞ」

「アーリー！　どうなってるんだ!?」

「離れてろ。すぐに戦闘だ。巻き込まれてもしらねェぞ」

「戦闘？　俺たちの姿、向こうからは見えてないんじゃないのか？」

「言い訳は後でするからグズグズすんな！」

　地面に下ろされると俺は、ククルの手を引いて言われたとおり距離を取る。振り返ると俺の目にもその姿が見えてきた。

　大型のタワーシールドを構え、研究所から一直線に突き進んでくる一機の機鎧ラウンド・ギア。俺の知る〈ドライグ〉や〈ミスルト〉ともクズノハが乗っていた東の機鎧ラウンド・ギアとも違う威容は、どことなく聖骸アルビオンを思わせた。

　敵影にエセルは驚きよう愕がくの声を上げる。

「ババアが造ってた新型!?　完成したの!?」

「未塗装だし試作機ってとこだろ。そんなもんを正面からぶつけてくるたぁ、なめられたもんだぜ。──駄犬！」

　阿あ吽うんの呼吸。アーリーの呼びかけにエセルは、〈原初の法〉を発動させる謡をもって答えとする。

「《闇やみの帳とばりは落ちた。逃げまどえ、怯おびえ、漆黒の牙きばに震えろ》」

　黒の聖骸アルビオンの足元から広がる彼らの狩場。次の瞬間──

「穿うがて──“〝ナイトハント”〟！」

　湖沼のような影から無数の銃が林立した。

　俺たちと戦った時とは比べ物にならない規模。これが地の利を得た〈ガンドッグ〉の本領か！

「森の中の〈ガンドッグ〉に勝てると思ったかよ!?」

　アーリーがそう吠ほえて足元から漆黒の猟銃を抜く。その銃口から放たれる弾丸は、強固な禍獣カラミテイの甲殻を紙のようにたやすく貫通する。

　だが敵の動きの方が速かった。アーリーが狙ねらいを定めるより先に、腰に帯びた剣に手を伸ばす。

　かと思った瞬間、月光を反射させてそれが閃ひらめいた。

　猟師の勘がその危険性を察知したのかアーリーは裂れつ帛ぱくの声を発する。

「伏せろ南のォ！」

　反射的に言われるとおりにした。ククルの体を抱えて地面に倒れこみ、アーリーやカノン先輩は逆に跳躍する。

　直後、俺の頭上をなにかが通り過ぎていくのを感じた。

　その正体は伸びる刃。クズノハが乗っていた異形の機鎧ラウンド・ギアの腕を思わせるそれは、腕とは別の性質を備えていた。

　すなわち、鋭い切れ味を。

　伸びた刃の節が鋸のこぎりのようになって木々を斬きり払う。一気に見晴らしがよくなり、森というよりはただの野となった一角を見てアーリーは吐き捨てる。

「クソが。地図、書き換えるつもりかよ？」

　冗談めかした一言と裏腹に、事態は深刻だ。エセルから鋭く、それを告げる言葉が飛ぶ。

「アーリー！　〈ガンドッグ〉の性能が急速に落ちてる！　気をつけて！」

「言われなくてもわかってる！」

　森という土地の性質が失われたためか“〝シリー・ギリースーツ”〟の効果がなくなる。姿を現した〈ガンドッグ〉に対して、敵の操鎧士ラウンダーは声をかけてくる。

「東の詠士ドルイドと謡巫女バルドですのね。南に寝返りましたの？」

　聞き間違えるはずもない。

　もう俺にとってはなじみ深い声だった。

「なんでだよ」

　敵機のコクピットに座っているのは、金色の巻き毛の少女。

　敵てき愾が心いを秘めた瞳ひとみでこちらを見据える彼女に俺はありったけの声で叫ぶ。

「なんでお前がそっちの機鎧ラウンド・ギアに乗ってるんだよ、レティシア!?」

　その可能性を考えていないわけではなかった。それでも信じたくなくて、ずっと否定してきた事実が目の前に突き付けられる。

　俺の慟どう哭こくをアーリーは、鼻で笑って一いつ蹴しゆうする。

「この期に及んでなに言ってんだ。寝返ったのはお互い様、ってことだろうが」

　その通りなのだけど、納得できるわけがない。こうして俺たちの前に立ちはだかるレティシアを実際に見ても、だ。

「レティ──」

　妹の名前を呼びながら止めに入ろうとするカノン先輩の前に一機の機鎧ラウンド・ギアが立ちはだかる。

「おっと、二対一のような無粋はよしてもらおうか。せっかくヌシの妹の初陣じゃぞ？」

　異形の機鎧ラウンド・ギアの中でクズノハは、余裕に満ちた笑みを浮かべる。

「邪魔をしない限り、こちらから手は出さぬ。ゆるりと観戦しようではないか」

「くっ……」

　カノン先輩もクズノハの実力をわかっているからか、迂う闊かつには動けない。張り詰める空気の中、アーリーはふてぶてしく問う。

「それにしても、どういうつもりだ？　探す手間ァ省けたのはありがてェけどよ。テメェ殺したらオレはあのお人好よしになんて詫わびればいいんだよ？」

「それを考える必要はありませんわ」

　レティシアは多節剣を腰に戻すとシールドの裏に取り付けていたランスを構え──

「あなたは、わたくしに負けるのですから」

　踏み込んだ。それに合わせてアーリーが銃口を敵の機体に向けようとするがレティシアは、絶妙のタイミングで機体を左右に振ってそれを許さない。

　速い。機動力はあのクズノハの機鎧ラウンド・ギアと同じか、それ以上だ。

　アーリーも物量で押そうとするが、一発撃つごとに銃を交換しなければいけないせいで後手に回っている。だが、〈ガンドッグ〉の恐ろしさは魔弾だけではない。魔弾の威力のせいで忘れてしまいそうになるけど、やつらは決して銃使いガンナーではない。

　狩人ハンターであることこそが、アーリーたちの本質だった。

　それを証明するようにレティシアの乗った機鎧ラウンド・ギアの足が、黒い牙きばに捕らわれた。

「獲とった！」

　反射的に俺は拳こぶしを握る。ベアトラップ──獣の顎あごのように両側から足首を挟みこむ罠わなが、がっしりと敵の機鎧ラウンド・ギアの足に食い込んでいた。

　俺が戦った時にはククルの術式のおかげで助かったけど、レティシアにそんな芸当はできない。もはや魔弾を避けるすべはなく、勝負は決まった。

　だがレティシアはその場の誰だれもが予想しなかった行動に出た。

　強引にその束縛を振り切ったのだ。

　生物であれば足に牙が食い込む痛みで怯ひるんでしまうところだが機鎧ラウンド・ギアは、視覚や聴覚を共有するといえども痛覚まで再現するわけではない。だからこそこんな力任せの行動に踏み切れる。

　あの機動性を誇る脚力なら、これくらいできて当然だった。そのことを見落としていたのはこちらのミスだ。

　完全に予想外の事態だったのだろう。アーリーの回避は間に合わず、レティシアのランスが〈ガンドッグ〉の腕を削る。

　銃を抜きながら後退するアーリー。レティシアは巧みにその射線から逃れながら、距離を離されないように追随する。

　ふと、レティシアの動きが気になった。あの魔弾を前にしては盾など無意味。ならば防御を捨ててあの伸びる剣で牽けん制せいしながらの方が距離は詰めやすいだろう。

　俺ならそうする。また、レティシアもそのことに気づいていないはずがないだろう。

　ならば理由があるはず。その時俺は、〈ガンドッグ〉の頭部に灯ともる明かりに気づいた。

　まさか──

「アーリーの眼め、か？」

　アーリーの特技である読心は、あくまでもあいつの眼に由来する。その攻略法として、もっともシンプルな答えがこれだ。あのシールドは、アーリーの視線を遮るためのものだ。

　レティシアがとうとうランスの届く射程に〈ガンドッグ〉を捉とらえる。こうなれば銃の有利は失われ、アーリーは防戦一方になる。

　アーリーの技術はたしかにお世辞にも高いとは言えない。だがそれ以上にすさまじいのは、レティシアの力量だ。

　カノン先輩を思わせる、機先を読む動き。あの授業のときの俺と同じようにアーリーは手も足も出せず封殺される。

　俺と演舞ロンドをしていたときには手を抜いてくれていたのか、それともあの機鎧ラウンド・ギアとの相性がいいのか。どちらにせよ、一つの迷いが生まれてしまう。

（レティシアに本当にふさわしい居場所は、ここなのか？）

　俺の動揺が伝わったかのように〈ガンドッグ〉が着地の姿勢を崩す。その隙すきを逃すレティシアではなかった。

「そこっ！」

　すかさず大盾で重圧をかけつつ、足元を刈る。ただでさえバランスを崩していた〈ガンドッグ〉は踏ん張りきれず、大地に仰ぎよう臥がした。

　倒れた〈ガンドッグ〉のコクピットにレティシアは、ランスの先端を突きつける。

「こんなものでして？　東の詠士ドルイドの実力は」

「……ちっ。クソが。機鎧ラウンド・ギアの性能がいいだけで調子に乗りやがって」

「性能に頼っているのはあなたも同じじゃなくって？」

　反論のしようがないのか黙りこむアーリー。代わって、というわけではないが俺は声を張り上げた。

「レティシア！　もうやめろ！　なんの意味もないだろ、こんな戦い！」

　闇やみ夜よに俺の声が木霊する。こんなこと虚むなしいかもしれないけど……届かないかもしれないけど、それでも言わずにはいられない。

　レティシアは考えこむように身動きを取らなかったが、やがてぽつりとつぶやいた。

「そうですわね」

　レティシアは、アーリーに興味をなくしたとばかりにランスを引く。

　わかってくれたか──そう期待して喜んだのは一瞬。

　レティシアは、ランスの先を俺へと向ける。

「わたくしが真に倒さなければならないのは──乗り越えるべきなのはマキト、あなたですわ」

　なぜレティシアが俺を指名したか。

　それがわからないほど俺はおめでたくなかった。

「──ククル」

「ん」

　多くを語らずとも、手を握るだけで相棒は察してくれた。小さな手を引き俺は、二つの巨体が並ぶ足元までやって来て告げる。

「アーリー。替わってくれ」

「ざけんな！　このままおめおめ引き下がれるかよ！」

　怒号を放つアーリーに一歩も譲らず俺は言い返す。

「向こうの指名だ。こいつには、俺からガツンとわからせてやらなきゃダメなんだと思う」

　頑かたくなな態度に俺の胸中を汲くんでくれたのか、エセルから助け船が出された。

「アーリー、替わってあげて」

「おい、駄犬!?」

　エセルが合一化を解いたことによって〈ガンドッグ〉は象を失う。

「アタシたちじゃ、殺さずに勝つのは無理。負けたわけじゃないけどそれは認めざるを得ないでしょ？」

　エセルにとってはただの負け惜しみだったのかもしれないが俺は、二人がレティシアを殺さないように戦っていてくれたことが無性に嬉うれしかった。アーリーは俺のことをお人好よしだのなんだの呼ぶけど、人のことは言えないだろうに。

　アーリーは白髪を掻かきむしりながらコクピットを譲ると、苛いら立だたしげに吐き捨てる。

「──南の。合流地点は昨日の野営場所でいいか？」

　その言葉の意味することを汲くみ取り俺は、うなずく。

　必ず勝って、帰ってこい。そのメッセージに応こたえないわけにはいかない。

「ああ。すぐ追いかける」

「あんま待たせんじゃねェぞ」

　森の奥に消えていく二人の後ろ姿を見送り俺は、ククルと向かい合う。

　いざその段階になると、やはり視線が気になるわけで。アーリーたちのことを笑えないなと思いつつ、数秒だけでも視線を外してもらえないだろうかとレティシアを見る。

　するとレティシアは、機体ごとすでに背を向けていた。

「お、お兄様に、クズノハ様？　こ、今こ宵よいは月がキレイですわね！」

「ん？　ああ、これはたしかに見事なものだ」

「うむ、風流よのう。月の美しさがわかるとはレティシア、ヌシの株が上がったぞ」

　のほほんと月見としゃれ込む一同。えっと……「月を眺めている間にとっとと済ませてくださいまし！」ということかな？

　俺は、レティシアの厚意に甘えてククルの細い肩を抱き寄せる。

「マキト」

　ククルの小さな唇が動き、いつもはなにを考えているかわからない瞳ひとみが熱を帯びて俺を見上げる。こんな目をされると戦いなんか忘れてひたすらいちゃいちゃしたくなってくる。

　間近で見るとククルの眼めは本当にキレイで、畏い縮しゆくしてしまうくらい。自制がきかず、乱暴にしないように注意しつつ俺はククルの唇に自分のそれを重ねる。

　湿った音。恥ずかしさがないわけではない。それでも、愛いとおしさの方が勝ってしまう。

　やがて息が続かなくなって、どちらからともなく唇を離す。行為が終わってからもククルと離れるのが惜しくてその華きや奢しやな体をぎゅっと抱きしめる。ククルはククルで、『体が隔たりみたいで邪魔』とばかりにその体を俺へと押し付けてきたりする。

　俺だってそれがもどかしくないわけじゃない。けれど……俺たちの心は、体という境界線を飛び越えて重なる。

　朽ちた神を介して俺たちは、一つになるのだから。

「──行くか」

「ん」

　それぞれの席に乗りこむ。機甲ガントレツトに腕を通して俺は、意識を集中させた。

　体に衝撃のようなものが走り、ククルと意識が重なる。刹せつ那な、光の爆発とともに四肢が生まれた。

　雄々しさを備えた白銀の甲かつ冑ちゆう。俺たちの子どもたる聖骸アルビオン、〈クロウクルワッハ・ユリゼン〉がこの世界に顕現した。

　五感が聖骸アルビオンと共有され、視界が広がっていく。自動で調整が行われていく一方で、もう一つの感覚を俺は得る。

　コクピットに自分という存在がいる感覚。自身を機体に合一化させながら自我をそのままに保つ不思議な感覚に混乱することなく俺は、それをあるがままに受け入れる。

　膝ひざの上に現れたククルの幻影に向かって俺は、一つ提案をした。

「ククル。すまないんだけど今回は、〈原初の法〉のサポートはなしにしてくれないか」

　ククルの術式──あらゆるものを円の流れに乗せて受け流す“〝サーキュラースイング”〟があれば戦いをずっと有利に進められるのだろうけどそれじゃ意味がない。あくまで詠士ドルイドではなく、操鎧士ラウンダーとして勝たなければレティシアを納得させることはできない気がした。

　ククルとしても思うところがあったのか、素直にその提案を受け入れてくれる。

「わかった」

「悪いな。俺のわがままに付き合わせて」

「謝る必要ないと思う。わがままを言ってもらえるっていうのは、頼ってもらえてることだから嬉うれしい」

　ぐりん、とククルは首を動かして俺を見上げる。

「その代わり、ちゃんとわからせてあげて。レティシアに」

「ああ、もちろん」

　改めて俺は、背を向けているレティシアに声をかける。

「えっと……こづくり終わったからこっち向いても大丈夫だ。悪い、待たせて」

　レティシアは機体をこちらに向け直しながら言い返す。

「ふ、ふん。別に目を逸そらしていたわけじゃありませんわ。ちょっと月がキレイだったから眺めていただけでしてよ」

　レティシアがそう主張するのなら、そういうことにしておこう。などと思っていると俺が無手であることを心配したのかカノン先輩が、自分の武具を掲げながら声をかけてきた。

「メイフィールド。聖骸アルビオンのサイズだと少し小さいけど使うかい？」

「助かります」

　俺が両手を広げると先輩はランス、盾の順でこちらに放り投げてくる。手に取ったそれらは先輩の言うとおり、たしかに小さ目。だがそれは同時に小回りが利くという利点にもなる。

　力任せで勝てる相手でないということは、アーリーたちを一いつ蹴しゆうしたことからすでに証明済みだ。ならば長所をいかに生かすか、ということが勝負の分かれ目になる。

「さて、そろそろよろしくって？　わたくしも気が長い方じゃないので……先手必勝でいかせてもらいますわ！」

　レティシアの機鎧ラウンド・ギアが地を蹴けり、彼我の距離が一気に詰まる。とっさに盾を構えたがそれごと後方に弾はじき飛ばされた。

「くっ……！」

　聖骸アルビオンの両足が地面を削りながら後退する。なんてパワーとスピードだ。これが、ただの機鎧ラウンド・ギアなのか!?

　傍はたから観戦しているのと実際に体感してみるのとでは雲泥の差。アーリーたちがいかに奮闘していたか知れるというものだ。

　レティシアはじっと動かない。「こちらの力は見せたのだから、今度はそちらからどうぞ」と誘われているようだった。

（なら……乗ってやる！）

　敢あえて真正面から突っこんだ。レティシアも望むところというように小細工なしに受け止めてくる。

　ガギィン！

　巨体同士がぶつかり合う硬い音が木こ霊だまする。さっきは不意を衝つかれたけどマトモに打ち合えばパワーもスピードも互角か。

　となると後は純粋に技量の比べ合いになる。レティシアもそれを悟ったのか向こうのコクピットの中で双そう眸ぼうを鋭くした。

　再びぶつかり合う機体。その音に負けないように腹の底から声を絞り出す。

「帰ってこいよ、レティシア！　こんなことのために育てたお前の力じゃないだろ!?」

「お断りしますわ。どうせわたくしの想おもいは誰だれにも届かない。誰にも理解されない。陛下にも、お兄様にも、あなたにも！」

　それはまるで、悲鳴のようだった。

　なにも取り繕う必要はない。そんなあるがままの心をぶつけるようにレティシアは叫ぶ。

「もう、ここだけなんですのよ！　わたくしが、いてもいいって思える場所は！」

　その言葉に、どうしようもなく胸が締めつけられた。

「……そんなわけないだろ」

　レティシアの悲鳴に対して俺が上げたのもまた、悲鳴だった。届かなく、もどかしい想いをぶつける勢いで声を振り絞る。

「なんで、そう思っちまったんだよ!?　陛下も、先輩も、俺も！　こんなにもお前にいてほしいって思ってるのに！」

「訊きかなければわかりませんの？　なら、言ってもわかりませんわよ！」

「──っ！」

　それがどういう意味なのか、今の俺に知るすべはない。

　機体と機体／想おもいと想いがぶつかり合う激しい音が繰り返される。教本通り、敵の側面に回ろうとステップを繰り返す俺たち。

　それはまるで演舞ロンドの語源となったダンスのようだった。

　相手の足運びに合わせてこちらも動き、ランスを突き出す。向こうが次にどう動くのか予想しあいその裏をかこうとする。

　それは一つの、心の交流の形だった。

　何度も、何度も槍やりと盾が交差する。すれ違い、ぶつかり合いながらも俺たちは互いの存在をその機体に刻んでいく。

　巨体の足にえぐられ、すっかり荒廃してしまった大地。月がやや西寄りの空に輝くようになっても俺たちはまだ決定打を加えられなかった。

「さすがにやりますわね」

「お前こそ」

　不謹慎ながらも俺は、この瞬間を「楽しい」と感じてしまっていた。もっともっと、この時間が続けばいいのに──そんな希望はレティシアの言葉で打ち砕かれてしまう。

「けれど、そろそろ終わらせましょう。ククル、もう限界でしょう？」

「──余計なお世話だ」

　率直な指摘に俺が浮かべた表情は苦笑だ。この期に及んで──敵に寝返ってまでこちらの事情を汲くんでしまうレティシアの不器用な優しさに俺は、未練を感じた。

「でもな、レティシア。俺はやっぱり、そんな世話焼きなお前に戻ってきてほしいよ」

「……今さら、遅いですわね」

「そっか。それもそうだな」

　こんな生ぬるい言葉で意志を翻すほど軽い女じゃないか、レティシアは。

　空気が張り詰める。自然と次の一手で勝負を決める気配に満ちていた。

　そんな局面においてどんな一手を打つか──様々な可能性が思い浮かび過ぎて、最後は経験からくる直感に任せてしまいたくなる。

　だが、頭の中でカノン先輩に教わった言葉が反響する。

『考えることをやめるな』

　それが操鎧士ラウンダーの本質。捨て鉢になることは許されず、最後まで可能性を追求する。

　どう動く？　考えろ。俺がレティシアなら、どういう形で勝利に持っていく？

　答えが出るよりも早く、先に動いたのはレティシアだった。

　雲が月を隠す。その瞬間を狙ねらっていたかのようにレティシアはランスを投とう擲てき。飛来するそれを俺は反射的に避ける。

　セオリー通り左にステップ。それを読んでいたかのようにレティシアが腰に帯びていた剣で薙なぎ払う。

　向こうの斬ざん撃げきに対してこちらから突っこんでしまったようなもの。だが、想定内！

　くれてやる。この腕一本と引き換えに勝てるのなら安いものだ。

　敵の刃が腕の半ばまで達する感触。だが、止めた。すぐさま俺は、逆側の腕で反撃に転じようとするものの、

「待ってましたわ！」

　その一撃を読んでいたかのように敵機の膝ひざがこちらのランスを撥はね上げる。死角からいきなり飛び上がってきたそれに耐えきれるはずもなく、俺はランスを取り落とす。

　レティシアはすぐさまそれに手を伸ばす。伸び縮みするわけのわからない剣ではなく、自分が使い慣れた得物でトドメを刺しに来ようとする──そう来ると思っていた。

　レティシアならきっと、最後の一撃は自分が最も信頼する武器で来るだろうと。

「──ッ！」

　入れ替わりに俺は、レティシアが手放した剣へと手を伸ばす。低く屈みこみ、両手で剣を握ると同時に振り上げる。

　そしてそれは、至った。紙一重の勝利に。

「──！」

　硬い感触。

　次いで、敵機の右腕が地面へと吸い込まれ、重々しい音を立てた。

　しん、と静まり返る空気を俺が破る。

「レティシア。もう満足したか？」

「満足なんか……できるわけないじゃないですの」

　今にも泣きだしそうに声を震えさせてレティシアは言い返してくる。

「やっとわたくしだけの力を手に入れたと思ったらそれさえ否定されて……わたくしに、どうしろというんですのよ！」

　どうしろ──その慟どう哭こくに今の俺は、こんな答えしか持たない。

「『それを見つける』っていうのはダメか？」

「──」

　レティシアから息を呑のむ気配が伝わる。俺の声が届いている──それを確信した俺はさらに続ける。

「どうしたらいいのか──今すぐ答えを出す必要はないだろ。教導院の生活を通してでも、別の経験を積んででもこれから探していけばいい。俺にできることなら、手伝うから」

「てつ……だう？」

「ああ。前にククルが言ってくれたんだ。誰だれかを想おもい、背負っているものを分かち合おうとする心──『理解』って感情こそが俺の本質だって。だから……俺は背負いたいよ。お前が抱えてるものを」

　俺がありのままに想いの内を告げるとレティシアはかぶりを振った。

「そんなこと言って……あなたはわたくし以外のものも背負いたがるんでしょうね。そしていつか、背負ったものに押しつぶされるのが関の山ですわ」

　苦汁を飲み干すようにレティシアは、悲痛な声をほとばしらせる。

「だったら、最初から期待なんかしない方が楽でしょうに！　誰かを当てにするなんて、まっぴらごめんですわ！」

　レティシアの意志は強固で、覆せない。俺はレティシアの言葉を否定する材料を持たず、口ごもってしまう。

　これまでなのか──そう思ったのと同時、

「つぶれない」

　ククルはいつも通りの、淡々とした調子で告げる。

「想いは繋つながるものだから。一対一じゃなくて、今まで繋いできたみんなでみんなを支え合うものだから。この世界は、そういうふうにできてる」

　抽象的だがククルの言いたいことは伝わってきた。俺一人がみんなの想いをおっかぶせられるんじゃない。繋いできた人の数だけ助けてくれる人もいるのだと、そういうことだろう。

　勝手に先走って結論を出してしまいそうだったけどククルはまだ諦あきらめてなかった。どうやったらレティシアを説得できるか、考えることを放棄していなかった。

　俺が呆ぼう然ぜんとしているとククルは、怖がるようなか細い声で告げた。

「ごめん、マキト。手助けした」

「え？」

　謝られる筋合いがなくて問い返すとククルは、訥とつ々とつと声を漏らす。

「でも、わたしもレティシアが好きだから見てるだけなんてできなかった」

　──そうか。そうだった。一時期レティシアと相部屋だったククルだ。俺と同じくらい世話になったという意識があったとしても疑問ではない。

　ククルが誰かと絆きずなを築いている。そんな事実に俺は感極まって、それを表す言葉を探す。

「いや。ククルがそう思ってくれてて、なんというか……うん、すごく、嬉うれしいよ」

「……ん」

　繋つないでいくこと。それがククルの持つ『円環』という力の本質。

　俺たちは二人きりで手を繋いでいるわけではない。

　これから出会う様々な人の手を取って、輪にしていくのだろう。

　だからこそ俺は──俺たちはレティシアに手を伸ばす。

「「帰ろう、レティシア」」

　レティシアはまるで目の前の光景が信じられないかのように問う。

「こんなわたくしの、隣にいてくれるというんですの？」

「ああ。俺たちじゃ頼りないか？」

　俺だってこんな知った風な口をきける立場じゃない。むしろ、レティシアと一緒に俺がやることを見つけられれば、というくらいの心づもりだ。

　ククルの記憶を見つけて、その後どのように生きるか。レティシアと一緒ならそれを見つけることができるかもしれない。そんな風に思って手を差し出すと、それまでずっと強こわ張ばっていたレティシアの顔が和らいだ。

「いえ、それも悪くないですわね」

　レティシアが俺の手に応こたえようとする。

　その刹せつ那な──

「それは、ちと困るのう」

　背中に冷たい手を突っこまれたような感覚が走った。

「レティシア。ヌシには言うてあったな？　ウチがなぜこの場にいるか。そう、ヌシが心変わりした時の保険よ」

　異形の機鎧ラウンド・ギアから放たれる漆黒の殺意。……いや。この際、機鎧ラウンド・ギアが異形かどうかなんて関係ない。

　クズノハの精神こそが、俺たちにとっての異形だった。

　濁流を前にした木の葉のようにクズノハの殺意に呑のまれそうになる。その時だ。

「そこまでだ」

　くぐった修羅場の数の違いか──カノン先輩は特異な空気に呑まれることはなく俺たちの間に割って入る。

「邪魔をしない限りは手を出さない……そのはずだったな？　取引を反ほ故ごにするのだったら、ボクも動かせてもらう」

「小僧が、吠えよる！」

　クズノハの瞳ひとみが煌こう々こうと光り、獣を思わせる獰どう猛もうな顔を見せる。次の瞬間には漆黒の機体がカノン先輩の右側に回りこんでいた。

　でたらめな機動力。しかし先輩はそれを読んでいたかのようにステップして回避する。

　カノン先輩は丸腰で、クズノハの相手をできるような状況じゃない。すぐにでも援護にいかなければ──と、俺が動こうとしたその時だ。

　全身を無数の弾丸に撃たれたような衝撃が襲った。

「──ッ！　なんだッ!?」

　地面をえぐったそれを注視する。小さいものは小石くらいのものから、大きいものだと拳こぶしほどもある氷の塊。

　その正体をレティシアも悟り、上空を見上げる。

「雹ひようですの!?」

　その問いに答えるように人では表せない雄お叫たけびが空から木霊する。夜天を仰ぐと月を一瞬、黒い影が横ぎった。

　猛もう禽きんを聖骸アルビオンと同サイズまで巨大にしたようなシルエット。むろん、ただの大きな鳥ではない。その全身は禍獣カラミテイ特有のまがまがしい甲殻に覆われている。

　禍獣カラミテイが広げた翼の下面が鳩はと時計の扉のように開く。次の瞬間、無数の雹がそこから零こぼれ落ちてきた。

　俺たちに雹を浴びせ、再び旋回する禍獣カラミテイ。損傷そのものは無視していい範はん疇ちゆうだけど、このまま禍獣カラミテイを都市部に行かせるわけにもいかない。早々に撃破する必要がある。

「クズノハ、一時休戦だ！　まずは禍獣カラミテイを──」

「倒して、どうする？　その後に三対一でウチを囲むか？」

　俺の言葉を遮って問うクズノハ。たしかに状況を考えればこの禍獣カラミテイはクズノハにとって援軍と見ることもできるか。

「ま、それでも構わぬがヌシらをまとめて相手にするのはさすがにしんどい。戦力が分散してくれるのは好都合よ！」

　常軌を逸した角度で振るわれる棍棒メイスを避けると、カノン先輩から指示が飛ぶ。

「こっちはボクに任せろ。キミたちは禍獣カラミテイを頼む」

「お願いします。あと装備、ありがとうございました」

　悠長に手渡している余裕はない。俺がランスとシールドを投げると先輩は同時にそれを受け取り、

「礼には及ばない！」

　ギリギリのところで、クズノハの攻撃を受け止めた。

　向こうは先輩に任せてしまって大丈夫だろう。俺たちは俺たちのなすべきことをするまでだ。

「レティシア、まだいけるか？」

「ええ。片腕といえども、あなたたちの聖骸アルビオンが一緒ならあの程度の禍獣カラミテイ、瞬殺ですわ！　とっとと仕留めてお兄様の加勢をしましょう！」

　この状況で意気軒けん昂こう。頼もしい以外の言葉がない。

　その直後、聖骸アルビオンを揺れが襲った。

　四肢が薄れ、形を保てなくなってきている。この現象は──

「ククル！」

「ごめん……もう限界みたい」

　魔力の消耗が激しすぎるために起こるククルの疲労。さすがにレティシアとの激戦が堪えたか。

　とうとう機体を維持する力を失い、朽ちた揺りかごに戻るコクピット。それをかばうようにレティシアは前に進み出る。

「やれやれ。難儀なものですわね」

「レティシア！　一人でなんて無茶だ！」

「では、わたくしが止めずに誰だれがあの禍獣カラミテイを止められて？」

「それは──」

　悔しいが、レティシアの言うとおりだ。この状況でクズノハが増援を出してくれないのなら、禍獣カラミテイを止められるのはレティシア以外にいない。

　だが──

「一人で無茶なら、二人いればいい」

　ククルはそう言い、コクピットを降りる。

「マキトと一緒なら──二人で生んだ聖骸アルビオンなら止められる。それが聖骸アルビオンの可能性」

　ただ降りたわけではない。

　その席をレティシアに譲ったのだ。

「で、でもっ……」

　先日の失敗を思い出したのだろう。辞退しようとするレティシアをククルは遮る。

「レティシア。どうして強くなりたいって思ったの？」

「それは……」

　以前、学食で話題に上った時には出せなかった答え。それが長い回り道を経て今、ここに繋つながる。

　まるで忘れていたなにかを思い出したかのようにレティシアの瞳ひとみから動揺が消えていく。その様子を見てククルは、満足げにうなずいた。

「それさえ思い出せば、だいじょぶ。マキトとあなたなら重なる」

「ククル。あなた、どうしてそのことを知っていて？」

「ううん。わかってない。わたしはただ繋ぐだけ。理解するのはマキトの役目」

　不思議なセリフを残してククルは森へとつま先を向ける。

「じゃあ、任せた」

　そのまま駆けていくククル。こうなればもう残された手は一つ。

　俺とレティシアで聖骸アルビオンを生むしかない。

　理解。ククルが俺に託した役目を全まつとうしようと俺はレティシアに尋ねる。

「なあ、レティシア。お前が強くなろうとした理由って──」

「というよりは、操鎧士ラウンダーを志した理由ですわね。貴族の娘だからじゃなく、わたくしにはちゃんとわたくしなりの起源があった。たしかに、今なら思い出せますわ。そしてそれはマキト、あなたと重なるから──」

　ぐい、と急にレティシアの方から抱き寄せられる。間近に寄った唇が、小さく──だがはっきりと告げた。

「してくださいまし、こづくり。もう逃げませんわ。あなたからも、お兄様からも、わたくしからも」

　その勇ましい視線に思わず笑ってしまった。

「ロマンチックとは程遠いだろ、このシチュエーション」

「だけど、らしいと言えばらしくなくって？」

「……だな」

　戯曲みたいに美しくなくたっていい。ちょっと残念なところがあってこそレティシアで、俺は、そんなレティシアと共に戦いたかった。

　ククルとしているような濃厚なやつをするのはためらわれ、軽く重ねるだけにしてしまう。これでは足りないんじゃないだろうか？　お互いにそう思ったのか、ついばむように同じことを繰り返す。

　その行為に夢中になる一方で俺たちは、本分を忘れていなかった。お互いを欲するのは共通の目的のため。根底にある想おもいを重ねるために俺たちは体を離す。

「……行こうか」

「ええ」

　座席に体を滑りこませ、機甲ガントレツトに腕を通す。同時に体を貫かれたかのような痛みが走った。

「──ッ！」

　初めてククルとした時も味わった感覚。それがレティシアの意識を通してやって来る。

　俺は二回目だから覚悟ができていたけど、レティシアにこのことを教えていなかったのは手落ちだ。慌てて俺はレティシアを気遣った。

「レティシア、大丈夫か？」

「平気、ですわ……っ。これくらい！」

　強がりではなく、痛みをねじ伏せるように力強い答えが返ってくる。その声を起爆剤とするかのように光がほとばしった。

　大気中の魔素エーテルを圧縮し、形成されていくその四肢は〈クロウクルワッハ・ユリゼン〉に比べて逞たくましい。白亜を思わせる装甲は幾重にも重ねられ、堅固さと重厚さを感じさせた。

　さらに両手の中にタワーシールドとランス、腰にはなにに使うのかわからない大きな筒のようなものまでもが造られる。〈クロウクルワッハ〉の時には現れなかった現象は、レティシアの操鎧士ラウンダーとしての経験を反映しているものだろうか？















　感覚が聖骸アルビオンに同調していくと同時に、レティシアの幻影が膝ひざの上に現れる。その現象にレティシアは戸惑っていたようだが、興味はすぐに自分が生み出した聖骸アルビオンへと移った。

「これが……わたくしたちの聖骸アルビオン、ですの？」

「ああ。がんばったな、レティシア」

　ねぎらう俺にレティシアは、戸惑ったような声を返す。

「なんですの？　頭になにかが流れ込んでくる……これ、マニュアルでして？」

「マニュアル？　そんなの、こっちはなにも感じないけど」

　謡巫女バルドだけが感じるものだろうか？　俺にその情報が来ない以上、レティシアに任せるのが得策か。

「そっちは任せる。レティシアはとりあえず、そのマニュアルとやらに目を通してくれ」

「わ、わかりましたわ！　えっと……機体制御に〈法〉の使用、ですの？」

　なにやら呟つぶやいているレティシアはひとまず置いておいて、脚に力をこめ、地を蹴ける。重厚な見た目通りに鈍重かというと、そうではない。加速性こそ〈クロウクルワッハ〉には劣るが、トップスピードは引けを取らない。

〈ドライグ〉に似た乗り心地。慣れ親しんだ操作感は、俺の背中を強く押す。

　心を躍らせて禍獣カラミテイを追う。だが禍獣カラミテイはこちらに向かって飛んできたかと思ったら、そのまま通り過ぎてしまった。

　なんのつもりだ？　と考えたところで気づく。禍獣カラミテイが向かったのは──

（ククルがいる方だろ！）

　機体の向きを変える。だがスピードの乗った巨体を一瞬で制するというわけにはいかなかった。

「止ま……れぇえええ！」

　ランスを地面に突き立て、強引に制動をかける。さらにそのまま腕を引き──

（こいつを軸に、回る！）

　キレイな半円を描いてターンに成功。かなりの負荷がかかったはずだが機体にダメージはない。こいつならできる、という根拠のない確信があった。

　禍獣カラミテイを追う。再びその翼の扉が開き、氷の礫つぶてがまかれようとしていた。

「間に合うか!?」

「いけますわ。わたくしの〈法〉なら。マキト！　盾を前に突き出して！」

「──こうか!?」

　返事の代わりにつむがれたのは、謡だった。

「《我焦がれ、招来するは破邪の輝き。その力、いっさいの不浄を否定する壁となりて君臨せよ》」

　大気を伝わっていく力。それはこの世界の法を超越する奇跡となって具現化する。

「阻め──“〝グレートウォール”〟！」

　コクピットを覆う不可視の力場。鋼鉄の装甲より強固なそれと同じものが森の上空に広がり、雹ひようを防いだ。

　その事実に俺は悟る。

「『守護』。それがお前の力か！」

「ええ。これが、わたくしの〈法〉。わたくしをわたくしたらしめている、原初の想おもい」

　同時にレティシアの過去が、俺の心に染み入ってきた。



　一〇年前のことだ。レティシアは初めて自分の姉が兄として育てられている理由を聞かされた。

「お兄様は、それでいいんですの？」

「もちろんだ。そのことを誇ることはあっても、不満なんてあるわけがない」

　より近くで陛下──当時はまだ王女だった彼女を守れるのなら己を偽って生きることに迷いはない。先輩は幼くしてその決断をしていたが、

「だってそれじゃあ……お兄様のことは誰だれが守ってくれますの？」

　幼いからこその率直な問い。カノン先輩は妹の疑問に答えることができず、困ったように眉まゆ尻じりを下げる。

　レティシアは先輩の答えを待っていたかと思うと不意に「名案だ」といわんばかりに目を輝かせた。

「そうだ。わたくしが守ってあげますわ！　わたくしがお兄様の盾になりますの！」

　どうでして？　と息巻くレティシアに先輩は、穏やかな笑みを向けた。

「レティ。キミの気持ちは嬉うれしいけどね、お前はボクだけを守って終わる器じゃない。もっともっと、多くのものを守る力を持っている。ボクなんかじゃ敵かなわないほどに。そんな気がしてならないんだ」

「多くのものを守る力……ですの？」

　実感がわかない、というように首をかしげるレティシアに先輩は苦笑する。

「根拠もない直感だけどね。やれやれ、そんなのに頼るようじゃまた殿下に叱しかられるな」

「なら、わたくしがお兄様の言葉を事実にしますわ！　そうしたら、殿下だって文句はないでしょう？」

「ははっ。うん、お願いするよ。頼もしいなぁ、レティは」

「もちろん！　お兄様の妹ですもの！」



　遠い日の情景を懐かしむようにレティシアはつぶやいた。

「なんで、忘れていたのかしら。こんな単純なこと。こんな……大事なこと」

「いいだろ。思い出せたんなら」

　守りたいと思いながら、居場所を欲していた俺。

　居場所を欲しながら、守りたいと思っていたレティシア。

　表と裏で同じことを求めていた俺たちの心がようやくここに繋つながる。理解すること──ククルが言っていた俺の役目を思い出して俺は告げた。

「レティシア。こいつの名前、俺がつけていいか？」

「えっ？　あ、あなたがつけてくれますのっ？」

「ああ。お前と聖骸アルビオンを生むって決めたときから、ずっと考えてたんだ」

　慣れないことで四苦八苦していたけど今思いついた。

「最初は盾イージスにしようと思ってた。お前が誇りにしていて、だけど受け継ぐことのできない家紋をこいつに託そうって。──だけど、違う」

　名前なんて関係ない。レティシアがいつかアブソリュートの名前をなくす日が来たとしてもその体には流れている。ずっと誰かを守ろうと願ってきた、『絶対の清浄』の意志が。

　だから俺は、俺たちの子どもにこの名前を与えよう。

「城じよう塞さい──〈フォートレス・ユリゼン〉。それが、こいつの名前だ」

　盾よりも大きく、より多くのものを守る力の象徴。その名前こそがふさわしい。

「どうだ？」

「気に入りましてよ！」

　レティシアは意気揚々と声を上げる。

「行きましょう、白亜の城塞。穢けがれなき守護の力を以もつて──あらゆる障害を、わたくしたちとともに打ち破りましょう！」



　　　◇



　ぶつかり合う鋼の音は、突如膨れ上がった光によって中断された。

「あれは……？」

　敵への警戒を緩めることなくカノンは、光へと注意を向ける。一方でクズノハは、すべてを悟ったように意味深な微笑を見せた。

「聖骸アルビオンの姿が変わった……ここっ。そうか、それがヌシの答えか、レティシア」

　クズノハの機体が急に脱力する。戦闘中にもかかわらず無防備をさらすクズノハにカノンは、眉まゆをひそめた。

「なんのつもりだ？」

「やめじゃ、小僧。これ以上は蛇足にもほどがある」

「蛇足、だと？　いや、それよりあの聖骸アルビオンの正体を知っているのか？」

「ヌシの妹が居場所を見つけた。それだけのことよ。一時の情に流されるようなら無理やりにでも引き止めるつもりじゃった。そうして南に戻ったところで居場所がなければ結局つらい思いをするのはあやつじゃからのう。じゃが、ああもはっきりとした答えを見せつけられては執着する方がみっともない」

　皮肉屋っぽくふるまうクズノハだがカノンにはその真意が伝わった。

「あなたは、そこまでレティのことを？」

「ウチもそこまでお人好よしではない。やつにとってもウチにとっても利益になる。そう思うただけのことよ。……さて、どうする？　ウチはここでレティシアの聖骸アルビオンを眺めさせてもらうが、ヌシは妹のもとに駆けつけるかや？」

　数秒考えるとカノンは、首を横に振った。

「……いや。レティならボクが手を貸さなくても大丈夫だろう。それより一つ、教えていただきたい。あなたの戦闘での立ち回りは、ボクの知る人のそれに良く似ている」

　まるで戦場を俯ふ瞰かんするかのような観察眼。『木を見るな、森を見ろ』とはアブソリュート家に伝わる言葉だが、同じように思考の重要さを説いた人物がいた。

「率直に訊きかせてもらおう。ヴィクトール殿下とは、どういう関係で？」

　その名前にクズノハは、愁いを含んだ微笑を浮かべる。

「なに、ただの友人よ。かつて南も東もなく、この島全土で繋つながれるような……そんな世界を語り合った、な」

　それだけでカノンには充分だった。クズノハの言葉は、偽りなく故人を偲しのぶものだった。

　南の王族と東の重鎮が友人であるなど本来ならばあり得ない。儀礼的なものを除き、各国家は不干渉を貫くべし、というのが昔からの風習だ。

　だが二人は目指していたのだろう。クズノハが語る通りの、二人が密談をかわす必要のない世界を。

　クズノハにとってもヴィクトールにとっても、お互いが良き理解者だった。

　だからこそ──

「殿下と同じ思想を持つあなたにこそ問いたい。ボクはあの人が望んだ成長を遂げられているのか、と」

〈ドライグ〉が再び構えを取る。カノンはかつての師の影をクズノハに重ねて見据えた。

「一手、ご指南いただけるだろうか？」

　クズノハの目が丸々と見開かれる。自然と唇の端が持ち上がり、獣の本性である牙きばを見せて笑うとクズノハは意識することなく「ここっ」と鈴を転がすような声を漏らしていた。

「ただの堅物かと思うたらヌシもなかなか面白い。……よかろう。手は抜いてやらぬぞ、小僧！」

　爆発的な勢いでクズノハの機鎧ラウンド・ギア──〈ギャリートロット〉が前進し、棍棒メイスが〈ドライグ〉の障壁を打つ。破られこそしなかったもののその揺れはカノンの全身に衝撃を与えた。

　一度だけでない。二度、三度と振るわれる棍棒メイスにカノンは翻ほん弄ろうされる。

　体の芯しんが重い。仲間をかばって倒れた嵐あらしの禍獣カラミテイの時とは違う。〈守護竜牙団ドラゴン・トウース〉に入って以来、初めての経験だった。

　縦横無尽に振るわれる腕は軌道の予想ができない。禍獣カラミテイを相手にしていては経験することのできない、知恵を持った相手だからこその戸惑いだ。

　だが──

『カノン。戦場を俯ふ瞰かんするように見るんだ。敵を、味方を、あらゆる要素を考えろ』

　かつての師の言葉が頭の中から全身に響き渡る。

　観察し、思考し、行動する。そう──誰だれかを理解するためという、もっとも初歩的なことこそを彼は重視していた。

　クズノハ。機鎧ラウンド・ギア。禍獣カラミテイ。聖骸アルビオン。それぞれ独立しているかのように思えるパズルのピースだが、たゆまぬ思考が閃ひらめきをもたらす。

（──繋がった！）

　勝利のための一手。そのためにカノンはまず、はじかれたように後退した。

「どうした？　怖おじ気けづいたかや？」

　振るわれる棍棒メイスがカノンを追い詰めていく。防戦に徹する限り、徐々に詰みへと持って行かれるだけだ。

　カノンが再度跳ぶと同時。それを示すようにクズノハが、狡こう猾かつな笑みを浮かべる。

「そう。その位置じゃ。そこでこそウチの全力が活いかされる」

　カチッ──短い音とともに〈ギャリートロット〉の左腕と尻尾しつぽが不意に切り離される。かと思いきや右腕が空中でそれらのパーツを繋つないだ。

　異形と呼ぶにもおぞましいほど長大な腕。クズノハはそれを天空へと掲げる。

「詰みじゃ、南の若き守護竜！　せめて潰つぶれぬように祈れ！」

　遥はるか上空から、天の裁きのように振り下ろされる一撃。

　しかしそれがカノンに届くことはなかった。

「なに!?」

　激突の硬い音とともに空中で止まる棍棒メイス。その事実を受け入れられないと言わんばかりに目を丸くするクズノハにカノンは、ランスを構えて距離を詰める。

「そう来ると思っていた。いかにも機構を共有していそうな腕と尻尾のパーツと、異形の機鎧ラウンド・ギアから推測されるあなたの自己顕示欲旺おう盛せいな性格。二つを組み合わせて出てくる結論は『最後の一撃はすべてのパーツを連結した強打』ということになる」

　クズノハは　自分の一撃を阻んだものの正体を悟る。

（レティシアの〈法〉か！）

　その性質については視界の端にとらえていた。だがそれがこちらの勝敗を分ける要因になるということは考慮していなかった。

「尻尾の長さや形状、〈ドライグ〉のコクピットの位置から計算するに上から振り下ろすように使ってくる可能性は高い。だからここに連れてきた。ここで禍獣カラミテイの雹ひようを防いでいたのは見えていたから。ここにもぐりこんで一撃をやり過ごせば──終わりだ。その長さの腕を引き戻すよりも、ボクが距離を詰める方が速い」

「まさか……追い込まれていたのではなく誘っていたというのか!?」

　驚きよう愕がくするクズノハにカノンは、不敵な笑みを見せる。

「やっぱり妹の弱みに付け込んだという事実には変わりなかったのでね。意趣返しとさせてもらった」

　勝つだけならば他ほかにもやりようがあった。だがあくまでも妹とともに勝利することを望んだ。

　そのカノンのこだわりと技量は一言に尽きる。

「──見事」

　クズノハが笑った次の瞬間、〈ドライグ〉のランスが敵機の膝ひざを穿うがち砕いた。

　崩れ落ちる機体。クズノハは不思議と充足したように目を閉じてカノンに告げた。

「行け。いつまでも老いぼれにかかずらっている場合ではなかろう」

「……ご指導、ありがとうございます」

　一礼してカノンはその場を後にする。

　妹のもとへ駆けつけるために。
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　ククルが充分に離れられるくらい時間を稼いだし、そろそろ反撃に転じたいところ。

　飛ひ翔しようする禍獣カラミテイを見上げて俺は、レティシアに尋ねた。

「レティシア。空に盾を作ってあいつの飛行を邪魔するってできないか？」

　まだ完かん璧ぺきに自分の力を把握していないのかレティシアは、少し考え込むように間をおいてから答えた。

「無理ですわね。距離が離れるごとに盾の大きさや強度が小さくなっていくようですわ。今この機体が手にしているシールドの大きさや硬さを基準にするなら……一〇メートル。それが“〝グレートウォール”〟の射程ってところですわね」

「いくら〈原初の法〉でも、そんな都合よくはいかないか」

　禍獣カラミテイとこちらの距離は射程の倍はある二〇メートルほど。となると、だ。

「定石通り降りてきたところにカウンター、しかありませんわね」

　禍獣カラミテイも降り注がせる雹ひようではこちらを仕留めきれないとわかっているからか、必殺の一撃を浴びせるためにこちらの高さまで下りてくる習性があると授業で習っている。レティシアの提案はもっともなものだがどうせなら、やってみたい作戦がある。

「いや、せっかくだ。こっちから迎えに行ってやろう」

「マキトまで空を飛ぼうとか言い出すつもりですの？　無茶仰らないでくださいまし」

「さすがにそんな注文しないよ。っていうか誰だれだよそんなぶっ飛んだこと思いつくの」

「妄言ですわ。今は忘れてくださいまし。で、具体的に──」

　多くを語るまでもなくレティシアは、共有した意識の中から俺の思考を読み取った。

「──なるほど」

　異論はないようなので俺は空の禍獣カラミテイを見据える。

「ルート、レティシアに任せていいか？」

「いいんですの、わたくしで？」

「ああ。お前の作る道を走りたいんだ」

「く、くすぐったくなるようなこと言わないでくださいまし」

「ごめん。で、どうだ？　やってくれるか？」

「やってやりますわよ。ほら！」

　レティシアが道を作るのを感じる。俺は前へと進みだし──

　空中に、その足をかけた。

　足は地に落ちず、機体は天へと昇っていく。禍獣カラミテイの攻撃を避けるように螺ら旋せん状に走らせているとレティシアが呆あきれたように苦笑する。

「まったく。盾を足場にするなんてどんな発想でして？」

“〝グレートウォール”〟。不可視の鉄壁を作り出すこの術式の真価は硬さではない。もちろんそれも重要なのだが、作り出す場所を選ばないことこそが真骨頂だ。

　それはただの盾以上の意味を持つ。例えばこうして、足場として使うように。

　戦闘において今まで軽視されていた三次元的な要素。クズノハのおかげでその必要性を考え直させられたけど、この術式があれば戦術の幅がかなり広がる。

　階段を駆け上がるように天上を目指し、とうとう禍獣カラミテイと同じ高みに至る。まるでそれを待ち焦がれていたかのように禍獣カラミテイはその嘴くちばしを開いた。

　竜砲ブレス。ただまき散らされるだけの雹ひようとは段違いの威力のそれが、こちらに向かって発せられる。

　だが不可視の盾はそれを完かん璧ぺきにシャットアウトしていた。

「お忘れなく。守ることこそが本分でしてよ」

　両翼をはばたかせ、上空に逃げようとする禍獣カラミテイ。すかさず俺は声をかけた。

「逃がすな、レティシア！」

「当然！　わかってますわ！」

　レティシアの防壁が敵の退路を阻む。禍獣カラミテイは泡を食ったように進路を変えようとするが、その先にはすでに〈フォートレス・ユリゼン〉が回りこんでいる。

　ランスで牽けん制せいしながら跳躍。その先にあるのは──禍獣カラミテイの背だ。

「降りてきてもらう！」

　ランスを突き立てるように躍りかかる。禍獣カラミテイはこちらの重量に耐えきれず、見る見るうちに高度を下げていった。

　二つの超重量が地に落ちる地響き。高みから落下しても〈フォートレス・ユリゼン〉には傷一つつかなかった。

　禍獣カラミテイは最後の悪あがきか、渾こん身しんの力でこちらの拘束を振りほどく。

「くっ──！」

　聖骸アルビオンに削られた大地が風に舞った。禍獣カラミテイを見据えたまま俺は、すかさずレティシアに指示を出す。

「レティシア、また空に逃げられたら厄介だ！　禍獣カラミテイの頭を押さえろ！」

「もうやってますわ」

　首を上げようとした禍獣カラミテイは見えない壁に飛ひ翔しようを阻まれる。さらに、それだけじゃない。

　機体と禍獣カラミテイを繋つなぐトンネルを造るかのように盾イージスが敷き詰められていた。

「これは──」

「この一撃で決めますわ」

　感じる。聖骸アルビオンに流れる魔力が一点に集中していくのが。

「メンタルライン、重層オーバーラツプ確認。〈ダグザ・ドライブ〉、超過駆動イグニツシヨンスタート。第二術式展開セカンドシフト・オープン──」

　伝わる。これがどういう術式なのか。

「《汝なんじは痛みを知るだろう。暴虐の力は転じ、応報の槍やりとならん》」

　それは『守護』という力の側面。耐えるのではなく、抗あらがうという意志の結晶。

　だから俺は、盾を捨てランスを両手で突き出すように構え──

「解き放て──“〝ランパートストライク”〟！」

　同時に、腰から突き出た大筒が火を噴いた。

　今まで溜ためこんだ力を推進力として解放する。それがこの術式だ。〈フォートレス・ユリゼン〉は放たれた矢のように一瞬で距離を詰め、そのまま禍獣カラミテイの体を貫いて駆け抜けた。

　禍獣カラミテイを穿うがつ確かな手ごたえ。地面をえぐってブレーキをかけても止まらず、ランスを地面に突き刺してようやく止まる。

　振り返るまでもなく、はるか後方で禍獣カラミテイが燐りん光こうとともに爆散するのを感じた。

「こんな感じで、よろしくって？」

　ふふん、という感じで得意げにするレティシア。

「ああ。ばっちりだ」

　積もり積もった鬱うつ憤ぷんをぶちまけるような一撃は俺も胸がすくような思いだ。

　これが〈フォートレス・ユリゼン〉──俺とレティシアの子ども、か。

　なんて感慨にふけっていると、カノン先輩の〈ドライグ〉が横に並んだ。

「加勢しに来たつもりだったけど、一歩遅かったかな？」

「先輩！　無事でしたか！」

「おかげ様で、ね」

「いや、助けに行けなくてすみませんでした」

「いやいや、助けてもらったさ。存分にね」

「「？」」

　要領を得ない先輩の返答に俺とレティシアは、そろって首をかしげた。

「そんなことより、撤退だ。向こうが増援を呼ぶまで待っている道理もないだろう？」

「そうですわね」

　レティシアは少し気恥ずかしそうに、その言葉を口にする。

「帰りましょう。わたくしたちの国へ」
















　　エピローグ





　部下たちに命じて〈ギャリートロット〉を研究所ラボまで回収させたクズノハは、壊された機体を眺めて頭を掻かいた。

「かーっ。ヴィクトールのやつめ。とんでもない人も材のを残していきよった」

〈バロール〉には及ばないまでもこの〈ギャリートロット〉も聖骸アルビオンに匹敵する性能を求めて作り上げたものだった。それが現行機の〈ドライグ〉ごときに敗れるなんて──

　屈辱でかみ合わされる奥歯。

　やがてその表情は、壮絶な笑みへと変わっていた。

「だからこそ、面白い」

　まだまだ自分の求める高みには程遠い。いくらでもやるべきことはある。

　この、いつ終わるかわからない退屈な生に刺激を与えてくれるものがある。

　そう思うと俄が然ぜんやる気が湧わいてきた。じっとしていられずクズノハは、周囲のスタッフたちに発破をかける。

「者ども！　今日は徹夜じゃ！　基礎から設計を見直すぞ！」

　スタッフから返ってくるのは意気軒けん昂こう……とは言い難い、地の底から響くような呻うめき声だった。さすがにテンションだけでどうにかなることでもないか、とクズノハは反省する。

（明日は休オ日フにするか）

　幽鬼のようにふらふらと作業をするスタッフを見てクズノハは、そう決定する。中にはまだ余力がある者もいるのか、その中の一人が恐縮そうに声をかけてきた。

「しかし、クズノハ様。あの禍獣カラミテイは」

「ああ、そうじゃのう。タイミングが良すぎる。国境沿いで禍獣カラミテイの群れが見られた件もあるし──ここっ」

　尻尾しつぽの毛が逆立つ。飄ひよう々ひようとした笑みで押し隠そうとしても、この感情だけは抑えられなかった。

「どうやら、なめたマネをしてくれるやつがおるようじゃ」

　声をかけた若いスタッフはそのプレッシャーに呑のまれ、そそくさと去っていく。それを気にせずクズノハは改修中の〈バロール〉を見上げて呟つぶやいた。

「来ておる。ウチらの予測した危機が。だからこそこれを早く完成させねばならぬのよ。……のう、ヴィクトール？」

　それに応こたえる者はなく、声はけたたましい鉄の音の中に消えた。
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　ペリクリーズに帰るなり俺たちは、そのまま陛下に事の顛てん末まつを報告した。

「──なるほど。みなさん、お疲れ様でした」

　終始口を挟むことはなく俺たちの報告に耳を傾けていた陛下は、そう告げる。ずっと頭を垂れていたレティシアは、上目づかいでおずおずと陛下をうかがう。

「あ、あの、陛下──」

「レティシア」

　近づいてくる陛下の叱しつ責せきを恐れてかレティシアは、体を縮める。見ているこっちまで心臓が破裂しそうだったが──

　陛下は、なにも言わずただレティシアを抱きしめた。

　予想外のことに動転して、レティシアは声を上ずらせる。

「ちょ、ちょっと陛下っ？　これは、その、どういうことでしてっ？」

「私にもわかりません。ただ、こうしたいんです」

　陛下の声は震えていた。つられたのか、レティシアの目にも涙がにじむ。

「……いいんですの？　わたくしに、こんなことされる資格があるんですの？」

「資格とか、そんなものは関係ありません。私が重んじるのはいつも、意志だけ」

　そう。この女王が問うのは、それだった。英雄の資質として『意志』を挙げる君主は、新しい謡巫女バルドに問う。

「一緒にいてくれますか？」

「……こんなわたくしでよければ」

　抱擁を交わし合う二人の姿は、絵画として残しておきたいくらいだ。これで一件落着か。

　レティシアから離れると陛下は、改まって俺たちに深々と頭を下げた。

「マキトに巫み女こ様。そしてアーリー、エセルドレーダ。あなたたちもありがとうございました」

　陛下の言葉にアーリーは、いつもの仏頂面をさらに苦々しくする。

「よせよ。結局オレらは役に立てなかった」

　その返答を予想していたかのようにすかさず陛下は続ける。

「ならばこそ、教導院で腕を磨いてはどうですか？」

　アーリーたちの顔つきが変わる。保留にしてきたことをいよいよ決断する時が来たか。

「マキトに巫女様、そしてレティシア。それ以外にも切せつ磋さ琢たく磨まする相手には事欠きません。あなたたちさえよければ、改めて勧誘したいのですが」

　真しん摯しな瞳ひとみをアーリーたちに向ける陛下。アーリーはちらりと傍らの相棒を見る。

「駄犬」

「断れるわけないでしょ。それに、学生ってのも楽しそうじゃない？」

　尻尾しつぽを回しながら八重歯を見せるエセル。アーリーは小さく肩をすくめて笑った。

「決まりだな。その提案、受けさせてもらうぜ。女王陛下サマ」

　芝居がかって一礼するアーリー。陛下もにっこり笑って丁寧に頭を下げる。

「ええ。これからよろしくお願いします」

　結局、こうなったか。王都での出会いに前回の戦闘。そして今回の作戦。アーリーたちとはいろいろあったが、こうして正式に仲間になるとは思わなかった。

「ははっ……お前が同期とはな。ま、とにかくよろしく」

　握手を求めて手を差し出すと、鼻で笑われた。

「よろしく、だァ？　ヌリィこと言ってンな。仲良しこよしするために編入するんじゃねェっつーの」

「そーいうこと。やるからには首席を取らせてもらうわよ。ま、ライバルってやつ？」

　どうやら、そういうことらしい。たしかに成績を争う上でアーリーたちは強敵となるだろう。

　前途多難になりそうだ。でも──

「でも、負けない」

　俺が言いたかったことを先に、ククルに言われてしまった。相変わらず本心のつかめないネコのような目でアーリーたちを見つめるククルだが、俺も二人に手を差し出す。

「仲良しこよしじゃなくていい。ライバル、ってことで改めてよろしく」

「……けっ。おめでてーやつらだ」

　苛いら立だたしげな半眼で吐き捨てるアーリー。

　続いて、叩たたきつけるように握手が返された。
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　そんなこんなでレティシア出奔騒動から数日。俺を取り巻く環境にはアーリーたちの編入以外にもう一つ、大きな変化があった。

　端的に言おう。

　レティシアに懐かれた。

「マキト。お昼ご飯作ってきましたの。一緒に食べませんこと？」

　たとえばある休日のこと。そろそろ昼飯時ということでパン屋でテキトーに買ってきて済ませてしまうか悩んでいたところにレティシアがバスケットを持って訪ねてきた。

　コボルトでもないのにレティシアが、ぶんぶんと尻尾しつぽを振っているような気がする。なんとなく実家の近所の牧羊犬がネズミを仕留めてはそれを口に咥くわえて「とってきた。ほめて」と言わんばかりに駆け寄ってきたのを思い出させる。

「……いただきます」

　追い返すわけにもいかず俺は、レティシアを部屋に招く。レティシアはテーブルの上でバスケットを開きながら嬉き々きとして説明しだした。

「実家のシェフにならってきましたのよ。ククル、ベーグル好きでしょう？　こっちはブルーベリーのジャムとクリームチーズ、こっちはローストビーフとオニオン。あ、紅茶淹いれますわね」

「ベーグルぅ～」

　ククルはひとまずベーグルを崇あがめるように高々とかかげてから、かぶりつく。もっちもっちとベーグルを食はむその表情は至福の一言に尽きた。

　レティシアは、例の件から帰ってきてからずっとこの調子だ。以前だったら差し入れを持ってくるにしても「作りすぎたんですのよ」とか「勘違いしないでくださいまし」とか言ってくるはずなんだけど、そういう気配が最近は全然ない。

　それが意味するところを知らないわけじゃなく俺は、腹を割って話そうとする。

「……あのさ、レティシア」

「レティでいいんですのよ？」

　家族にしか許してなかった呼び方ですよね、それ。

　その意味を察してしまって思わず真顔になる。なんかこう……外堀を埋められていっているような。

　ひるむな。自分に言い聞かせてさらに切り込む。

「その……気持ちはありがたいんだけど、ここまで気遣ってくれなくてもいいっていうか──」

「あら、別に気を遣っているわけじゃなくってよ？　わたくしが好きでやっていることですもの」

「そ、そうか。いやー、なんか、悪いな」

　違う。真に言いたいのはそういうことじゃないだろ、俺。

　いっそ恥をかいてしまってもいい。自意識過剰かもしれないけどはっきり言うべきだ。

　震える手でカップを持ち上げ、紅茶を一口。その香りで自分を落ち着かせて、何気ない風に伝える。

「でもほら。ククルとレティシア両方ってのはちょっと欲張りすぎじゃ──」

「わたくしの選んだ殿方ですもの。妾めかけの一人や二人抱えられる器があって当然でなくって？」

　率直な言い草に、紅茶を吹きそうになった。

「め、妾って……いいのかお前、それでっ？」

「わたくしは構いませんけれど……あ、そうか。ククルとしてはどうですの？　わたくしと一緒じゃ嫌でして？」

　ククルはベーグルを呑のみこむと「なんでそんなこと訊きくのか」みたいに小首をかしげる。

「ん？　わたしはレティシアと一緒の方がいい」

「ですわよねっ？　ほら、マキト。ククルもこう言ってますわよっ？」

「いや。ククル、まだ恋愛観とかわかっていなさげなんだけど──」

「わたくしたちの事情に世間一般の恋愛観なんて持ち込む必要ありませんわ。ククル、ですわよねー？」

「ねー」

　きゃっきゃと微笑ほほえみあう女子二人。俺の言うことなど聞いちゃいなかった。ククルまで味方につけられてしまうとなると旗色が悪くなるな。

　着実に退路を断たれてしまっている。さすが軍人家系の娘さんといったところか。戦術の展開にそつがない。

　本人たちが納得していても周囲から見れば俺が優柔不断な二ふた股また男であるというそしりは避けられないだろう。そんな危き惧ぐで青ざめているとレティシアは、不意に顔を曇らせた。

「迷惑……ですの？」

「そ、そんなことない！　俺だって……その、嬉うれしいよ。レティシアにそう思ってもらえるのは」

　態度の変わり方が急すぎてまだ戸惑っているけれどそれが偽るところのない俺の本音だ。レティシアはそれを聞いて、『ぱぁ……！』と笑顔を輝かせた。

「よかった」

　そんな幸せそうな顔を見せられたら、なにも言えなくなってしまった。

　……まあ、いいか。そのうち落ち着くところに落ち着くだろう。考えを放棄することは本意ではないけど、時には成行きに任せることも必要だ。今はレティシアがこっちにもどってきてめでたしめでたし、ということにしておこう。

　自分の見通しの甘さを痛感することになるのは、その日のうちだった。



　　　○



　深夜──だと思う。

　夢も見ないくらいに熟睡しているところに、もぞもぞと誰だれかがもぐりこむ感触があった。誰か、というか心当たりは一つしかない。

「こら、ククル。寝ぼけてるのか知らないけど自分のベッド戻れー」

　どうせトイレから帰ってきたら戻るベッドを間違えたとか、そんなところだろう。俺も眠いから対応がおざなりだったし、白状するとこのままククルと風紀に反するとまではいかなくとも、きゃっきゃうふふするくらいはやぶさかじゃないなぁ、なんて思っていた。

　すると、隣のベッドから不服そうに返事が来る。

「わたしじゃない」

「ああ、悪い……って、えっ？」

　一気に眠気が吹き飛ぶ。ククルじゃないってなると誰だれだ？　とうとうレティシアが夜よ這ばいをかけてきたのか？

　いや、それはありえない。部屋に鍵かぎはかけていたし、レティシアにそれをどうにかできるスキルはない。というかレティシアじゃなくてもドアの鍵を開けるなんて──

　そう考えたところで、耳に吐息がかけられた。

「わたし、だよ？」

　間違いようがない。この、脳をとろけさせるようなウィスパーボイスは──

「ら、ら、ら、ラニ!?　お、お前、なんのつもり!?」

　とっさに壁際まで飛び退のこうとするが押さえこまれる。ドワーフが体格の割に怪力というのは、知識だけで知っていてもこうやって体験させられるのは初めてだ。

　俺に馬乗りになったラニ。普段は前髪で隠れているその目は、夜だというのに煌こう々こうと輝いているように見えた。

「聞いたよ？　マキト、レティシアと聖骸アルビオン生んだって？」















「──」

　生存本能がそうさせたのか俺は、瞬時に察した。

　ラニ『さん』モードだ、これは。

　普段は引っ込み思案だが、機鎧ラウンド・ギアや聖骸アルビオンを前にした時だけ出てくるラニの本性。好奇心を満たすまでは止まらない悪魔が目の前にいた。

「わたしもね、前から自分で聖骸アルビオンが生めたらなって思ってたんだけどね、マキトにはククルがいるし、こづくりみたいなこと軽々しくはできないし、してももらえないって思ってたのね？　けど……マキトがそういうこと気にしないなら、いいよね？」

　重い。馬乗りになったラニの体重が加速度的に重くなってきている気がするし、そしてこれは途と轍てつもなくヤバい予感がする。ちょっとしたホラーだ。

　軽々しくやったんじゃないんです。そんな弁解は聞き入れてもらえないような気がした。それどころか、もう頭が真っ白になってなにも言えなかった。

　ラニの手が俺の頬ほおに添えられる。吐息がかかる距離までラニの唇が近づき、

「わたしも、マキトとこづくりしたい」

　重なる。

　それをきっかけに俺と聖骸アルビオンをめぐる物語はさらなる佳境へと加速していくことになった。








　あとがき



　あまり間を置くこともなく無事、二巻をお届けすることができました。内うち田だです。

　そんなこんなで念願だったロリババアも出すことができました。たまに「ヒロイン全員ロリババアでいいんじゃねえ？　いや、むしろそれしかない」とまで思うこともありますがそのたびに見えない相棒バデイが「よせ」と止めますし、たぶん担当様にも「やりたいなら別のとこでやってください」とか言われると思うので自重しておきます。

　恒例の謝辞タイム。

　担当の神かみ長なが様、中なか道みち様。原稿への助言に始まり各方面でのご尽力、大変ありがとうございます。

　硯すずり先生。毎回ラフに「ばっちりです」としか返さなくて申し訳ないような気がしますが実際ばっちりとしか言えません。今後ともよろしくお願いいたします。

　編集長の三み坂さか様、校正様、営業の方々、その他出版までに関かかわっていただいた方々、知人各位、そして今回もお買い上げいただいた読者の皆様。まとめてで大変恐縮ですが、ありがとうございます。引き続き支えていただければ幸いです。

　それではまた、三巻でお会いできますことを。

二〇一三年　五月　内田俊しゆん


















　著者

　内田俊（うちだ・しゅん）

　　千葉の端っこで細々と文章を書いています。

　　海を見るのが趣味ですが無職っぽい男が死んだ魚のような目で海を見ているのは危なっかしいらしいので釣り人のコスプレをすることを覚えました。



　イラスト

　硯（すずり）

　　横浜在住。フリルと銃を愛するイラストレーター。最近ＴＲＰＧを人生初めてプレイしました。面白いっ！
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